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　風。

　夜が終わり、朝を告げる紫むらさきの空を、流れる大気に身を任せて鳥達たちが飛んでいる。

　鳥達の眼下にあるのは大地。その世界の名は──アレイザード。

　今、鳥達が飛んでいるのは、魔ま導どう王国シェルフィードの上空だ。

　王都エルディア。丘おかを切り立てるようにして建てられた王城にも、平地に作られた城下町にも、所々まだ破は壊かいの跡あとが残されていた。

　このエルディアは、五年前に一度魔ま王おう軍の襲しゆ撃うげきに遭あい、攻せめ滅ほろぼされた過去がある。

　王族の血もほぼ絶えた。そんな寄る辺をなくした絶望的な状じよう況きようから、隣りん国ごくの協力を得て奪だつ還かんが果たされたのは、まだ僅わずかに一年前の事だ。

　その事実を考えれば、復興は非常に順調に進んでいると言えた。

　それ程ほど当時、王都陥かん落らく時に生き延びた王女の凱がい旋せんが、国民に勇気と希望を与あたえたのだ。

　──そして今、シェルフィードは再び歓かん喜きの渦うずに包まれていた。

　それはアレイザードに暮らす人々が、待ち望んだ瞬しゆ間んかんが訪おとずれたから。

　絶対的な力で君臨していた魔ま王おうガリウスが、遂ついに倒たおされたのである。



　エルディア城の東西側面、そして背後の北側には広大な森が広がっている。

　太古の時代、一度アレイザードの文明が崩ほう壊かいした際、精せい霊れい信しん仰こうが盛んだった地方が、火、水、土、風の四大精せい霊れいとの盟約に成功した。

　その結果、土地の大半に肥ひ沃よくな大地が広がる豊かな自然が育はぐくまれたのだ。そして、そこに自然と人が移り住んだ結果、シェルフィードという国家が生まれたのである。

　東の森には四大精霊を祀まつる神しん殿でんがある。太陽が昇のぼる東は誕生の方角だ。精霊の加護によって生まれた国を見守って貰もらえるようにと、建国と同時に神殿が建てられた。時が流れた現在でも、多くの国民が王都はもとより、各地からも巡じゆ礼んれいに訪れている。

　そして。陽の沈しずむ方角──西の森の一角を切り拓ひらく形で、作られた場所がある。

　それは人々の魂たましいを弔とむらう場所。そこには、魔王との戦いで命を落とした者達が眠ねむっている。



　広い敷しき地ちを持つ霊れい園えんの一角に、一ひと際きわ目立つ墓ぼ碑ひがある。

　多くの花と、悲しみを綴つづったカードが捧ささげられたその墓は、二年前に作られた物だ。

　墓石にはこう刻まれている。《真の勇者レオン・エスペリオ ここに眠る》──と。

　魔王軍と真っ向から戦い、多くの戦功を残した勇者レオンは、シェルフィードの英えい雄ゆうだった。

　だがそんな彼かれも、五年前の魔王軍によるエルディア侵しん攻こうの際に、若くしてその命を散らした。二年前に王都を魔王軍から奪還した事で、ようやく彼の魂を弔う事ができたが、今でも国民達の深い悲しみは癒いえる事なく、多くの者がこの場所を訪れている。

　そして魔王が倒され、凱旋パーティの後、歓喜の宴うたげの余よ韻いん覚めやらぬ翌日の早朝。

　かつての勇者の墓の前に、一つの人ひと影かげがあった。

　長身の青年だった。肩かたまであるボサボサの髪かみ。がっしりとした筋肉に覆おおわれた身体を包つつんだ衣服。それら全すべてが闇やみのように漆しつ黒こく。そして、整った顔に光る瞳ひとみまでもが黒い。

「………………」

　彼は陽が昇る少し前から、もうかれこれ一時間以上もこの場所にいる。

　青年は微び動どうだにしない。かつての勇者の名が刻まれた墓石を、静かに見つめ続けていた。

　自分が潜くぐり抜ぬけて来た、長い長い戦いを報告するかの様に。そして、

「──じゃあな」

　別れが済んだのだろう。小さくそう呟つぶやくと、砂すな袋ぶくろの様なバッグを肩に下げ、青年は踵きびすを返して歩き出した。石いし畳だたみを踏ふみしめる音が、広い霊園の静せい寂じやくに響ひびいてゆく。

　周囲には、青年以外の姿はない。世界はまだ、魔ま王おう討とう伐ばつという最高の美酒に酔よいしれ、眠っている時間だ。澄すみ切きった空気は、早朝独特の硬こう質しつさを含ふくんでおり、冷たく肌はだを刺さす。だが陽が完全に昇り、日の光がもう少し柔やわらかくなる頃ころには、世界も眼を覚ます事だろう。

　霊園の入口に差さし掛かかった所で、鉄てつ柵さくの向こうに佇たたずむ二つの人影に、青年は気が付いた。

　男と女だ。だが、青年の歩く速度は変わらない。そのまま二人の横を通とおり抜け、霊園の外へ。

　そんな青年に、彼を待っていた二人の内、男の方が声を掛ける。

「──良いのか、アカツキ」

「ああ……もう済んだよ」

　アカツキと呼ばれた青年は応こたえる。

　凰おう沢さわ暁あか月つき。

　五年前、この世界に召しよ喚うかんされた彼こそが、魔王ガリウスを倒した新たな勇者である。
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「──なあ、本当に行っちまうのかよ？」

「しつけえな。もう何度も話しただろうが」

　やれやれといった口調で、凰沢暁月は言った。

　暁月が足を止めないため、交かわす会話は歩きながらだ。

　霊園の入口で暁月を待っていた二人の男女が、暁月のすぐ後ろを付いて来ている。

　赤毛の青年が、ゼクス・ドルトレイク。

　腰こしまである長い銀ぎん髪ぱつの女性が、ハイエルフのルーティエ・トルム。

　彼らは、このアレイザードで暁月と共に戦った仲間達だった。

「何でだよ。魔王を倒した今、お前はこの世界の英雄だぜ？」

　親友であり、そして悪友でもあるゼクスが名残なごり惜おしそうに、

「このまま留とどまれば、一生何不自由なくウハウハだぞお前」

「嘘うそつけ。魔王のせいで、シェルフィードを始め、各国が疲ひ弊へいしきってる。どうせこれからは世界の復興のためとか言って、シェルフィードを手始めに、世界中を表敬訪問って名前のドサ回りだろうが」

　苦くし笑ようする暁月に、ゼクスは肩を竦すくめながら、

「仕方ねえだろ。勇者なんてのは民衆の希望の象しよう徴ちよう、英雄という名の奴ど隷れいなんだから」

「ゼクスにしては珍めずらしい、至言ですね。ですが──」

　と、それまで黙だまっていたルーティエが口を開いた。

「異世界人のアカツキに、無む理り強じいをさせる訳にもいかないでしょう。本来なら彼には、この世界を救う義務などなかったんです。そんな彼が、魔王を倒して平和を取とり戻もどしてくれたのですから。その後の事くらい、この世界の住人である私達が何とかしなくては。何より私達にとってこの世界が大事な様に、アカツキにも彼が大切にする世界があるのです。引き留められませんよ」

「おうそうだ。言ってやれルー」

　そう言って、暁月は強ごう引いんにルーティエの肩を抱だき寄よせた。「あ……」と短い声を上げて、わずかに頬ほおを赤らめるルーティエに構う事なく、暁月はゼクスに向き直り、

「こらドスケベ大将軍。お前だってこれからは、シェルフィードを背せ負おって立つ国軍のトップだろうが。いつまでも、そんな他人任せでどうする」

「誰だれがドスケベだ、このエロ勇者。それらしい事言いながら、ちゃっかりルーの尻しり触さわりやがって。説得力ねーぞ」

　ゼクスが目め聡ざとく指し摘てきする。ルーティエを抱き寄せる際に腰に置かれていた暁月の手は、どさくさで彼かの女じよの尻しりに伸のびていた。しかし、暁月は微み塵じんも悪びれずに、

「馬ば鹿かだなお前は。触さわるだろフツー。ルーのケツ触れるのは、これで最後だぞ」

「あの、アカツキ……」

　真っ赤にした顔で、戸と惑まどいの表情を浮うかべてこちらを見上げるルーティエに、暁月は至し極ごく真ま面じ目めな表情で、

「そーいう訳だから、胸も揉もんで良いか？　メモリアル的に」



　しばかれた。流石さすがに胸は駄だ目めだったらしい。

　エルディア城の裏門前で誰からともなく立ち止まると、自然とそこが別れの場となって、

「それでは、アカツキ……私達はここで」

「まだちょっと名残惜しいけど、達者でな、ルー」

　ヒリヒリする頬を押おさえていた手で、暁月はルーティエと握あく手しゆを交わした。

　それから隣となりのゼクスに視線を移す。しかし彼は不ふ機き嫌げんそうに、こちらに背中を向けたままで。だから暁月は小さく笑いながら、

「じゃあな、ゼクス。将軍になったら、女遊びは控ひかえろよ。これまで旅してた時みたいな真ま似ねしてたら、議会から罷ひ免めんされちまうぜ」

「お前に言われたかねえよ」

　ゼクスはそっぽを向いたまま言った。

　そして凰沢暁月を止められるであろう、最後の言葉で。

　今一度問う。

「──リスティの事は、どうするんだよ？」

「……………………」

　暁月は沈ちん黙もくした。その問とい掛けは確かに効果抜ばつ群ぐんで。早朝の静寂が、微かすかに重みを増す。

　ゼクスが口にしたのは、五年前の魔王による王都エルディア侵攻の際、ただ一人だけ生き残ったシェルフィードの王女の事だ。

　リスティ・エル・ダ・シェルフィード。

　優ゆう秀しゆうな魔ま法ほう使つかいである彼女は、暁月の仲間の一人である。暁月、リスティ、ゼクス、ルーティエ。この四人でパーティーを組み、魔王ガリウスを倒すために共に戦ってきた。

　自分は確かに、彼女に惹ひかれていたと暁月は思う。勇者と呼ばれるようになる前から──それこそ、このアレイザードの世界に召喚され、初めて出会った時からずっと。

　だが、彼女には既すでに最高のパートナーがいた。

　アレイザードの英雄、人々の希望、そして──最高の勇者。

　レオン・エスペリオ。

　凰沢暁月は知っている。彼らがどれだけ、お互たがいを想おもい合っていたのかを。世界が二人を祝福していた。もちろん暁月自身もだ。世界中の誰よりも、二人には幸せになって貰いたかった。

　だが──その願いが叶かなう事はなかった。

　五年前。魔王の凶きよ刃うじんによって、レオンが命を落としたからだ。

　それも暁月の眼の前で……。

　あの瞬間の映像は、今でも暁月の脳のう裏りに焼きついたままでいる。そして、血溜だまりに沈んだレオンと、彼の隣で呆ぼう然ぜんとしている自分を見つけた時の、リスティの表情も……。

　──その後、王都エルディアは放ほう棄きされ、リスティやゼクス、ルーティエらと宗教国家・アレクラスタ皇国へと落ち延びた後、暁月は一時的に姿を消す事になる。

　力を求めて、神々の住まうとされる《神層界》へと赴おもむいたからだ。

　その後、《錬環勁氣功》という操体術を会え得とくして戻ってきた暁月は、窮きゆ地うちに陥おちいっていたリスティらを救い、一いち躍やく英えい雄ゆうとなった。それはレオンの死後、希望を無くしたアレイザードの世界が、新たな勇者の到とう来らいを求めていたからでもあって。

　だが当初、多くの民衆は暁月を許す事はなかった。勇者レオンを死なせ、おめおめと生き残った異世界から来た青年を。そしてリスティらが一番苦しい時に、姿を消した凰沢暁月を。だから多くの人間が、暁月を非難し卑ひき怯よう者もの呼ばわりした。

　そして新たな勇者と賞賛される以上に、暁月は皮肉を込めてこう呼ばれるようになる。

『はぐれ勇者』と。



　凰沢暁月は思い出す。はぐれ勇者となってから、リスティと共にこの世界を旅し、幾いく多たの死線を潜り抜けて行く中で。心を通わせられたと感じた瞬間は、確かにあったと。

　だが、それでも暁月は苦笑を浮かべる。

「俺は『はぐれ勇者』だぜ？　また姿をくらますだけさ」

　眼の前で、こちらの答えを待つゼクスとルーティエにそう告げた。信しん奉ぽう者しやと反対勢力を併あわせ持もつ暁月では、次期女王となるリスティは相応ふさわしくない。それに、もしリスティと結ばれなかったとしても、魔王を倒した英雄としての影えいき響よう力りよくが消える事はない。それを疎うとましく思う者、利用しようと思う者で国が割れる事だって有り得るのだ。

　だから暁月は決めていた。

　魔王を一人で倒し、民衆からの賞賛も、消える事のない遺い恨こんも──それら全てを背負って、この世界から消えようと。それが、はぐれ勇者の自分にできる最善の選せん択たく肢しだと思ったから。そのため暁月は今朝、誰にも言わずに城を出たのだ。

　一人で元いた世界へと戻るために……。

　恐おそらくは、リスティも暁月の考えに気が付いている筈はず。だからこそ、彼女は今この場にいないのだろうから。ならばこれが、暁月とリスティの結末なのだ。

　しかし、ゼクスは納なつ得とくできない様に、

「ふざけんな。はぐれ勇者が今さら良心がどうとか、らしくねえんだよ……っ」

　ついに我が慢まんできなくなったのか、ようやくこちらを振ふり向むいた。誰よりも暁月達の気持ちを知っている男の表情は、今にも泣き出しそうで。やはり自分は間ま違ちがっていないと暁月は思う。この戦友も、その事は解わかってくれているのだろう。

　だから暁月は「馬～鹿」と言って。心の中で「サンキュ」と呟いて。

　親友の肩を軽く叩たたいた。

　笑う。

「これで良いんだ……アイツだって、その事はきっと解ってるさ」



　あばよ、と言って暁月が歩き出した時だった。

「──お待ち下さい、アカツキ様」

　新たな声が、暁月の事を呼び止めた。聞き覚えのある声に振り返かえれば、ゼクスとルーティエから少し下がった位置、エルディア城の裏門前に、ずらりとメイド達が並んでいた。

　侍じじ従ゆう長ちようのワルキュリアを始め、シェルフィードが誇ほこる美び貌ぼうのメイド44名。

　一糸乱れる事なく控える、その様は正しく壮そう観かんだ。暁月は頬をポリポリと掻かいて、

「何だよ照れるな。みんなして見送りに来てくれたのか、ワルキュリア？」

「はい。姫ひめ様さまより、アカツキ様へのお言葉を賜たまわりまして。それをお伝えに参りました」

　淡たん々たんと事実のみを伝えるのは、自らの仕事に余計な感情を持ち込む事がない、ワルキュリアの流りゆ儀うぎだ。彼女をよく知る者ならば、淡々とした言葉の中に潜ひそむ、彼女の心ここ遣ろづかいを感じる事ができるだろう。暁月もまた、ワルキュリアを良く知る人間の一人だ。

　だから理解する。

「そうか……」

　暁月はスッと眼を細めた。

　人づてだなんて……最後まで素す直なおじゃないところが、リスティらしかった。

「聞かせろよ」

　ワルキュリアは「はい」と頷うなずくと、まるで唄うたでも朗じるように滑なめらかな口調で、

「『世界を救った勇者が翌日にトンズラとか、舐なめてんじゃないわよ。全身バキバキにされて、せいぜい頭を冷やす事ね』だそうです」

「────へ？」

　暁月が首を傾かしげたのと同時、44人のメイドが一いつ斉せいに武器を構えて襲おそい掛かってきた。
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　びっくりして眼が覚めてしまった。

　それは言いい換かえれば、それまでは眠っていたという訳で。

　だから凰沢暁月は理解する。自分は夢を見ていたのだと。

　あれはアレイザードを離はなれた日──メイド達に追われる前の出来事だ。

　……しかし、夢に出てくるとは……やっぱ結構焦あせってたのな、俺。

　アレイザードにいた頃。戦場で敵に囲まれた経験は、少なからずあった。だがレオンの死後、命を懸かけて戦う事にも、絶望的な状況にも臆おくした事はなかった。

　しかし、あの別れの時は完全に油断していたのだ。そのため、ほとんど不意打ちの様な形で44もの武器を向けられると、煌めく刃やいばの輝かがやきがどうにも眼に染しみて。挙句ワルキュリアを始め、メイド達はみんな無表情なままだったし。あれは正直ちょっと怖こわかった……。

　暁月は後ろ頭を掻きながら、横になっていたベッドからゆっくりと身を起こす。

　室内はまだ暗い。宮台の時計を見れば、まだ深夜の二時三四分だった。

　と、そこで時計を見ていた暁月は怪け訝げんそうに眼を細める。

「……お？　何か、前と形が変わってるような……」

　人工大理石でできた時計が、そこはかとなく欠けている。これは一体どうした事か。

　まるで、ひどく硬い物にでもぶつけたような……。

「ま、良いか。壊こわれてないみたいだしな」

　呟き、暁月は淡あわい月光の差す方へ。

　窓を開け、さらに歩を進めれば、そこは静まり返った宵よいの街並みを臨のぞめるベランダだ。

　夜空を見上げながら、暁月は思う。アレイザードの夢を見るという事──それは自分の心の中に、あちらの世界での思い出が確かに生きているからだ。アレイザードでの出来事は、何一つ忘れない。

　別わかれ際ぎわにワルキュリアに告げた言葉を、決して嘘にはしない。

　……そうさ、忘れられる訳がねえだろ。

　仲間であるリスティやゼクス、ルーティエやワルキュリア達との思い出も。

　魔王軍と繰くり広ひろげた死し闘とうも。

　神層界へ赴き、拳けん聖せいと呼ばれたグランセイズから錬環勁氣功を学んだ日々も。

　そして──暁月が神層界へ行くきっかけとなった、レオンの死も。

「……俺のせいなんだからな」

　呟き、暁月は拳こぶしを硬く握にぎる。そう、レオンが命を落とす事になった原因は暁月だ。

　当時はまだ召喚されたばかりで、普ふ通つうの青年でしかなかった暁月を、魔王ガリウスの凶刃から庇かばって死んだのだから。

　あの時ほど、自分の無力さを呪のろった事はない。大切な存在を亡なくすのは二度目──なのに、また自分は何もできなかったのだから。その悲劇が、はぐれ勇者・凰沢暁月を生んだ。

　そんな皮肉な存在の自分でも、魔王ガリウスを倒した事は、せめてもの慰なぐさめになるだろうか。

「……まさかな」

　そんな都合の良い事がある訳ないだろうと暁月は思う。魔王が死のうと、アレイザードに平和が訪れようと。レオンは死んだ。もう二度と戻らないのだ。

　それが覆くつがえす事のできない現実である以上、暁月の罪が消える事は絶対にない。

　そして。

　付き合いの短かった暁月ですら、こんなに苦しいのだ。彼女の──リスティの心の傷は、もっと深く苦しい物の筈。

　彼女は一体、今どうしているだろう。暁月がアレイザードから戻って、もうすぐ一ヶ月になる。元の世界へと帰き還かんしても、アレイザードに召しよ喚うかんされた時から時間は経過していない。

　だが、神層界で暁月が聞かされた話が本当ならば、暁月がこちらの世界に帰還して以降は、アレイザードでも同じだけの時間が経過している筈である。

　魔王が倒されてから一ヶ月──恐らくは、世界の復興へ向けて忙いそがしい日々を送っている事だろう。物事は壊すよりも、直す事の方が難しい。単に魔王を倒すだけなら力ちか業らわざも通じるだろうが、人々の心に希望を取り戻させるとなると、そうもいかない。

　それは政治を知らない暁月には、想像も及およばない様な大変な事に違ちがいない。それでも、ゼクスやルーティエ、ワルキュリアらの助けを借りて、少しずつ前に進んでいる事だろう。

「……俺も、負けてられねえよな」

　暁月は、ゆっくりと夜空から視線を落とす。そして揺るぎない意志を込めた眼まな差ざしで、闇の向こうを見つめた。凰沢暁月が今、こうして立っている世界を真っ向から見み据すえる。

　ここは東とうき京よう湾わん内の一部──海ほたるの内側の一角を埋うめ立たてて作られた巨きよ大だいな人工島。

　異世界から帰還した者達たちを、正しき方向へと導みちびくために作られた特別自治区だ。

　島の東には、多くの自然に満ちた山さん岳がく部ぶが。西には、先進技術の粋すいを凝こらした巨大なビル施し設せつが立ち並ぶ、市街地が広がっている。そんなこの島の中央には、島の何ど処こからでも見ることができるランドマークがある。市街地の中でも、一戸建ての民家が連なる、第三番街区の居住エリア。その中にある暁月の家からも、それを目にする事はできた。

　夜の闇にうっすらと浮かび上がる、白はく亜あの塔とうを見ながら。

　凰沢暁月は宣言する。

「待ってろよ親おや父じ、それに朔さく夜や──俺は必ず、お前らの所まで上のぼり詰つめてみせるぜ」
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　そして──部屋の中へ戻ろうとして。

　ふと、ベランダで繋つながっている隣の部屋の窓が、暁月の目に入った。

　凰沢暁月は苦笑する。忘れてはならない事が、ここにも一つあったと。

　暁月が倒たおした魔ま王おうガリウス。そんな死にゆく魔王が、暁月に告げた最後の願い。

　──貴様に娘むすめを託たくしたい。

　だから暁月は、魔王の忘れ形見である彼女を連れて、この世界へと帰ってきた。

　今はもういない自分の妹と、奇くしくも近い名を持つ少女を。

　彼女もまたリスティと同様に、暁月によって深い悲しみを心に刻まれた存在だ。

　リスティが暁月のせいで、恋こい人びとのレオンを失ったとするなら。

　彼女──ミュウは、暁月によって父親であるガリウスを失ったのだから。

「……ああ、解ってるよ」

　自分が許される事は決してないと。だが、それでも暁月は彼女を守ってやりたいと思う。

　たとえこの先、どんな事があろうとも。

　もう二度も大切な人を亡くしているのだ。三度目を許すつもりはない。

　窓の向こう、カーテンが閉められた隣の部屋。

　その中で眠ねむっているであろう少女を想いながら、暁月はそっと眼めを伏ふせた。

　思う。彼女もまた、自分と同じ様にアレイザードの夢を見ているのだろうか。

　もしそうなら、せめて幸せだった日々の物であれば良い──そう思い、しかし暁月は首を振った。

　また自分は、都合の良い事を考えてしまっている。

　もしも彼女が悪夢にうなされていたとしたら、それは間違いなく自分の責任だ。

　だが、そうなる事も全てひっくるめて、それでも暁月は魔王を倒し、そして彼女を連れ帰って来たのだ。彼女の悲しみも、憎にくしみも、全てを背負う覚かく悟ごはとうにできている。

　……早くこの世界に、きちんと居場所を作ってやらないとな。

　異世界にたった一人で居いる事の孤こ独どく──その辛つらさを暁月は理解する事ができる。

　かつて自分も、アレイザードで同じ苦しみを味わった事があったから。

　だが心配はいらない。そのアテはもうあるのだ。

　だから自分は一刻も早く、あの二人を止めなくては──



　そして、暁月はゆっくりと室内へと戻っていった。

　その背中の向こう側──窓の外では静かに風が吹ふいている。

　柔らかくて穏おだやかな、春の夜の風が。

　まるで嵐あらしの前の静けさの様に。



    

  
    
      それでもお前の涙なみだを見たくないと思う。　　　　　

たとえそれが、身勝手な俺のワガママだとしても。



    

  
    
      第１章《穏やかな日常の非常口》
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　耳元で鳥の鳴き声がしている。

　ピピピピと、こちらの耳に届くその囀さえずりは、しかしどこか無機質だ。

「…………ん」

　凰おう沢さわ美み兎うは、まどろむ意識の中で理解する。自分の耳元に鳥などいない。そこにあるのは、こちらの意識の覚かく醒せいを促うながす目覚まし時計だ。アラームの解除ボタンを押すと、寝しん室しつに静せい寂じやくが降りる。美兎はゆっくりと身体を起こすと、ベッドの上で「ん～」と伸のびを一つした。カーテンの隙すき間まから差し込む陽ひの光。その眩まぶしさと暖かさを、眼を細めて見つめる。

　朝だ。

　ベッドから降り、カーテンを開ける。すると眼の前に広がるのは、見慣れた異世界の風景。

　そう。凰沢美兎にとって、この世界は異世界である。美兎が生まれ育ったのは、アレイザードという名の世界。そこでは美兎は、魔王の娘として生きていた。

　ミュウ。それが本当の美兎の名前だ。そんなミュウが、こうしてアレイザードとは別の世界で、凰沢美兎として暮らしているのには訳がある。それは魔王だった父ガリウスが、とある勇者によって倒されたからだ。だからミュウは、父親が残していた言葉に従った。

『もし自分を倒す者が現れたら、許されるならお前はその者と生きろ』という遺志に。

　魔族が穏やかに暮らせる世界を作る。そのためガリウスは、魔王として多くの人間を倒さなくてはならなかった。それは魔族が、アレイザードの人間にとって、より強大な種と恐れられ、平和の障害と見なされていたからだ。そのため魔族と人は衝しよ突うとつ。アレイザードでは、そうして人と魔族はずっと昔から、争いを繰り広げてきたのだ。

　ガリウスは強かった。その圧あつ倒とう的てきな力で、劣れつ勢せいだった魔族の軍を立て直し、互ご角かく以上に人間達と渡わたり合あって。だからこそ多くの人間が彼かれを恐れ、そして憎んだ。

　そしてその事は、ガリウスが一番良く知っていた。だから覚悟していたのだ。

　いつか訪おとずれるであろう、自分の死を。そのため、もし自分が倒されても、お前はその人間を恨うらむなと、ミュウはガリウスから言われていた。お前が恨めば、また憎しみの連れん鎖さが繋がり、争いが起こってしまうから。魔王は──自分で最後だと。

　そして、そんな父ガリウスを倒したのが、『はぐれ勇者』と呼ばれた凰沢暁あか月つきだった。



　ミュウは今でも思う。よく暁月は、自分をこの世界に連れて来る気になったものだと。

　勇者である彼と、魔王である父。両者の間にあるのは、絶対的ともいえる敵対関係だ。

　しかし暁月は、自身の仲間や他ほかの人間達の眼を盗ぬすんで、ミュウをこの世界へと連れてきてくれた。敵──それもその総大将である魔王との約束など、守る義理はないだろうに。

　しかし。それでも暁月は、ミュウの唯ゆい一いつの肉親である父を殺した相手なのである。

　父の遺ゆい言ごんがあるとはいえ、彼はれっきとした憎むべき仇かたき。その事実は変わらない。

　だからこの世界に来てすぐの頃ころは、彼に対して暗い殺意を抱いだいた事もあった。

　それでも、彼と共に過ごしていく中で、少しずつ見えてきたものがある。

　今のミュウはもう、一部の人間から『はぐれ勇者』と揶や揄ゆされていた暁月が、そんな悪い人間ではないという事を知っている。出で遭あってまだ一ヶ月。確かに彼は時に強ごう引いんで、時に噂うわさで聞いていた通りにスケベな所があっても。それでも、その人となりは解るものだ。

　何な故ぜなら──彼は眼を背そむけなかった。自身がガリウスを殺した事実から。何よりも、ミュウが抱かかえる暁月への憎しみから。そして彼は、ミュウを泣かせてくれたのだ。

　ミュウ自身ですら眼を背けていた、ミュウの悲しみや苦しみに対して、素直に感情を受け入れさせてくれた。だから──彼の勇者としての立場を認めても良いとは思えるようになって。そして今では、ミュウはこう思う事にしている。父と暁月は、たまたま魔王と勇者という立場だっただけで。それぞれの願いや理想が、どうしてもぶつかってしまったから──だから二人は、互たがいに譲ゆずれぬモノのために、己おのれの命を懸けたのだと。

　しかし、だからといって別に暁月の事を許した訳ではない。

　ガリウスからは、もし自分を倒した者が、共に生きる相手として相応ふさわしくないと思ったら、殺しても構わないとも言われている。今は暁月が、共に生きる相手として相応しいかどうかを、見み極きわめている最中だ。凰沢暁月の妹──凰沢美兎として。

　同じ時を過ごしながら。
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　壁かべに掛かかっていた制服を手に取ると、美兎は寝室の扉とびらを開けた。

　ひんやりと冷えた木目の床ゆかを歩き、

「フンフン、フフーン、フフン」

　鼻歌と共に階段を下りてゆく。静せい謐ひつな空間と透すき通とおった空気。そんな朝の時間が、凰沢美兎はとても好きだった。だが、それだけならアレイザードと同じでしかない。

　この世界とアレイザードの異なる点。それは、

　……精せい霊れいの働きがなくても、気軽にシャワーを浴びられるし、お風ふ呂ろにだって入れるもんね。

　一階に下りると、左手にはキッチンとリビングがある。そこを逆へ向かうと、その先にあるのが浴室へと繋がっている洗面所だ。美兎はその扉に向かってノックを一つ。

　そして、そっと開けると中の様子を伺うかがった。

「…………いない、よね」

　嘆たん息そく一つ。美兎は洗面所の中へと足を踏ふみ入いれ、後ろ手に扉の鍵かぎを掛けた。

　……この間は、この鍵を閉めないで危ない目に遭あったもんね……。

　先日の夜。うっかり扉の鍵を閉め忘れて風呂に入ろうとした所、後から暁月が入って来てしまった。まだ服を脱ぬぎ掛けだったから良かったものの、もう少しタイミングが悪かったらと思うとゾッとする。だが今はまだ六時前。さすがに暁月はまだ眠っている時間だろう。

　それに、もしこの後暁月が起きて来たとしても、こうして鍵を掛けておけば大だい丈じよ夫うぶだ。

　制服を洗面所の壁に掛けると、美兎はパジャマのボタンに手を伸ばして、

　プツンっ

「あっ──」

　胸の前を外そうと触ふれたボタンが、勢い良く前へと弾はじけ飛とんだ。

　しまったと思った時にはもう遅おそい。白いボタンは放物線を描えがいて洗面台へと落下。

　そのまま排はい水すい溝こうへと転がり落ちた。それはあっという間の出来事で、

「……どうしよう、最後のボタンだったのに」

　美兎はガックリと肩かたを落とす。美兎が今着ているパジャマは、自分の物ではない。

　それは本当の暁月の妹──行方ゆくえ不明になっている本物の凰沢美兎が着ていた物だ。

　美兎は現在、そんな行方不明になっている暁月の妹として暮らしていた。

　その立場に不満はない。だが、彼かの女じよと自分とではちょっと体型が違うみたいで。

　全体的に衣服は小さく──特に胸がキツかった。そのため、よく胸の辺りのボタンを飛ばしたり、時には割ったりもしてしまって。ついには家にあった代用できるようなボタンを、全すべて使い果たしていた。そしてこのパジャマの上着に、ボタンはもう残っていない。

　胸の辺りを閉じるボタンが飛ぶ度に、上や下の他のボタンを付け直して代用して何とかやりくりしていたのだが、それももう限界に来ていて。

　そして先刻のボタンが、本当に最後の一個だったのだ。

「これからどうしよう……」

　悩なやましい声を出しながら、美兎は小さなパジャマを脱ごうと、くねらすように肩から外に出して、袖そでからそっと腕うでを抜ぬいてゆく。そしてパジャマのズボンを脱いで、ショーツから足を抜くと一糸纏まとわぬ姿になった。

　すると洗面台の鏡に裸はだかが映し出されて、美兎は何ともなしに身体を浅く抱いた。

　見る。

「……また大きくなってる気がするけど、気のせい……じゃないよね」

　少年の様な口調で呟つぶやくと、両りよ腕ううでで抱いた胸が、まるで頷いたかの様にふるんと揺ゆれた。

　美兎は嘆息する。そろそろ、暁月に頼たのんで私服を何とかして貰もらわなくてはならない。

　パジャマや私服の上着もキツいのだが、深刻なのは下着の方。

　ブラジャーだ。明らかにサイズが合っておらず、付けようとするとキツいを通り越こして痛い。それでも無理して付けていたら、先日残り二つしかない内の一つのホックがイカれた。

　……週末の休みに、彼に頼んで商業地区へ連れて行ってもらおうかな……。

　今までも食材の買い出しなどで、一いつ緒しよに買い物へ出かけた事は何度かあった。

　だが、これまでは居いそ候うろうしている身分のため、遠えん慮りよして暁月に言い出せなかったのだ。

　しかし、こうなっては流石さすがにもう限界だろう。

　……本当は、下着選びに付き合って貰うなんて恥ずかしいけど……。

　だが、一人で行く訳にもいかない。美兎の正体は異世界アレイザードの住人なのだ。

　それはこの世界では、決して明かしてはならない秘密。

　異世界に行っていたショックで、こちらの世界での記き憶おくを忘れた──そう周囲に説明しているが、とはいえそれでも何かあれば目立つ事は避さけられない。こちらの世界の事はまだ良く解わからない美兎としては、人の多い所へ出かける時は、何かあってもフォローできる暁月に傍そばに居て貰いたい。流石に下着の店までは知らないだろうが、その辺りはクラスメイトの千ち影かげか葛くず葉はに聞けば教えて貰えるだろう。

　そして美兎は浴室の中へ。

　カランを回して、シャワーからお湯を出した所で思いつく。

　妙みよ案うあん。

「あ……そっか、どうせなら二人にも付き合って貰えば良いのかも」

　それならば暁月と二人きりじゃなくて済む。

「……なんだ、どこか行くのか？」

「──あれ、ボク声に出してた？」

「ああ、二人に付き合って貰うとか何とか。何だ、五泉いずみや委員長と出かけるのか？」

「うん、ちょっと下着を買いに行きたいなって……」

　言って、

「え……何で上から声が──」

　キョトンとして美兎は浴室の天てん井じようを見上げる。

　すると浴室の上方──その壁へき面めんに垂直に立っている状態で。

　全ぜん裸らがいた。



　漆しつ黒こくの髪かみと瞳ひとみ。鍛きたえ上げられた筋肉の鎧よろいを纏まとった肉体。

　絶対の自信に裏打ちされた、余よ裕ゆうを感じさせるそのオーラ。

「……………………」

　自分が裸で、それを見られた事よりも。相手が全裸である事に、美兎の思考が完全にマヒした。

　完全な不意打ち。美兎は今、自分が置かれている状じよう況きようが理解できない。

　それでも敢あえて、眼にした事象をそのまま説明すると──全裸の暁月が、風呂の天井付近の壁に、垂直に立っている。思わず呆ほうけた様に見ていると、

「──ああ、これか？　こいつは錬環勁氣功の鍛たん錬れんの一つでな。足の裏に氣を巡めぐらせる事で、壁面に対して水平に立った状態を維い持じする修しゆ行ぎようだ」

　聞いてもいないのに全裸が説明する。

「足の握あく力りよくを使うと反則取られて、よく師しし匠ように蹴けり落おとされたな──崖がけの上から」

　と、そこまで言われた所で、ようやく美兎は自分が置かれた状況を把は握あくした。

　ひあっ、と短い悲鳴が出る。とっさに腕で身体を隠かくそうと身を強こわ張ばらせると、バランスを崩くずした。シャワーで濡ぬれた浴室の床を、思いっきり滑すべって。

　刹せつ那なに浮ういた宙空。

　未いまだパニック状態の思考の片かた隅すみで、後頭部直ちよ撃くげきの転てん倒とうコースである事に気が付く。

　……嘘うそっ……！

　美兎は反射的にギュッと眼を瞑つぶった──と、ほぼ同時のタイミングで、

「──おっと」

　事も無げに。暁月が美兎を抱き留とめていた。

「え……？」

　頭部への衝しよ撃うげきを覚悟していた美兎は、恐おそる恐る目を開く。

　すると、眼の前に暁月の顔があって、

「気を付けろよ。風呂ではしゃぐと危ないぜ」

　そっと床へと降ろされた。

「う、うん……」



    

  
    
      　美兎は身体を隠す様に後ろを向いた。まだどこか信じられない様に、首から上だけで振ふり返かえり、暁月を見る。壁面に垂直立ちという不安定な状態から、あの一いつ瞬しゆんで転びかけた自分を抱き留めるなんて。恐るべき瞬しゆん発ぱつ力りよくと、そして体幹のバランスだ。

　暁月の驚きよ異うい的てきな身体能力──その一いつ端たんを垣かい間ま見みた気がした。

　そんな美兎の視線に気が付く事なく、暁月はフムと顎あごに手をやって、

「そうだな……よし、週末は買い物に行くとするか。下着だけじゃなくて、他にも色々買いに行こうぜ。お前がこっちの世界できちんと暮らして行ける様に」

「え……良いの？　本当に……？」

　驚おどろいた様に聞き返すと、暁月は「ああ」と笑いながら、

「またパジャマのボタンを駄だ目めにしちまったみたいだしな」

　…………ちょっと待て。

　美兎の眼がスッと細くなった。確かにそれは事実だが、

「何で、ボクがパジャマのボタンを駄目にしたのを知ってるのさ？」

「そりゃ『最後のボタンだったのに』なんて呟くのが聞こえてきたら、解るだろフツー」

「ああ……そっか。うん、そうだよね──」

　美兎はうんうんと頷うなずくと、シャワーのホースを両手で掴つかんだ。

　そして暁月の笑え顔がおめがけて、思いっきりヘッドノズルを振り回まわす。

「──気付いてたんならっ、ボクが入ってくる前に声を掛けてよ、馬ば鹿かぁぁっ！」
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　静かに重なり合う金属音がある。

　それは皿の上でフォークとナイフが奏かなでる、朝の食しよ卓くたくの旋せん律りつだ。

　暁月と二人暮らしをしている現在、食事を作るのは美兎の担当である。当初こそ、アレイザードより遥はるかに進んだ科学力を誇ほこる、この世界のキッチンには戸と惑まどった。しかし、慣れというのは恐ろしい物で。今では美兎は、当たり前の様にそれらを使いこなしていた。

　今朝は、近所のパン屋で買った全粒粉の食パンを、フレンチトーストにした。その上にメイプルシロップを垂らして、シナモンを振って。付け合わせのハムエッグには、香かおり付けに減塩バターを一ひと欠片かけら落とし、表はふわっと裏はカリっと焼き上げた。ポテトサラダにはトマトとレタス、キュウリを添そえて。オリーブオイルに、バジルソルトとレモンで味を調ととのえたドレッシングを掛けてみた。

　どれも一手間、一ひと工く夫ふうしたメニュー。自分でも、美お味いしくできたと美兎は思う。

　しかし、会話を許さぬ重い空気が、食卓を押おし包つつんでいた。その原因は勿もち論ろん、先さき程ほどの浴室での一件だ。そのためこの日の朝食は、最初から最後まで無言で終しゆう了りよう。

「…………ごちそうさま」

　素っ気なく呟いて、エプロン姿の美兎は、重ねた食器を手に席を立った。

　と、そこへ暁月が、

「……えっと、コーヒーのお代わりが欲ほしいんだけど」

「………………………………」

　正面に座すわる暁月から、少し気まずそうに差し出されたカップ。美兎はそれを一いち瞥べつすると、しかしコーヒーは注がず、無言でポットを暁月の方へと押した。そして、視線を合わせずに台所へ向かうと、背後で暁月の苦くし笑ようにも似た嘆息が聞こえてくる。

　……溜ため息いきなんて、こっちが吐つきたいよ。

　除じよ菌きんができるジョニーでスポンジを泡あわ立だてながら、美兎は心の中で一人ごちる。

　暁月に悪気がないのは解っている。だが、もう少しあの奔ほん放ぽうさは何とかならないものか。

　美兎は食器を洗う手を止めた。蛇じや口ぐちから出る水が、吸い込まれる様にシンクに落ちる。

　些さ細さいな日常の出来事でケンカをしたり、休日には一緒に買い物に行く約束をしたり。

　こんなに自然に接せられたら──時折解らなくなってしまう。暁月は異なる世界の住人で、何より父の仇なのに。これではまるで、自分と彼は本物の家族みたいで。

　……本当の兄きよ妹うだいって、こんな風なのかな？

　自分には想像する事しかできない、その関係を美兎はぼんやりと思う。

　憎むべき相手なのに、二人の距きよ離り感が少しずつ曖あい昧まいになって来ている。

　それは果たして、良い事なのだろうかと。



　シャワーを浴びた後に制服へ着き替がえているため、食器を洗えば美兎の登校準備は完了だ。

　……えっと、どうしようかな。

　自分と暁月はまだケンカ中だ。少なくとも自分はそう思っている。ならば、声を掛けずにそのまま家を出るべきか。それとも「先に行く」位は言うべきだろうか。

　そんな事を悩みながら、美兎はリビングへ戻もどろうとした──その時だった。

「──────っ？」

　死んだと思った。大げさな表現ではなく、殺されるでもなく、死んだ──そう覚悟した。

　それ程ほどの殺気だった。先程までとは比ひ較かくにならない位に張はり詰つめ、硬こう質しつ化かした空気。

　美兎は思わず言葉を失い、立ちすくむ。

「……は……っ」

　微み塵じんも身動きできない。辛かろうじて呼吸するのが精せい一いつ杯ぱいで。押し潰つぶされそうな意思の圧力。その原因は明らかだ。美兎はゆっくりと、暁月へと視線を向けた。広くて力強い背中。以前、暴走したコカトリスから自分を守ってくれたその背は、かつて自分に安心を与あたえてくれた。しかし今、暁月の背中が語るのは、明確すぎる程の怒いかり。

　いつもの暁月からは、想像もできない様な負の感情だ。

　美兎は見る。こちらに背中を向けた暁月──そんな彼の視線の先にある物を。

　それは朝のニュースを告げるテレビだった。映し出されているのは、この世界の空を飛ぶ、鋼鉄の身体を持つ巨鳥達の宿り木。関東国際空港だ。

『先日のＪＰＮバベルでのテロ未み遂すい事件を受けて、開かい催さいが延期されていた旧皇居でのＧ７──新国連サミットの開催が来週に迫せまり、各国首脳とコクーンメンバーが日本入りを始めています。これはＧ７が集つどうサミットに先さき駆がけて、特定国との極ごく秘ひ会談を望む各国の思おも惑わくがあるためで、経済や環かん境きようから、対テロ作戦などの協同軍事作戦に至るまで、あらゆる分野について水面下での折せつ衝しようが行われるものと思われます。そんな中、他の国に先駆けて日本を訪れたのは──』

　原げん稿こうを読むアナウンサーの声は、果たして届いているのだろうか。暁月はただ、黙だまってテレビを見つめていた。そんな暁月の背中を、美兎もまた、ただ黙って見つめる事しかできなくて。その場に立たち尽つくしたまま、一歩も近寄る事ができない。

　だから痛い程に思う。

　結局自分はまだ、彼の事を何も知らないのだと。



　そのため、この時の美兎は気付けなかった。

　暁月の眼を奪うばっていた原因──テレビに映っていた存在に。

　イギリスの大統領機のタラップを降りる、金色の瞳の青年に。
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　降り注ぐ柔やわらかな陽光と、そよぐ爽さわやかな風を、身体いっぱいに感じられる場所がある。

　テラスとして解放されている、ＪＰＮバベル飲食棟とうの空中庭園だ。

　昼休みともなれば、多くの生徒と職員スタッフが足を運ぶこの場所は、晴れた日に昼食を取ろうとする者の楽園だ。特に端はしの方の席──バベルの敷しき地ちはおろか、特別自治区までをも眼下に収められるテーブルは、正に最高のロケーション。そのため、早い者勝ちでは人が殺さつ到とうして混乱が生じてしまうため、完全抽ちゆ選うせん制になっている。

　そんな特等席からの光景に、凰沢美兎は眼を奪われていた。こんな優ゆう雅がに景色を眺ながめながら、食事を取ることができるなんて。まるで自分が天上人にでもなったみたいだ。

「そんなに喜んで貰えると、苦労した甲か斐いがあったかな」

　驚きが表情に出てしまっていたのだろう。こちらを見ていた千影が、穏おだやかな声でそう言って眼を細めた。しかし、すぐにジト眼になって隣となりに座る小さな少女に視線を移して、

「こっちはまあ、ビックリする位に反応が薄うすいからね……」

「感謝してるわよ、これでも」

　と、手作りのお弁当に箸はしを伸ばしながら、葛葉が告げる。いつもの淡たん々たんとした口調で、

「南側の角なんて、一番の高倍率席じゃない……一体、どうやって手に入れたわけ？」

　抽選の倍率がどれだけ高いのかを知っているのだろう。

　どこか疑わしげな葛葉に、千影は肩を竦すくめて、

「心外だね。確かに譲って貰った権利だけど、それもあたしの人徳だよ」

「どうだか。どうせ怪あやしい人脈でしょ」

　と、葛葉。それでも、穏やかな表情で視界に移る景色を眺めながら、

「──まあ、晴れの日は私も初めてだったから、良い経験になったわ。『一年に一度取れたら奇き跡せき』って言われてる位の席だもの」

「そうなんだ……」

　今いま更さらながらに、美兎は自分が凄すごい席に座っている事を理解する。しかし、ふと首を傾かしげ、

「……あれ？　でも晴れの日は初めてって事は、ひょっとして前にも？」

「ええ。もっとも、私は雨の日だったけれど」

「でも、それだと濡れちゃうんじゃ……」

「雨が降ると、透とう明めいな天球状のドームが展開するんだ」

　千影は上を指差しながら、

「雨の日に見る景色も、また違ちがう風ふ情ぜいと趣おもむきがあって良い物だよ。すぐには無理だけど、また機会があったらみんなで来よう。その時は、今度こそ暁月も一緒に」

　そう。いつもなら暁月も一緒に昼食を食べているのに。今日に限ってこの場にいない。

　葛葉と千影が、美兎に問とい掛けてくる。

「今日の彼、どうしたの？」

「気のせいか、今日の暁月はちょっとピリピリしてたよね」

「うん……昼休みになったら、一人でどこかに行っちゃったみたい」

　午前の授業の間も、暁月はどこか上の空で。そして昼のチャイムが鳴ると同時に、そのままふらりと姿を消したのだ。その理由は、何となく察しがついている。

　……今朝の、テレビを見た時からだよね。

　だから美兎は二人に問い掛ける。遠慮がちに、

「ねえ……コクーンって何なのか、聞いても良いかな」

「ん？　どうしたんだい急に？」

「うん、ちょっと……今朝のニュースでやってたから気になって」

　首を傾げる千影に、美兎は「あはは」と小さく笑って誤ご魔ま化かす。

　すると、千影は思い出したように、

「そっか……そういえば美兎は、異世界に召しよ喚うかんされた時のショックで、こっちの世界の事については、ほとんど覚えていないんだっけ」

「コクーンは、簡単に言えば──こうなった今の世界の『管理者』よ」

　十代の少年少女が、異世界へ召喚される──それが珍めずらしくなくなったのがこの世界だ。

　異世界への召しよう喚かん自体が始まったのは、今からおよそ三十年前。異世界は一つではなく、暁月が召喚され、美兎が暮らしていたアレイザードも、あくまで異世界の一つにしか過ぎない。その数は、現在までに十を超こえる異世界が確かく認にんされている。

　異世界から戻る時は、それぞれの世界にある《異界の門》を通る事で帰き還かんできる。

　ただし、これには五年以内というタイムリミットが課せられていた。

　この理由はまだ解明されていないが、五年以上経たつと《異界の門》がその人間を、もう異世界の存在と判断してしまうからではないか──と推察されている。

　そうした異世界へ召喚された少年少女は、この世界に帰還してもなお、向こうの世界で得た魔ま法ほう等の特とく殊しゆ能力を使う事ができた。それは一いつ般ぱん的てきな人間の規格を大きく上回る力。

　そのため新国連──Ｇ７。日本、アメリカ、ロシア、中国、インド、オセアニア連れん邦ぽう、ＥＵ連合によって、数年前に帰き還かん者しやの管理と保護を目的とした、とある機関が設立された。

　それが、美兎や暁月らが通っている、この「バベル《ＢＡＢＥＬ》機関」である。

　異世界に行った者は例外なく、ここバベルへ通わなくてはならない。

「──そしてコクーンというのは、新国連の議長、事務総長、さらにはＧ７各国のバベルの最高責任者達たちを指すの。彼らはかつて、異世界で特に強大な力を得たメンバーで構成されているわ」

　Children Of Cross Over Other Nation。通つう称しよう「コクーン《ＣＯＣＯＯＮ》」と呼ばれる彼らは、その一人一人が、国家が保有する軍事力を凌りよ駕うがする程の、強大な力の持ち主ばかりだ。彼らはバベルのトップとして、世界平和の確立という理想を謳うたい、異世界帰りの子供達の管理と教育を行っている。向こうの世界で得た特殊能力を悪用したり、利用されたりしないように。そして、もし戦争や地域紛ふん争そうが発生したならば、バベル自身が介かい入にゆうし、異世界帰りの子供達を戦場へと送るために──

「で、ボクらの通っているこのＪＰＮバベルを担当しているのが、生徒会長の氷ひ神かみ京きよ也うやさん……なんだよね」

　ただ、本来各国バベルを統とう括かつするコクーンは、生徒会長ではなく学長や理事長に近い立場の存在である。京也のように、生徒会長を兼けん任にんしている者は他にはいないのだという。

　美兎は脳のう裏りに思おもい浮かべる。入学検査の時に、一度だけ会った事がある青年。冷たい双そう眸ぼうの生徒会長を。彼がこの世界で最強の一角──だが、その事実を聞いても驚きはしない。一瞬で、あれ程の大きさと強度を持った氷柱を生み出したのだ。魔法だけに限って言うなら、自分はもちろん、父ガリウスよりも上かもしれない。

　そして美兎は思い出す。

　かつて、暁月が父を倒たおした後、こちらの世界に自分を連れてくる前に言っていた言葉。

　──自分はどうしても元の世界に戻らなくてはならない。

「やらなくてはいけない事があるから……」

　口の中で小さく呟く。

　テレビを見ていた時の、あの尋じん常じようならざる気配。暁月が言っていた『やらなくてはならない事』と、十中八九関係がある筈はずだ。だが、そこに一体どんな関係があるというのだろう。この世界の頂点──最強と呼ばれる者達に対して、あそこまで暗い感情を持つ事になったきっかけは……。

　或あるいは、行方不明になっている妹と何か関係があるのだろうか。

「……お兄さんの事が気になるのね」

「──え？」

　美兎は驚き、葛葉を見る。全く違う話題だったのに、どうして解ったのだろうと。

　すると葛葉は、どこか遠くを見つめるように、

「前に、氷神会長がコクーンだと教えたら、彼……普ふ通つうじゃなかったから」

「コクーンに対して、何か思う所があるって事か……」

　千影は呟く。

「暁月ってさ……あんなに明あけ透けで、言いたい事は何でも言って、やりたい放題に見えるけど、でもどこか内に秘ひめた部分を持ってるよね。勿論、誰だれだって他人には言えない秘密位はあるけれど。でも彼のそれは他人よりも深くて、もっと重い気がする」

　その言葉に、自然と三人の間に沈ちん黙もくが流れた。それは、美兎達たちの誰もが感じていた事だったからだ。次の言葉が見つからない事しばし。ふと、

「──まあ、美兎が暁月の事を気にするのは、解る気がするけどね」

「えっ……どういう事？」

　キョトンとするこちらに、千影は笑えみを含ふくんだ声で、

「だって美兎、こっちの世界での記憶はほとんどないって言うじゃないか。暁月の事だって、何も覚えてないんだろう？　それなのに、兄妹だって言われて一つ屋根の下で過ごしてるんだ。意識するなという方が無理だよ」

「えっと、それは……」

　美兎は思わず口ごもる。アレイザードで暮らしていた美兎は、こちらの世界の事は勉強中で、まだほとんど解らない。そのため暁月が考えた妙案が『記き憶おく喪そう失しつ』だ。異世界に行ったショックで、この世界に居た頃の記憶はほとんど覚えていない事にしているのだ。

　しかし、そんなこちらの事情を知らない千影は、悪いた戯ずらっぽく笑い、

「知ってるかい？　異世界に行った人の中には、遺伝子の塩基配列が変わり、血けつ縁えん関係ではなくなったりするケースもあるんだよ。だからそうした人達に限っては、特例として兄妹同士でも結けつ婚こんする事も可能なんだ。それこそ特殊能力を持つ者同士が結婚すれば、より強い才能のある子供が生まれる事に繋つながるからね」

　隣で聞いていた葛葉が、呆あきれた様に、

「それはあくまで特例中の特例で、しかも本人達が望めば……でしょ」

「ちょ、ちょっと待ってよ……」

　どうしたものかと美兎は思案。暁月は兄だと覚えているから、意識などしていないと言えれば良いのだが。かつての記憶がないのなら、千影の言うように意識するのが普通。

　……下手な言い訳とかしたら、ボロが出ちゃうかもしれないし。

　ならば、自然な風を装よそおって言うのが一番だと美兎は判断。

「あのね……それはボクらは一緒に住んでるけど、でも兄妹なんだから、別に何も──」

　言いかけた言葉が止まる。何もない訳がない。暁月は美兎の父親を殺した仇かたきなのだ。

　でも、父親が死んでから一度も泣けていなかった自分に、暁月は存在しない『素す直なおになれるツボ』を押してくれて。自分が泣なき疲つかれて眠ねむるまで、ずっと抱きしめてくれた。

　それは美兎にとって初めての経験で。その事実を思い出し、

「意識……なんか……」

　最後の方はもう、消え入りそうな声になる。

　……こんなの……千影さんのせいだよ……。

　今までは、意識などしていなかったのに。改めて考えてしまったのがいけなかったのだろうか。

　これではもう、意識するなという方が無理だ。美兎はコホンと咳せき払ばらいをして、

「と、とにかく。ボクらは別に、何も──…」

　そこで美兎の脳裏に、今朝のお風呂での出来事や、ある夜に暁月の寝しん室しつで寝ねぼけた彼にされた記憶が甦よみがえ　った。その時の感覚を思い出し──美兎の頬ほおが一気に熱を持つ。

　……ダメだよ赤くなったら……二人に何かあったって誤解されちゃう……っ。

　美兎はギュッと眼めを瞑る。正確に言えば誤解でも何でもないのだが、とにかくその事実を知られるのは避けなければ。

「あ、あのね……」

　縮こまったまま、美兎がチラと千影と葛葉を見ると、

「………………」

「………………」

　一体何を想像したのだろう。こちらを見る二人の顔まで、赤くなっていた。

　うわっ、と美兎は顔を引ひき攣つらせる。

「と、とにかく何にもないよ。それに、あの人には確か好きな人がいる筈だし──」

　シェルフィードのリスティ王女の事は、美兎も少しは知っていた。

「そ……そうなのかい？」

　何とか金かな縛しばりが解けてくれた千影に、美兎はウンウンと頷いて、

「──だからね、あの人は別にボクの事は何とも思ってないんだよ」

　そして、美兎は強引に話題を変えた。週末に商業地区へ付き合って欲しいと、千影と葛葉に頼んだのだ。対する二人はこれを快かい諾だく。程なくしてその場の話題は、完全に別の物になった。だからようやく、美兎はホッと胸を撫なで下おろす。だってそうだろう。

　自分と彼は、本当に何でもないのだから。

　……あれ……？

　しかし美兎は、ふと微かすかな戸惑いを得た。

　何だろう一体。気のせいだろうか……今一瞬少しだけ。

「やだな……」

　眉まゆ尻じりを下げて美兎は呟いた。



　ほんの少しだけ……小さく胸が痛んだ気がした。
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　ＪＰＮバベルの本校舎には、幾いくつかの階層毎ごとに、横方向へと外側に突つき出でた構造の屋上がある。

　それは電気や水道から特殊結界まで、あらゆるライフラインを万まん遍べんなく、超ちよ高うこ層うそうの施し設せつ全体に巡らせる──そのためのシステムユニットを設置しているからだ。

　とはいえ、いずれの屋上も基本的には、関係者以外立ち入り禁止。

　そんな数ある屋上の上から二番目──第〇二屋上に凰沢暁月の姿はあった。本当ならば一番上が良かったのだが、その真下には生徒会室がある。もし忍しのび込んだ事がばれたら、面めん倒どうな事になりかねない。とはいえ、それでも第〇二屋上もかなりの高さで、空と雲が近くに感じられ、見下ろす地表は遥か下にある。

「……………………」

　転落防止の白い手すりに背中を預けながら、暁月は肩かた越ごしに背後に広がる景色の向こう側を見る。視線の先にあったのは、東とう京きよ湾うわんを隔へだてた向こう側にある日本本土だ。

　……居るんだな、あそこにアイツが……。

　暁月は、今朝テレビで見たニュースの映像を思い出す。見み間ま違ちがえる筈がない。よく知るあの顔を。金色の瞳を持つ、あの青年だけは絶対に……。

　何な故ぜなら彼かれは、凰沢暁月が追いかけている目標──その一人なのだから。

「朔さく夜や……」

　呟き、両腕を置いた手すりを強く握にぎりしめた時だった。

「──お？　何だよ、先客かよ」

　屋上の扉とびらを開けて、一人の青年が姿を現したのは。



　眠そうな顔をした青年だった。着ている制服が暁月と同じため、高等部の学生だろう。

　身長は暁月と同じか、少し高い位。短めの髪は、染めているのか金きん髪ぱつで、

「折せつ角かくのお気に入りの場所だってのに、もう他ほかの奴やつが来ちまったのかよ……」

　残念そうに呟き、表情と同じくどこか力の抜けた歩き方で、こちらへとやって来る。

　そして、

「んん？　何か見た事ある気がするな、お前……」

　五ｍほど離はなれた位置で青年は足を止め、顎に手をやり首を傾げた。

　対する暁月は、肩を竦めて苦笑。

「悪いけど、俺おれはお前の事は知らないぜ。まあ、同じＪＰＮバベルの高等部なんだ。どっかですれ違った可能性はあるかもしれないけどな」

　ＪＰＮバベルでは、実力別にクラス分けがなされている。少なくとも、今眼の前にいる青年は暁月と同じＢクラスには在ざい籍せきしていない。そして、それぞれのクラスは専用フロアに、直通のエレベーターで行き来するため、他のクラスとの交流はほとんどないのだ。

　無論、一部の移動教室や各闘とう技ぎじ場よう、そして飲食棟などは共用のため、ニアミスする可能性はゼロではないが。すると、青年はもどかしそうに後ろ頭を掻かきながら、

「いや、すれ違ったっつー感じじゃなくてよ。何かもっと別の……なあ？」

「『なあ？』って言われても、俺に解るかよ……お前の気のせいじゃねーのか？」

「いや、そんな筈は……うーん、あ──思い出した。さてはお前、凰沢暁月だろ？」

「ああ……そうだけど」

　本当にこちらの事を知っていたらしい。すると、青年は破顔して、

「──おお、そうかよ。お前が噂うわさの勇者様かよ」

　馴なれ馴れしく暁月の肩を叩たたいた。だから、

「──────」

　凰沢暁月は微かな驚きを得る。先程まであった筈の、五ｍの距離が一瞬で消えていた。

　油断していたつもりはない。だが、こうも簡単に至近距離への接近を許したのは久しぶりだった。

　しかし、青年は人ひと懐なつっこい笑みを浮かべて、

「校内新聞で読んだぜ、お前の活かつ躍やくは。なあ、握あく手しゆしてくれよ有名人」



    

  
    
      　そう言って、青年の右手が差し出だされた──拳の形で、暁月の顔面目掛けて。

　一瞬の出来事。激げき突とつによる衝しよ撃うげ音きおんが、屋上に響ひびき渡わたる。

　そして、

「──まあ、これも握手って言や、握手か」

　しかし平然と暁月は言った。左手で、青年の右の拳を受け止めながら。

　それは確かに、相手の手を握っている状態だ。すると、青年は嬉うれしそうに、

「流石さすが、反応良いじゃんかよ……でも」

　笑いながら、左足で暁月の足を払はらった。

「足元がお留守に──」

「──なってねえよ」

　足を払われたのはわざと。暁月は、空中で水平の体勢になったまま青年のわき腹に、左の蹴りを叩き込む。しかし、青年はそれを難なく右みぎ腕うでで防ぎ、

「おいおい、良いのかよ」

　空いた左の拳を、硬かたく握って振り上あげる。

「空中での蹴りは、防がれると反はん撃げきに合っちまうぜ？」

「俺以外はな」

　だが暁月は余裕の笑み。受け止められた反動を利用して、暁月はその身をさらに右方向へ回転。

　そのまま右の踵かかとを、青年の頭へと振り下ろす。

　対する青年は左の拳の軌き道どうを変へん更こう。これを迎げい撃げきして、

「────っ？」

　初めてその表情に焦あせりを滲にじませた。暁月の踵が、青年の拳を弾はじき飛とばしたからだ。

　そして暁月の踵は、そのまま青年の頭へ吸い込まれ──

「……っと！　っとと！」

　慌あわてて上体を後ろへ反そらし、青年は背後へ飛び退すさる。

　そして体勢を崩しながらも、辛うじて足から着地する寸前、

「──足元がお留守になってるぜ」

　暁月の右足が、青年の足を払った。たまらず青年はバランスを崩し、地面に転倒する。

「……っつ……ってて」

　痛みに顔を顰しかめた青年を見下ろし、暁月は笑う。

「おいおい、良いのかよ」

　先程の青年の言葉を、そっくりそのまま返して、

「ケンカ売った相手を前に、尻しり餅もちなんざついて……ボコボコにされちまうぜ？」

「いやいや、ちょっと待てよ……」

　すると青年は、軽く両手を上げて降参のポーズ。

「ただ握手をしようとしただけで、オレに悪気はないんだしよ」

「良く言うぜ……で、どうする？　まだ続けるのか、この『握手』？」

「そうだな……この辺で止めとくかよ。オレ痛いの嫌きらいだしな。じゃ、まあ改めてよろしくっつー事で」

　そう言って、青年は暁月に向かって差し出す。今度は、ちゃんと開かれた手を。

　暁月はフッと笑うと、躊ちゆ躇うちよなくその手を取って青年を立たせてやった。

　そして、ふと驚いた顔をしている青年に気が付き、

「ん？　どうかしたか？」

「変わってるな、お前……普通あの場面なら、何か仕し掛かけてくると思わないのかよ？」

「いや、思ったけどよ……」

　平然と、

「その時は、今度こそ潰しちまえば良いだけだろ？」

「──────」

　青年は一瞬キョトンとすると、すぐに声を上げて笑い出す。

「何だ……噂に聞く《真の勇者》がどれ程の物かと思ってたけど、想像以上だったかよ」

　しかし、ふと校内新聞の内容を思い出したように、

「──あれ？　でも確か、お前って剣けん使いじゃなかったか？　その割には、体術もかなり切れてるよな」

「そうか？　まあ剣だろうと何だろうと、武器を使う時に操あやつるのは、武器その物じゃなくて自分自身の身体だろ。武器を手放した位で戦えなくなってたら、お話にもならねえよ。特に、俺なんか魔法を使えないからな」

「おーお、そこまで言い切れるもんかね……えっと確か『円関係紀行』だったかよ？」

「何だその、円満家庭の旅行の思い出みたいなの。『錬環勁氣功』だ『錬環勁氣功』」

　そんな暁月の突っ込みを、しかし青年は聞いておらず、

「ふむ……、ひょっとして、あの反応と体捌きなら……行けるか？」

　考え込む事しばし、

「よし、放課後オレに付き合えよ凰沢。お前に紹しよ介うかいしたい奴がいるからよ」

「まあ、付き合うのは良いけどよ……」

「どうした？　何か問題でもあるか？」

「──いや、そもそも誰なんだよお前？」

　初歩的な質問。しかし、無理もないだろう。いきなり殴なぐり掛かかってきたため、名前すら聞けていなかったのだから。そんな暁月の質問に、「おお、そうだ」と青年は笑って。

　その名を告げる。

「高等部Ａクラスの万年落ちこぼれ、海かい堂どう元もと春はるだ──よろしく」



    

  
    
      第２章《放課後の退けない理由》
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　地面に映る影かげが変わりつつある。

　日中よりも色を淡あわくし、長く伸のびたその形状は、空に浮うかぶ太陽が傾かたむき始めた証明だ。

　世界が夕暮れに染まる兆候を、僅わずかながらに見せ始めた放課後。

　暁あか月つきは、海かい堂どう元もと春はるに連れられて、ＪＰＮバベルの研究所区画を訪おとずれていた。

「へえ……こんな風になってたのか」

「お？　こっちに来るのは初めてかよ？」

　物もの珍めずらしそうに呟つぶやく暁月に、先を歩く海堂が振り返った。暁月は「ああ」と頷いて、

「生あい憎にくと転校して来てからこっち、バタバタしててな。敷しき地ち内ないのどこに何があるかとか、あんまり知らねえんだ」

「ま、確かに俺らはクラスが違うだけで、ほとんど交流がなくなるしな。それこそ専門が異なっちまうと、いよいよ顔を合わせなくなるから、仕方ねえんだろうけどよ」

　超高層の本校舎から、さらに敷地内を先に進んだ最さい奥おう部ぶ──そこに研究所区画はある。

　それは機密の防衛を目的とするため。バベルが有する異世界に関する技術を、研究・管理するためだ。異世界に行った者が得るのは、何も魔法などの特殊能力に限られている訳ではない。この世界に存在しない異世界の技術・学問・宗教といった知識を修めて戻って来る者も僅かながら存在していた。その中でも、特に重宝されるのが技術畑の人間だ。

　彼らは異世界の技術と、この世界の技術とを掛け合わせ、科学だけでは決して到とう達たつできない新たなテクノロジーを生み出し続けている。そして、それが異世界からの帰還者という特殊能力者に加え、さらなる力をバベルへともたらしていた。その結果、この世界におけるバベルの地位は飛ひ躍やく的てきに上じよう昇しようし、今や絶対的な物へと押し上げられている。

　そして今、暁月と海堂が訪れているのも、そんな技術部の研究区画だった。

　区画内に連なる施設は、巨きよ大だいな研究所のような建物から、一いつ軒けん家やに近い工こう房ぼうタイプの物まで大小さまざま。恐おそらくは内容によって、それぞれ独立して研究が行われているのだろう。

　暁月はやれやれといった口調で、

「それにしても、あんな馬鹿でかい本校舎があるんだ。どうせ部屋だって余ってるんだろうし、わざわざこんな面倒な場所なんざ作らねえでも良かったろうに」

「まあ、研究者や技術者なんてのは、大たい抵ていは頑がん固こで偏へん屈くつな奴ばかりだからよ。下手に一箇か所しよに固めると、色々と衝しよ突うとつしちまうんだろ。それに、もし研究中に何か問題が生じても、被ひ害がいを分散できるしな……と、着いたぜ。ここだ」

　海堂がそう言って足を止めたのは、まるで昭和の古い自動車工場の様な工房だった。

　お世辞にも綺き麗れいとは言えない建物の奥おくからは、独特の機械音が漏もれ聞こえてくる。

「どうよ？　レトロで良い感じだろ？」

「雰ふん囲い気きありすぎだぜ……」

　どこか誇らしげに言う海堂に、暁月は頬をポリポリと掻いた。

「で？　俺に合わせたい奴ってのは？」

「ああ、ここの責任者だよ。多分、この時間は奥に居る筈だ」

　開いたままのシャッターを通とおり抜ぬけ、暁月は海堂の後を歩き工房の中へ。

「おーい、おやっさん居るかよ？」

　軽い口調で訊たずねる海堂に、

「あ、海堂さんどうもッス。おやっさんなら、先刻裏の方へ行ったッスよ」

　顔見知りなのだろう。作業着姿の青年は、工房の奥を親指で示した。

　片手を上げて短く礼を告げ、二人はさらに奥を目指す。

　工房の裏手──上げられたシャッターの向こうへと。



　そこは開かれた空間だった。大空の下に広がっていたのは、周囲を高い壁かべに覆おおわれたアスファルトの草原だ。眼の前の広大な光景に、暁月は驚おどろいたように、

「何だこりゃ……滑かつ走そう路ろ？　いや」

　気が付く。解放感に満ちたその場所は、よく見れば楕だ円えんの形をしており、カーブに差さし掛かった辺りから傾けい斜しやを伴ともなうバンク状になっていた。

「……ひょっとして、サーキットか？」

「当たりだ。といっても、レース用じゃなくて実験用だけどよ」

　頷うなずき、海堂は周囲を見回す。

「えっと……ああ、居た居た。おーい、おやっさん」

　探し相手が見つかったのか、歩き出す海堂。仕方なく暁月が後を付いて行くと、工房の庇ひさしの下で一人の男性が作業をしていた。アスファルトの上に敷しかれたレジャーシートに腰こしを下ろし、何か金属製のパーツらしき物を黙もく々もくと磨みがいている。

　無ぶし精よう髭ひげを生やした男性だった。おやっさんなどと呼ばれているが、恐らく歳としは三十代の半ばといった所。オイルで汚よごれた作業着と黒ずんだ手は、熟練の技術屋の勲くん章しようだろう。

　海堂は、そんな男性の傍かたわらに立って、

「探したぜ、おやっさん。今日は、おやっさんに紹介したい奴がいてよ。ちょっくら会ってやってくれるかよ？」

「……………………」

「……聞こえてないみたいだぜ」

　無言で作業を続ける男性に、暁月は肩かたを竦める。

　海堂は「あれー、おっかしいなぁ」と首を傾げて、

「この距きよ離りで聞こえないとか、それってどうよ？　あれか、やっぱ寄る年波には勝てんとかいう奴かよ？」

「…………聞こえている」

　むっつりと低い声で言う男性に、海堂は安心したように、

「何だよ、やっぱ聞こえてて黙ってたのかよ。あれか。おやっさんってばツンデレとか目覚めて、つれない素そ振ぶりで俺の気引こうとか、そんな気持ち悪い事考えてたのかよ」

「見れば解わかるだろう。俺は今、作業中だ。お前の相手などしてられるか」

　と、男性。ドスの利きいた声で、

「もう少しで作業は終わる。用が有るというなら、それまで待ってろ。もしこれ以上、職人の仕事を邪じや魔まするなら──叩き殺すぞ」

「おいおい聞いたかよ凰おう沢さわ。このオヤジ、涼すずしい顔して善良な青年日本代表の俺を殺すとか言ってるぜ？」

「ああ。短い付き合いだったな」

　暁月は海堂を相手にしないで、男性の前にドカッと腰を下した。

「……………………」

　男性が作業の手を止めてチラリとこちらを見てくる。暁月は、男性へ笑みを返し、

「黙って待ってるのもつまらねえし、見てて良いだろ？　アンタの邪魔はしねえからさ」

「…………好きにしろ」

　男性はむっつりと応こたえると、再び作業へと戻った。それを承しよ諾うだくと判断し、暁月は遠えん慮りよなく男性が作業する所を見つめる。

　凰沢暁月は、こういう男が嫌いじゃない。他人に厳しく、それ以上に自分に厳しく、何より自分の仕事に対して厳しい職人は。自分をここへ連れてきた海堂の意図はまだ解らないが、それを知るために少し待つのも悪くないだろう。

　そして三十分後。ようやく作業を終えた男性が、重い腰を上げた。

　暁月より一段高い視線と、二回り幅はば広ひろの体たい躯くは、長身というよりもむしろ巨きよ体たいだ。

「──で、何の用だ？」

「言っただろ。おやっさんに紹介したい奴がいるってよ」

　海堂は笑いながら、暁月の肩に手を置いて、

「こいつはアッキーだ。ちょっと今日の昼休みに知り合って、そのまま意気投合してよ」

「ちょっと待て。誰の事だそれ」

　思わず突っ込む暁月を、男性はジッと見下ろして、

「…………それで？　用はそれだけか？」

「まさか。おやっさん……ちょっと悪いんだけどよ」

　そう言って、海堂は挑ちよ戦うせ的んてきな瞳ひとみを向けた。

「あれ出してくれるかよ。アッキーが挑ちよ戦うせんするからよ」

　すると、男性の眼がスッと細められる。

「…………止めておけ。怪け我がをするだけだ、お前のようにな」

「試ためしてみないで解るかよ。それに、いつまでも寝かせていたって仕方ないだろ」

「…………………………」

「…………………………」

　互たがいに譲ゆずらぬ二人が、視線をぶつけ合う。だが、事情が解らない暁月は嘆たん息そくして、

「当事者置いて勝手に盛り上がるなよ……おい海堂、俺に何をさせたいって？」

「バイクだよ」

　と、振ふり返かえらずに海堂。

「この工房には、とある一台のマシンがあってよ。凄すさまじい出力を出せる化け物なんだが、どうにも乗り手を選んでな。今まで色んな奴が挑戦したんだが、誰だれ一ひと人り乗りこなせずにいるんだよ。アッキー、二輪の免めん許きよは？」

「まあ、持ってるけどよ……」

　応える暁月に、「決まりだな」と海堂。しかし、男性は首を振る。

「あれが人を拒きよ絶ぜつするのは、あれが唯ゆい一いつ認めた本来の主を待っているからだ。それ以外の人間が何人挑いどもうが、乗りこなす事はできない」

「ひょっとして……意思を持ってるのか、そのバイク？」

「ああ、そうだ……」

　こちらの問い掛けに、男性が頷きを返した。だから暁月は思う。

　面おも白しろいと。

「やらせてくれよ、おっさん。責任は自分で持つからさ」

　暁月のその言葉に、男性の視線がこちらに向けられた。

「……………………」

　無言の視線。ところが、ふと男性の瞳が何かに気付いたように僅かに見開かれる。

　そして。

「………………どうなっても知らんぞ」

　短くそう呟くと、ゆったりとした足取りで男性は工房の中へと入っていった。
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　程なくして戻もどってきた男性は『それ』を運んできた。

　だが『それ』は、バイクというには巨大すぎて。目まの当あたりにした暁月は、素直な驚きを得る。

　確かにこれは、海堂の言うように化け物だと。男性は静かな口調で、

「精せい霊れい駆く動どう式バイク『スレイプニル』。ボディとエンジンはオリハルコン。スペック上の最高出力は一六七七万ｐｓ、最高瞬しゆ間んかん時速は音速を超えるとされている」

「冗じよ談うだんみたいなスペックだな……本当に出るのかよ」

　暁月は苦くし笑ようにも似た笑みを浮かべて、

「ところで、そのオリハルコンってのは、あの精神感応石オリハルコンの事か？　あんなのは御おと伽ぎば話なしみたいなもんだろ？」

「お前の行っていた異世界が何ど処こだか知らんが、その世界だけの常識で考えるな。バベルは設立後数年で、異世界で得た『オリハルコンの精製技術』の実用化に成功している」

「大体アッキーや俺らが付けてるこのＡＤだって、オリハルコンの高純度の結けつし晶よう石が埋うめ込まれているんだぜ」

　海堂は、制服の袖そでを捲まくってＡＤ──Arms Deviceを見せながら、

「だからこそ、こいつは装備者の意識に反応して武器を具現化するんだろ」

「へえ、そんなカラクリだったのか……」

　暁月は自分の右腕に嵌はめられている、七連装のＡＤを見つめた。

　しかし、すぐにフッと笑い、

「まあ、いいさ。そんな能書きが聞きたかった訳じゃねえしな。さあ、始めようぜ」

「……………………」

　不敵に笑う暁月に、男性は無言でキーを放った。暁月はそれを片手で受け取ると、スレイプニルのシートへ腰を下す。そして、キーを鍵かぎ穴あなに差し込み、勢い良く右に回した。

「──────っ？」

　と同時。迸ほとばしる紫の雷の奔ほん流りゆうによって、暁月はスレイプニルから弾き飛ばされていた。

「くっ──とっ……とと」

　とっさに空中で身を捻ひねり、暁月は着地に成功する。しかし、電流をモロに浴びた身体に、鈍にぶい痛みの様な痺しびれが残っていた。男性はむっつりと、

「乗り手として認められない者が乗ると、そうしてスレイプニル自身が拒絶する」

「先に言えよ、そういう事は……」

　嫌いやそうな表情で暁月は言って、チラリと海堂を見る。すると海堂は苦笑して、

「ま、そういう訳だ。ちなみに俺はもう二回振られてるからよ。命が惜おしいから諦あきらめた」

「あん？　どういう意味だよ？」

「今のは、あくまでスレイプニルの忠告だ。それを無視してもう一度乗ろうとすれば、さらに強い力で拒絶される事になる。そして、それでも懲こりずに三度目を試したら、その時は全力で拒絶される事になる……最高出力でな」

「一六七七万馬力だっけか……下手すりゃ死ぬな」

　男性の忠告に、暁月は頬をポリポリと掻いて、

「ま、上う手まくやるさ……」

　呟くと同時、暁月の全身を氣の奔流が駆かけ巡めぐった。錬環勁氣功だ。もしも、このスレイプニルがとんでもない暴れ馬だと言うならば。こちらの氣を車体に通して、強ごう引いんに言う事を聞かせるまでだ。暁月は右手でスレイプニルのガソリンタンクに触ふれながら、左手で再びキーを回した。すぐにスレイプニルからの拒絶が来る。

「───────っ」

　それを、暁月は錬環勁氣功で強引に押おさえ込む。

　……お、こいつは……行けるか……っ？

　先さき程ほどより強い反発が来るが、それでも弾き飛ばされる事はない。

「よし、今だ──って、おわっ？」

　シートに跨またがろうとしたら、それまで押さえ込んでいた拒絶の力がいきなり増大した。

　片足では踏ふん張ばりきれず、たまらず暁月は吹ふき飛ばされる。その勢いはまるで大たい砲ほうだ。

　体勢を整える事などできる筈もなく。そのまま暁月は、激突した男性の工房の壁へき面めんを突き破やぶり、工房内に置かれた資材の山の中に突っ込んだ。

「─────────」

　轟ごう音おん。そして土つち煙けむりが舞まい上がり。さらにトドメと言わんばかりに、バランスを崩くずした資材が、暁月を目掛けて雪崩なだれのように降ふって来た。

　──そして三十秒後。ようやく工房の中が静まり返った頃ころ、

「おーい、アッキー生きてるかよ？」

　暁月が突き破った壁面の穴から、ひょこっと海堂が中を覗のぞき込んできた。

「…………………………ふっ」

「お？　生きてたか？」

　こちらの声に海堂の声が明るく弾はずんだのを、しかし暁月は聞いていなかった。

　意識がなかったわけではない。むしろその逆だ。だから、

「ふっ、ははははっ──っっがああぁぁっ、ふっっっざっけやがってえ～～～～っっ！」

　全身に走る痛みも、上に覆い被かぶさった資材も、何もかも吹き飛ばして。暁月は跳はね起おき、神速でスレイプニルの下へと駆けた。全身が黒く汚れた暁月に、海堂は笑いながら、

「さあアッキー、ラストチャンスだぜ。もし次で認められなければ、今度は一六七七万馬力で、海の向こう側まで吹っ飛ばされるぞ」

　だが、

「もしお前さんが《真の勇者》なら、乗りこなせる筈だからよ？」

「ああっ？　どういう意味だよ、そりゃ？」

　不ふ機き嫌げんそうに訊きく暁月に、海堂は悪戯っぽい口調で、

「『聖せい剣けん伝説』だよ。真の勇者と認められた者だけが抜ける剣──それと同じさ」

「知るかよ。生憎と俺は『はぐれ勇者』だ。筋金入りの偽にせ者ものでね」

「お前が真の勇者だろうが、偽者だろうが、俺は知らないが──」

　と、それまで黙だまっていた男性が、重い口を開いた。

「──だが、少なくともお前の父親はそのマシンに乗れていたぞ、凰沢暁月」



「……………………今、何て言った？」

　暁月は最初、男が何を言っているのか解らなかった。信じられない物でも見るかのような暁月に、男性は言う。決定的な言葉を。

「このスレイプニルが帰りを待っている主が、お前の父親の凰沢剛ごう毅きだと言ったんだ」

「あんた……親おや父じの事を知ってるのか？」

「昔、少しだけだがな。だが、これで解っただろう。このスレイプニルは、お前の父親と同じか、それ以上の力を持った者しか認めない。残念ながら、今のお前には無理だ」

「……………………」

　暁月は聞く。信じられない面おも持もちで。自分の実力が、父親に及およばないと指し摘てきされたからではない。まさか、こんな所であの男との接点を見つけられるとは思っていなかったのだ。

　だから、

「…………それなら、尚なお更さら退けねえな」

「おい、馬ば鹿かな意地を張るのは──」

「──あんたは……今、親父が何をしてるのか知っているのか？」

　静かな問いかけ。暁月の言葉に含まれた重みに、男性はしばし押し黙り、

「…………いや。俺が彼と会ったのは、もう随ずい分ぶんと昔の話だ。今の彼がどうしているのかまでは知らない」

「そうか…………なら、俺の邪魔はするな」

　はっきりとした口調で、暁月がそう告げた瞬間だった。暁月の周囲の大気が揺ゆらめいたのは。

　それは、凰沢暁月全ぜん身しん全ぜん霊れいの錬環勁氣功。暁月は思う。本気を出すのは、ガリウスと戦った時以来だと。余り他人に自分の手の内を見せるのは好きではないが、そういう訳ならば致いたし方かたない。

　こんな所で──あの父親に負ける訳にはいかないのだ。

　だから暁月は右手を振った。錬環勁氣功をさらに強めるために。

　七連装のＡＤが反応する。そして具現化した黒の魔ま剣けんは、使用者の魔まり力よくを増ぞう幅ふくする。

　魔力を持たない凰沢暁月が使えば、増幅されるのは氣の力だ。

　暁月はゆったりとした動きで、スレイプニルのシートへと跨った。

　今の自分の力が、果たして通じるかどうか。

「勝負だ──親父」

　そして、ゆっくりとキーを回した。
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　ＪＰＮバベル高等部、副会長兼風紀委員長の七なな瀬せは遥るかが、その報告を聞き現場へと駆けつけたのは、それから五分後の事だった。研究区画の複数の工房から寄せられた苦情──そして不安の声。とある工房の敷しき地ちから、爆ばく発はつ音おんと衝しよ撃うげきが続いているというのだ。

　……一体、何が起きているというんですの？

　風の高速魔ま法ほうを使い、他の風紀委員より一足早く現場へと到とう着ちやくした遥は、そこで信じられない光景を見た。それは、実験用のサーキットコース上で生まれ続けている、周囲の大気を震わせる衝しよ撃うげ波きはだ。風の魔法を使う七瀬遥は知っている。この衝撃は、物体が音速を超こえる際に発生するソニックウェーブだと。そして、自身も風の高速魔法で音速を超えられる遥が、常人を大きく上回る動体視力で、事態の原因をその眼に捉とらえた。

　思わず驚きよ愕うがくの声が漏れる。

「──凰沢暁月っ？」

　一いつ瞬しゆんだったが間ま違ちがいなかった。暁月が何か巨大なバイクの様な物に乗って、確かにコースを駆けていた──不敵な笑えみを浮かべながら。

　……あの男……また今度はこんな問題をっ。

　カッとなった怒いかりを覚えながらも、しかし遥は同時に末すえ恐おそろしいとも思う。

　恐らくは音速を超えた走行が可能なのは、あのバイクが何らかの精せい霊れい概がい念ねんか魔法効果を得ているからなのだろう。姿勢制せい御ぎよをオートで行い、乗り手と車体とを音速の衝撃から守るというのは、遥が使う高速魔法と同じ原理だ。だが、だからといって乗り手の体感速度が変わる訳ではない。それなのに、暁月は完全にあのバイクを乗りこなしている。それは、訓練なしに成し得る事は不可能。

　間違いない。暁月は、これまでにも超ちよう音おん速そくの世界を体験した事があるのだ──魔法を使う事はできないというのに。

　かつて遥は暁月が戦っている所を目もく撃げきし、そして彼を評価した。自分達の敵ではないと。

　その時、京きよ也うやだけが暁月を高く評価していたが、自分や他の生徒会メンバーは買かい被りだと思っていた。だが、

「───────っ」

　ゾッとした感覚が背筋を走った。この日、この時、この瞬間を以もって。

　七瀬遥は認にん識しきを改める。眼の前で繰くり広ひろげられている光景を目にしながら。

　凰沢暁月は──自分達生徒会にとって、純然たる脅きよ威ういたり得るのだと。



　そして、程ほどなくして実験用サーキットから衝撃波が消えたのを遥は確かく認にんした。

　暁月がバイクの速度を落としたのだろう。その姿が当たり前のように視し認にんできるようになってゆく。そして、暁月がコースを外れて工房の方へと戻っていくのが見えた。

　だから遥はゆっくりと歩き出す。バイクを降り、笑え顔がおで男子生徒と拳をぶつけ合っている暁月の下へ。だが、数ｍの距離を置いて遥は立ち止まった。

「……………………」

　そのまま厳しい表情で暁月を見つめていると、ふと向こうがこちらに気が付いて、

「──よお、副会長。どうした、そんな所で怖こわい顔して」

「──────」

　余りに自然に笑うから。開口一番怒ど鳴なりつけようとしていた遥は、思わず言葉を失った。

　眼の前のバイクを乗りこなせた事に余よ程ほどの達成感を得たのか、暁月がこちらへ向ける表情は爽さわやかで。一瞬、自分が何をしに来たのか忘れそうになってしまう。

　いけない、と遥は唇くちびるを噛かむと、気を引ひき締しめて、

「他の工房から寄せられた苦情により、風紀委員としてまいりましたわ。凰沢暁月、生徒指導室への同行を求めます」

「おいおい、いきなりだな……理由ぐらい聞かせてくれよ。ここは研究区画だろ、ちょっとくらい実験して何が悪いんだ」

「本来この規模の実験を行う場合は、生徒会への申しん請せいと承しよ認うにんが必要ですのよ。ですが記録では、本日この時間に実験が行われるという申請はされていません。これは、重大な規則違い反はん。速すみやかに、我々風紀委員の指示に従っていただきます」

「何だ、そうだったのか……ならいいぜ、解った」

　あっさりと。こちらに対して、暁月は承諾の意を示す。てっきり抵てい抗こうされるとばかり思っていた遥は、暁月の素す直なおな返答に困こん惑わくしてしまう。すると、

「──勘かん弁べんしてやって貰もらえないか、七瀬副会長」

　無精髭の男性が、むっつりとした声で言った。

「こいつを俺の工房で走らせたのは俺だ。本来なら工房の責任者として、申請を出すべきなのもな。規則違反の責任を負うのは、俺の筈はずだろう」

　岩のような巨きよ漢かんの言葉に、

「……久保田博士。貴方あなたともあろう人が、一体どうしてこんな……？」

　遥は信じられないように首を振った。眼の前の久く保ぼ田た灰かい人とは、バベルにおける異世界技術研究の第一人者だ。ＡＤの実用化、肉体にダメージを与あたえない特とく殊しゆ結界、模も擬ぎ訓練システムの構築など、多くの技術の開発に携たずさわっている。言わばバベルの最重要人物の一人だ。

「博士？　そんな風に呼ばれてたのか、おっさん？」

　暁月は少し驚いたように言って、

「けど、待ってくれ。おっさんに責任はねえだろ。あんたは俺を止めたんだぜ。言う事を聞かずに、勝手をやったのは俺だ」

「……だが、それが規則だ」

「関係ねえな」

　それでも凰沢暁月は譲らない。

「規則だか何だか知らないが、そんなあんたの正論で、俺の責任を奪うばうんじゃねえよ」

　行こうぜ、と暁月が遥の方へと歩き出そうとしたのと同時。

　遥は、ザザッと背後へ身を引いた。

「……………………」

「……………………」

　気まずい沈ちん黙もく。これには暁月もキョトンとなって、

「おいおい、俺を連れて行くんじゃないのかよ？」

「それはそうですけど……しかし、貴方を近寄らせるつもりもありませんの」

　遥がキッと睨にらむと、暁月は思い当たったように「ああ」と頬ほおを掻いて、

「……あの件のせいか？」

「その件のせいですわっ！」

　そう。この男は、以前すれ違ちがい様に自分の下着を剥はぎ取とったのだ──それも上下とも。

　だったらどうすりゃ良いんだよ、と頭を掻く暁月に、

「それよりも凰沢暁月。先刻、スレイプニルに乗る際に具現化した、お前の剣をもう一度見せてくれないか」

　と、久保田。暁月は「ああ、構わないぜ」と言って右手を振った。

　それと同時に、黒の魔剣が具現化する。

　七瀬遥は、その大剣を目の当たりにして改めて思う。何という禍まが々まがしさだろうと。

　黒の刀身を持った、異様な巨剣。二ｍ近くある長さに、女性の身体よりも幅はばのある太い刀身は、先せん端たんが太く、中央がしなる様に細くなり、根元はまた太くなるという複雑な形状。そして柄えや刀身の中央には、十じゆ字うじ架かや水すいし晶よう球など様々な赤い意いし匠ようが散りばめられ、得も言われぬ迫はく力りよくを生み出している。持ち主に適した武器へと変化するＡＤ。それを七つも並列使用する事でようやく具現化しているこの黒の魔剣は、その存在その物が規格外だ。

　そして、それは同時に暁月もまた規格外である事を示している。すると、

「やはり、レーヴァテインか……」

　魔剣を見た久保田が、そう小さく口にした。

　その言葉の意味が解らないのか、首を傾かしげる暁月の隣となりで──七瀬遥は息を呑のんでいた。

　先程、久保田が口にした『スレイプニル』という単語を聞いていたからだ。

　スレイプニルが、北ほく欧おう神話の主神オーディンの愛馬であるのと同様に、レーヴァテインもまた、北欧神話に伝わる魔剣である。『破は滅めつ』『禍わざわい』『不ふ吉きつ』『裏切り』の意味を持つその剣は、一説には『世界を滅ほろぼす剣』とされている。それはラグナロクという終末の日に、九つの世界を破滅の炎ほのおで焼きつくすため、巨きよ人じんスルトが振るう剣と同一視されているからだ。

　そしてスルトの意味は『黒』──それは、そのまま暁月のイメージにも重なる。

　さらには、暁月のしている七連装のＡＤが極きわめ付つけだ。レーヴァテインは、九つの鍵かぎで封ふう印いんされていると伝えられている。ならばこの七つのＡＤが、具現化──封印を解く鍵となっていてもおかしくはない。唯一、鍵の数が合ってはいない理由は解らないが──或あるいは、この魔剣はまだ本当の姿と力を見せていないのかもしれない。

　無論、久保田が暁月の黒の魔剣をレーヴァテインと称しようしたとはいえ、それが本物のレーヴァテインである事は有り得ない。あれはあくまで、神話の世界の産物なのだから。

　だがそれが、バベルの最高技術者の一人である久保田が発した言葉となれば、見過ごす訳にはいかない。恐らくは暁月の黒の魔剣が、レーヴァテインと同質の剣であると見ての発言だった筈。

　つまりこれは、いつか世界を滅ぼす可能性を秘ひめた魔剣だというのか。

　……凰沢暁月……貴方は一体……？

　内心で戦せん慄りつしている遥とは対照的に、久保田は納なつ得とくしたように頷いた。そして、

「──さて。こいつが主と認めた以上、このスレイプニルはもうお前の物だ。調整をしてやるから、後で持って帰れ」

「何言ってんだ、おっさん。こんな化け物みたいなバイクで公道を走れってのかよ。家にそんなデカイの置いたら邪魔になるし、大体あの親父のお古なんざ俺は御ご免めんだ」

　お断りと言わんばかりの暁月に、しかし久保田はむっつりと、

「お前が言った筈だ、責任を取ると。ならば、こいつを引き取るのがお前の責任という物だ。公道を走る時は法ほう定てい速度を守れ。ナンバープレートは取っておいてやる」

「残念ですけど、それは許可できませんわね──」

　と、遥は二人の間に割って入った。勝手に話を進められては困る。このバイクはそれこそ、今回の件の重要証しよ拠うこ品ひんなのだ。よって、

「──このマシンは、風紀委員が一時押おう収しゆうさせていただきます」

　と、遥がスレイプニルのハンドルへ無造作に手を置いた時だった。

　パシュッ

「え──？」

　乾かわいた炸さく裂れつ音おんに、遥は眼を丸くした。それは、新たな主を得たスレイプニルが発した、震ふるえるような歓かん喜きの残ざん滓し。とはいえ、それを真正面から受けたらどうなるか。

　その答えは事象として現れる。遥の身に着けている衣服全すべてが、一瞬で細切れと化した。

　そして、遥のすぐ眼の前には暁月が立っていて。

「～～～～～～～～～～～～～～っ！」

　声なき声を発しながら、遥は地面にへたり込んだ。少しでも自分の裸はだかを見られまいと、必死に腕うでで身体を隠かくす。あー、と気まずそうにする暁月を、遥は涙なみだ目で睨み上げ、

「は、謀はかりましたわね……凰沢暁月っ！」

「いや、今のは俺おれのせいじゃねえだろ……いや、こいつを目覚めさせたのは俺だから、俺のせいかもしれねえけど」



    

  
    
      　暁月はどこか釈しや然くぜんとしない様子で、

「まあ、お前が泣いているんなら、俺は逃にげられねえけどよ」

「あ……」

　遥の肩に、暁月の制服の上着が掛けられる。

「か、感謝なんかしませんわよ……っ」

　その温ぬくもりに安あん堵どを得ながら、遥はそそくさとボタンを閉めた。

　身体の大きい暁月の上着は、遥が着ると膝ひざまで隠れるサイズで。取り敢えず、身体を隠せた事実に、遥は大きく嘆息して立ち上がる。

　……うう、スースーしますわ……。

　空気が少し流れただけで、肌はだをそっと撫なでられるようだ。遥は微かすかに身をよじらせる。

　だが贅ぜい沢たくは言えないだろう。何とかこれで、着き替がえのある本校舎まで戻らなくては。

「で、どうするよ副会長？　やっぱり持ってくか、このバイク？」

「結構ですっ。触れただけで人を裸に引ん剥むく、持ち主そっくりの鬼き畜ちくバイクなど！」

「ひっでえ言われようだな……」

　苦笑する暁月を、遥はビシッと指差して、

「貴方と久保田博士には、後日生徒指導室まで事情説明のため出頭していただきますから、そのつもりで！」

　そして、クルリと踵を返して歩き出し、

「……………………」

　ふと、遥は足を止める。それから背後を振り返り、

「……前言を撤てつ回かいします。この制服の事だけは感謝しますわ、凰沢暁月。この制服は後日、きちんと洗って返します」

　すると、暁月はフッと笑って、

「気にすんなよ。それよりこないだのあれな、右の内ポケットに入ったままだから」

「えっ…………？」

　突とつ然ぜんの告白に、遥の身体がカキンと固まる。

　暁月が自分の下着を掏すり取ったのは、もう半月近くも前の事だ。

　まさか、この男はその間ずっと自分の下着を胸に忍しのばせていたというのか？

「～～～～～～～っ」

　みるみる顔を赤くする遥に、暁月は全く気付かないままで。

　笑う。今日一番の笑顔を浮かべて、

「良かったら穿はけよ。そのままでいたら、可愛かわいいお尻しりが風か邪ぜ引いちまうぜ？」

「お、お、おっ、大きなお世話ですわよ────っ！」

　七瀬遥の感情が爆ばく発はつした。大声で叫さけぶ。

「少しでも感謝しようと思った私が馬鹿でしたわっ。やっぱり貴方は最低です、凰沢暁月！　私は貴方を絶対に粛しゆ清くせいします！　覚かく悟ごしていなさいっ！」



    

  
    
      幕間《誰が、彼を勇者と認めたのか》
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　アレイザードには、異世界とこの世界とを結ぶ、七つの《異界の門》がある。

　魔ま導どう王国シェルフィードに一つ。

　宗教国家アレクラスタ皇国に二つ。

　機械軍国ディスディアに二つ。

　さらに、他ほかにも二つが確認されていた。

　異世界からこのアレイザードへ召しよ喚うかんされた者は、この《異界の門》を通ってやって来る。

　そして元の世界に戻る際も、この門を通らなくてはならなかった。

　しかも《異界の門》であれば、どれでも良いという訳ではない。召喚の際に通った門でしか、元の世界に帰き還かんする事はできないのだ。

　かつて凰おう沢さわ暁あか月つきが元の世界に帰る際に、シェルフィードの門をくぐったように。

　そして。

　今、ディスディア帝てい国こくにある二つの《異界の門》──その片方に人が集まっていた。

《異界の門》の周辺は、いずれも各国における《聖域》とされている。

　その事実を鑑かんがみれば、その状じよう況きようはかなり異様なものと言えた。

　だがその理由を知れば、誰もが納得するだろう。異世界に逃とう亡ぼうしたと思われる魔ま王おうガリウスの娘むすめ──その討とう伐ばつに、新たな勇者が向かうのだから。



　大地へ向かって照り付ける厳しい陽光がある。

　肌を焼くかのようなその陽ひ射ざしは、しかし熱砂のディスディア帝国では決して珍めずらしいものではない。国土の七割が砂さ漠ばくに覆われているディスディアには、『雨季』と『乾かん季き』に加え『灼しやく熱ねつ季』がある。今はまだ乾季だから、この程度で済んでいるのだ。

　灼熱季ともなれば、熱気はさらに厳しさを増し、体感温度は九十度を超える。

　そして、救いはもう一つあった。それは《異界の門》が存在するこの場所だ。

　熱砂のディスディアにおいて、聖域と称される場所は限定される。

　人の手が入る事なく奇き跡せき的てきに水と緑が残り、そして保たれている場所。

　オアシスだ。

「……待たせてくれるわね」

　そんな《異界の門》を眼めの前にしながら、リスティは小さく呟いた。リスティの服装は、以前行われた三国会談でも身に纏まとっていた正装だ。砂漠で着るには不向きな格好。だが、彼かの女じよは暑さを微み塵じんも感じていなかった。マスタークラスの彼女にかかれば、暑しよ気き払ばらいの魔法など容易たやすいものだ。

　さらに、この聖域の中に限っていえば、そんな魔法すら必要ない。この辺り一帯が、乾季の砂漠であるという事実が嘘うそかのように、聖域の空気は穏おだやかで。そこに辛つらさを感じるような事は微塵もなかった。

　リスティは、チラリと周囲を見る。

　現在、この場所にはアレイザードの三大国家の要人が集結していた。

　シェルフィードからは女王のリスティに、その護衛として将軍のゼクスと精務長官のルーティエ、さらには侍じじ従ゆう長ちようのワルキュリアが。

　宗教国家のアレクラスタからは、教皇のヴォルクの名代として、大司教と司教数名が。

　そして機械軍国のディスディアからは、皇こう帝ていであるバラムの親衛隊であるインベリアルナイトの騎き士しだ団んち長ようと、部下の騎き士しら数名がこの聖域に集まっていた。

　だがバラムと、ディスディアの勇者フィル・バーネットの姿はまだ見えない。

「──で？　実際どんな奴やつなんだよ、そのフィルって奴は？」

　まだ実物を見た事のない、ゼクスがこちらに訊いてくる。

　同じ疑問はルーティエやワルキュリアも抱いだいていたようで、こちらを促うながす視線を向けてきた。

　リスティは「そうね」と短く前置きして、

「穏やかな好青年って感じだったわよ。あくまで見た感じは……だけどね」

「──実際は違うと？」

　スッと眼を細めるルーティエに、リスティは首を振って、

「そこまでは解らない。私も会ったのは少しだけだから。ただ、ちょっと得体の知れない感じがしたのよね……」

「ディスディアに勇者が居たなどという情報はありませんでした。リスティ様がそう感じられても不思議はないかと」

「ううん、そうじゃないのよワルキュリア。それもあるにはあるんだけど……」

　隣に立つメイド服の侍従長の言葉は、確かに納得できるものではあるのだが。

　しかし、リスティはそれとはまた別の違い和わ感かんを、フィルに対して覚えていた。

　一度だけ会った時の事を思い出す。

「佇たたずまいというか、オーラというか……とにかくそういう物が本当に静かで余よ裕ゆうがあったのよ。バラム皇が自信たっぷりなのも頷けるわ。多分、相当強いんだと思う……」

　とはいえ。

「けど、『強さ』その物は自分一人でも得られるものだけど、自信や余裕なんてものは、本来他者と比ひ較かくして初めて備わるものでしょ？　それこそ、戦場の中で敵を倒たおしてようやく磨みがかれていくものなのに……」

　聞けば、二年ほど前にはもうこちらの世界に召喚されていたという。だが、そんな勇者がいたなどという話は全くの初耳だった。

　本当ならば、魔王ガリウスを倒したのは暁月ではなく、フィルの方だったとバラムは言っていた。

　バラムは軍事国家の皇帝だ。その目め利ききはかなりの物の筈。ならば、それ相応の力は、間違いなく持ってはいるのだろう。

　だがその実力を見ないままで、あそこまで確信めいた発言ができるものだろうか？

　実戦と訓練は全くの別物だ。真の実力は、実際の戦場でしか測る事はできない。

　そして、もしどこかの戦場に立ち、魔王を倒せるとバラムに確信させるだけの力を示したならば。間違いなく、そうした噂うわさが広がっていた筈だ。それなのに、最終決戦前の作戦会議ですら、そんな話は全く出てこなかった。プライドの高いバラムの事だ。魔王を倒した栄えい誉よは喉のどから手が出る程ほど欲ほしかった筈。ならば、その存在をひた隠しにしていた理由は何だろう？

　フィルが魔王を倒せる程の戦力である事を、バラムは他国に対して示さなかった。当然、作戦は彼がいない事を前提に立てられ、当時は暁月を軸じくとした内容で決定している。だが、その作戦内容に関しても、バラムが異論を唱える事は全くなかった。

　……でも。今思えば、その時点で何かあるって疑うべきだったのかも。

　先日の三国会談の際も、中ちゆ盤うばんまでバラムの言葉は少なかった。プライドの高いバラムが、自分の発言を控ひかえていられた理由。それは、フィルという隠し玉があったからだ。

　ならば──あの時も、そうだったとしても不思議はない。

　……周囲には何も言わずに、いきなり魔王を倒した方が、インパクトは大きいものね。

　しかし、その目もく論ろ見みは失敗した。リスティ達たちにすら知らされていなかった、暁月の独断専行によって。以前から、暁月からは「一人でガリウスと戦いたい」と言われていたが、そんな無む謀ぼうな真ま似ねをリスティ達が許す筈もなく。しかしその結果、彼は極ごく秘ひ裏りに一人で動いたのだ。

　暁月がいない事を知って、リスティ達が後を追ってガリウスの城に辿たどり着ついた時──既すでに暁月は、一人でガリウスを倒していて。

　その時はただ、暁月が生きていてくれた事が嬉うれしくて。その事実に安心して、涙が止まらなかった。だが落ち着くと、無謀な真似をした暁月に対する怒りも沸わいてきて。

　回復魔法で暁月の傷を癒いやした後、ゼクスやルーティエと一いつ緒しよにきっちりと思い知らせてやったけれど。だが、それもあくまで歓喜の中でのじゃれ合いのようなもので。

　……目論見を崩されたバラム皇の心中は、穏やかじゃなかったでしょうね。

　そして、魔王の娘が生き残っている事を知った彼は、もう形なり振ふり構かまっていられなくなったのだろう。フィルの存在を自分達に示し、手出しをするなと釘くぎを刺さした訳だ。

　と、リスティが物思いに耽ふけっていた──その時だった。

「──凄すごい自信よね、バラム皇は」

　その場にいた全員の思考の隙すき間まを縫ぬって、透すき通るような声がしたのは。
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　誰もが見る。気が付けば、リスティ達の眼の前に、アレクラスタの大司教が立っていた。

「ミランダさん……」

　呟くようにその名を呼んだリスティに、ミランダは薄うすい笑みを見せる。

　美しい微びし笑よう。だがその美しさは、どこか氷の様に透き通っていて、

「────っ」

　ごく、とリスティは自分の喉が鳴った事を自覚する。

　灼熱の砂漠のド真ん中で、背筋が一いつし瞬ゆん凍こおった気がした……。

　──かつて、シェルフィードの王都エルディアが、魔王ガリウスによって落とされた後。

　一時的にリスティ達は、アレクラスタに身を寄せていた時期があった。

　シェルフィードの王族として、以前から教皇のヴォルクとは面識があったが、当時のミランダはまだ一いつ介かいの若い司祭でしかなくて。初めて会ったのもその時だ。しかしそれから僅か一年程で、このミランダ・クエンティは大司教の地位まで昇のぼり詰つめたのである。

　教皇という存在は国家の象しよう徴ちようだ。最終的な国の意思決定こそ行うが、それを実際に動かしているのは、リシャル正教の全教会の頂点に立ち、国政を取り仕切る大司教なのだ。

　ヴォルクからの信しん頼らいも厚い、教皇の懐ふところ刀がたな。そんなアレクラスタの大司教が、まだ弱じやつ冠かん二七歳のこの才さい媛えんなのである。だからリスティは、教皇であるヴォルクよりも、むしろ今眼の前に立つミランダの方が恐こわい。

　政治に表と裏があるように。宗教にもまた表と裏が存在する。

　そして多くの戒かい律りつと信しん仰こうによって成り立つ宗教は、政治のそれとは比べ物にならない程に閉へい鎖さ的てきだ。その闇やみは深く、重く、そしてどこまでも暗い。そうしたリシャル正教の暗部すらも、大司教のミランダが一手に引き受けているのだ。この若さで、そんな重責を担になってなお正気を保っていられる。その事実を思うと、背筋が凍こおる思いがした。

　リスティが何も応えられずにいると、隣のゼクスが代わりに口を開いて、

「どういう意味だい？　バラムのおっさんの自信が凄いってのは？」

「ゼクス……仮にも相手は一国の皇帝なのですから」

　無礼な物言いは慎つつしむべきと、ルーティエは若き将軍を窘たしなめる。

　すると、ミランダは静かに笑いながら、

「聞いた話だと、バラム皇は三国会談の場で啖たん呵かを切ったそうじゃない？　魔王の娘が異世界にいるから、自分の国の勇者を向こうの世界に差し向けるって」

「確かに、凄い自信だとは私も思いました。もしアカツキが一人で動かなければ、ガリウスを倒していたのはそのフィルという青年だったと……そう言っていた位ですから」

「ああ、私が言ったのは、そういう意味じゃないのよリスティさん──と、御免なさい」

　ミランダは苦笑して、

「いけないわね……どうもまだ以前のクセが抜けていないみたい。もうそんな呼び方はできないわよね。──失礼しました、リスティ陛下」

　静々と頭を下げられ、慌あわててリスティは畏かしこまる。

「いえ、そんな……以前のままで良いです。私が女王に即そく位いしたからといって、私とミランダさんの関係が変わる訳じゃないですし……それに、それを言うなら私も、まだまだ王として相応ふさわしい言こと葉ば遣づかいなどできないので」

「そう言って頂けるのは嬉しいのですが……しかし、それを許すべきではありません」

「けど……」

「……でも、そうですね。陛下がそうお望みならば、私も以前と同じようにお話しさせていただきたく思います。当然、公私の分別は行いますわ──それで、よろしいですか？」

　是ぜ非ひもない。頷うなずくリスティに、ミランダは口調を元に戻す。

「──で、どこまで話していたかしら？」

「ミランダ様の仰おつしやる『バラム皇の自信』が、リスティ様の考えた物とは異なっていたというお話だったかと」

　スッと告げるワルキュリアに、「そうそう」とミランダは笑い、

「確かにリスティさんの言うように、ガリウスを倒せると言ってのけた自信も凄いと思うわ。バラム皇の口くち振ぶりだと、あのアカツキ君が相手でも遅おくれは取らないと言わんばかりだったそうだし」

「……私は、まだその推測を事実とは認めていませんけど」

　不満気に唇を尖とがらせるリスティに、「それよ」とミランダは相あい槌づちを打つ。

「アカツキ君が魔王の娘を連れて元の世界に戻ったなんて、そんな大それた推理をよくトップ会談の場で口にできたと思って。アカツキ君は間違いなく、この世界の英えい雄ゆうよ。一部からは『はぐれ勇者』なんて呼ばれているけれど、それでも彼が魔王を倒した勇者である事を疑う者はいないわ。そんな彼を、仮にも一国の王が公式の場で貶おとしめたのよ？　もし事実無根だったとしたら、当然その発言の責任を取らなくてはならない。もしそうなれば、少なくとも今後ディスディアは、シェルフィードとアレクラスタに対する発言力が弱まる事は必定よ」

「確かに、不確かな推理を公式の場で披ひ露ろうする必要はないですね……」

　ルーティエは頷きながら、

「それでも、バラム皇はそのリスク冒おかした。それは、発言する事であえてシェルフィードやアレクラスタの反発を買い、しかしそれが事実だった時に、非難されたディスディアの方が発言力を強めるつもりでいるのか──」

「──もしくは、すでに確信があるんでしょうね。魔王の娘は間違いなく、アカツキ君が自分の世界へ連れて行ったのだと」

「……………………」

　黙り込むリスティに、ミランダは苦笑して、

「まあ、実際の所は本人にしか解わからないわよ。気になるなら聞いてみるしかないわね」

　来たわ、と背後を振り返る。すると、ディスディアのインベリアルナイト達が一いつ斉せいに姿勢を正すのが見えた。その奥おくから、二つの人ひと影かげが姿を現す。恰かつ幅ぷくの良いディスディア皇と、そして金色の鎧よろいに身を包つつんだ青年だ。それを見て、ミランダは言い放つ。

　どこか皮肉めいた口調で。

「さあ、お待ちかねの勇者様の登場よ」
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　穏やかだったオアシスの空気は一変した。どこか堅かたい緊きん張ちようを宿したその雰ふん囲い気きは、この場に全ての役者が揃そろった事の証明だ。遅れてやって来たバラムは、リスティ達を睥へい睨げいし、

「少々待たせてしまったようだ。まさか、こんな大層な見送りがあるとは思わなくてな」

「聖域へ立ち入る許可をいただき、ありがとうございますバラム陛下」

　まずはリスティが、シェルフィードを代表して静かに頭を下げた。

　続き、ミランダが薄い笑みを浮うかべて、

「どうかお気になさらずに。我々がこの場に居いるのは当然の事ですわ」

　何故ならば、

「陛下の発言は、シェルフィードとアレクラスタ、そして貴国の三国同盟の会談の場で発せられた公式のもの。我々には、その始まりと終わりを見届ける義務がありますもの」

「構わん。好きにすれば良いだろう」

　ミランダの牽けん制せいに、バラムはフンと鼻を鳴らすと、傍かたわらの青年へと振ふり返かえる。

「それでは、任せたぞフィル。元の世界に戻ってからの行動、及び判断は全て君に一任する。魔王ガリウスの娘を捕とらえ、我々の元へ連れて来てくれ」

「はい。解りました、陛下」

　甲かつ冑ちゆうの胸当てに右の拳こぶしを当てて、フィルは目礼を返した。

　そんな二人のやり取りを聞いていたリスティは、驚おどろいたように訊たずねる。

「まさか……生いけ捕どりにするおつもりですか？」

「当然だろう？　確たる証しよ拠うこがなければ、リスティ女王もヴォルク皇も納得はできまい」

「それは……確かにそうですが」

　当たり前の様に返され、リスティは思わず口ごもる。

「ですが、元の世界に帰った者が、再びこのアレイザードに戻って来る事なんて……」

「それならば問題はない。我々は、黙って彼を見送り、その帰りを待てば良い」

「まさか──」

　あっさりと言い放つバラムに、リスティ達の間に僅わずかな動どう揺ようが走る。

　信じられない言葉。まさか、本当にそんな方法があるというのだろうか？

「…………？」

　ところが、ふとミランダを見れば、彼女にもそれほど驚いた様子はない。

　……そう……何か方法があるのね……。

　リスティは悟さとる。何か、自分達の知らない手段が存在するのだ。

　そういえば、かつて暁月も言っていた。アレイザードを離はなれる時も。

　いつか自分が元の世界に帰る事があっても、何かあったらきっと再びこの世界に戻ってくるからと。その時は、冗じよ談うだんか気休めか何かだろうとばかり思っていたのだが。

　……調べてみる価値はあるかもね。

　心の中でそう呟つぶやきながら、しかしリスティは嫌いやな予感が膨ふくらんでゆくのを感じていた。

　それは予想が外れたから。てっきりバラムは、何か適当な証拠をでっち上げて、半ば言いい掛がかりの様に、魔王の娘が暁月の世界に居たと押し切きるつもりでいるとばかり思っていたのだ。そういう事にはならない様にと、こちらがこの場で生け捕りにすべきと提案しよう考えていたというのに。

　……まさか、自分からハードルを上げるなんて……。

　これでもう、フィルがガリウスの娘を連れて戻らなければ、ディスディアは大だい打だ撃げきだ。

　だというのに、この自信。やはりミランダが言っているように、バラムには何か確信めいたものがあるのだろうか。間違いなく、暁月が犯人なのだと。

　……まさか、本当にそうなの？　アカツキ……っ。

　信じたくない、考えたくもないその可能性を思い、リスティはそっと眼を伏ふせる。

「─────っ」

　しかし、それでもリスティは必死にその迷いを打ち消した。決めたのだ。かつて一度姿を消した暁月が、再び自分の前に現れて。そして、はぐれ勇者となった時に。

　──たとえ何があろうと、暁月の事を信じると。

「何か、異論でもあるのかね、リスティ女王？」

「いいえ、何も」

　問うてくるバラムに、リスティは真まっ直すぐな視線を返した。

　言い切る。

「私は──アカツキの事を信じていますから」

　それを聞いたミランダが、そっと静かに微ほほ笑えむのが見えた。

　だからリスティは、ほんの少しだけ気き恥はずかしく感じて。

　それでも思う。これで良い──自分は、間違っていないのだから。



　そして。

「それでは、そろそろ僕ぼくは行きます」

　フィルは踵きびすを返し、《異界の門》があるオアシスの泉へと歩き出そうとして、「ああ、そうだ」と立ち止まった。そしてこちらへ振り返る。

「もしも、魔王の娘を捕らえようとして、例のはぐれ勇者さんに邪じや魔まに入られたら、どうすれば良いですか？」

　その問いに、バラムが即そく答とうした。

「立たち塞ふさがるなら、その時は構わん──始末しろ」

「っ──バラム陛下！」

　思わずカッとなったリスティに、バラムは「何だ？」と眉まゆ根ねを寄せる。

「魔王の娘は、アレイザードの脅威。それは、先日の会談で我々三国間の共通認識となった筈だろう。もしそれを庇かばったなら、たとえ過去がどうあれ、その者はもう我々の敵だ。違うか、リスティ女王？」

「それは……ですがっ」

「それに、先さき程ほど君は私に断言してみせた筈だ。アカツキの事を信じると。それは、アカツキが魔王の娘を連れ帰ったという、私の説は決して有り得ないという意味ではなかったのか？　だとするならば、何の問題もあるまい。それとも、ひょっとしてあの言葉は偽いつわりだったのかね？」

「くっ……」

　悔くやしそうにリスティは歯は噛がみして。辛かろうじて、否定の言葉を搾しぼり出だす。

「…………いいえ、違います」

「結構だ。では、もう何も問題はないな」

「──いや、ちょっと待ってくれるか」

　話を打ち切ろうとしたバラムを制止する声があった。

　ゼクスだ。彼はバラムとフィルを真っ向から見み据すえて、

「追っ手を差し向けるなら、早ければ早い程ほど良よかった筈だ。なのに、どうしてこんなに時間が掛かかったんだ？　三国会談が行われたのは、もう十日以上も前の話だぜ？」

　そして、その後をルーティエが続ける。

「それに三国会談の場まで、魔王の娘が異世界に居るかもしれないという、今回の件を黙っていたのは何故です？　そんな重要な情報があったならば、三国会談は当初の予定よりも前まえ倒だおしにして開かい催さいすべき筈でしょう」

「別に黙っていた訳ではない。情報こそ何日か前に入っていたが、確証を得られたのが会談当日だっただけの話だ。私としても、不確かな発言をする訳にはいかないのでな」

　平然と言ってのけるバラムに、ゼクスは肩かたを竦すくめて、

「成なる程な。で？　こんなに時間が掛かったのはどうしてだ？」

「ちょっと僕の方で準備があったんです。バラム陛下からは、もっと急ぐように言われていたんですが……」

　苦笑するフィルの隣で、どこか憮ぶ然ぜんとしているバラムを見て、リスティは納得する。

　バラムの気きし性ようなら、会談の翌日にでも追っ手を差し向けたかっただろうに。ここまで時間が掛かったのはそういう理由があったからかと。そして思う。恐おそらくは、それこそがこのアレイザードへ戻もどってくる手て筈はずを整えるためなのだろう。

　さらに、暁月の存在を気にしたフィルの態度。或いはさらに、障害となる可能性のある暁月への対策を練っていたのかもしれない。同じ事をゼクスも考えたようで、



    

  
    
      「そうかい。だったら、ちょっと確かめたい事があるんだがな」

「良いですよ。何ですか？」

　悠ゆう然ぜんと微笑むフィルに対して、ゼクスは「ああ」と笑って──腰こしの剣けんに手を掛けた。

「──お前さんの実力だよ」

　そう告げたのと同時。ディスディアのインベリアルナイトが、一斉に身構える。

「ちょっと、ゼクス！」

　これには流石さすがのリスティも、驚きの声を上げた。しかし、フィルは笑顔で首を振って、

「ああ、皆みなさん気にしないで。彼の心配は最もです。確かに、僕の力を信じて貰う必要はあるでしょうから」

　そして、

「──では、少しだけ」

　そう言った瞬間だった。その異変が起きたのは。

「──────」

　まず、ミランダの付き添そいで来ていた、アレクラスタの司教達が前のめりに倒れた。

　続いて、ゼクスに対して身構えていたインベリアルナイト達が、隊長と思おぼしき一人を除いて尻しり餅もちをつく。その原因は、たった今フィルが発した空気だ。

　殺気。それも、常人が意識を保っていられない程の。アレクラスタの司教や、ディスディアの騎き士し達たちは、その気配に当てられたのだ。しかしフィルは、少し驚いたように瞬まばたきをした。それは、リスティ達が意識を保ったままでいられたからだ。

「凄いですね。逆げき鱗りんに触ふれられた、竜族種の殺気位は出したつもりなんですけど」

「く……」

　とはいえ、リスティ達も全く影えい響きようを受けていない訳ではなかった。否いや応おう無なく鼓こ動どうは速まり、身体が脅きよ威ういを感じて上う手まく動かせない。特にワルキュリアは、表情を歪ゆがめて苦しそうにしている。

　すると、フィルは少し困ったように、

「これで足りないなら仕方ないですね。それなら──」

　と、一歩前に踏み出した。

「────っ！」

　リスティ、ゼクス、ルーティエの三人は、とっさに散開して身構える──その瞬間、

「──そこまでで良いだろう」

　バラムの声が、両者を制止した。そしてリスティは今いま更さらながらに気が付く。バラムがあの殺気を受けてなお、自分達と同じように意識を保っていられている事実に。

　……軍事大国のトップは伊だ達てじゃないって訳ね……。

　視線の先にいるバラムは大きく嘆たん息そくして、

「勘かん違ちがいして貰っては困る。我々は敵ではないのだ。味方同士で争あらそう必要はない」

「賢けん明めいな判断ですわ、陛下」

　ミランダが笑いながら言う。あの殺気を受けながら、彼女もまた平然としていた。

「……良いんですか？」

　静かな瞳ひとみで問うフィルに、バラムは「構わん」と呟いた。

「他国の王族や将軍に怪け我がを負わせては、国際問題になりかねん。たとえこちらに非がなかろうとな。それに、彼らは強い。一人一人が、あのはぐれ勇者に近い実力は持っている。それでも君が本気になれば負ける事はなかろうが、余計な手傷を負う必要はないだろう」

「解りました……そういう事なら」

　フィルは頷き、そしてリスティ達を見据えて、

「それでは、この続きは僕が魔王の娘を捕らえて戻った後に、ゆっくりと──」

　そう言い放つと、今度こそ《異界の門》へと向かって歩き始めた。

　と、同時。緊張から解放されたリスティ達は、大きく息を吐はく。

「………………っ」

　だが、もう誰もフィルを止める事はできなかった。黙ってその背中を見送ることしかできない。《異界の門》は、聖域の中央にある泉の水辺に建てられていて。

　フィルはその門をゆっくりとくぐる。門の先にあるのは、波打つ青の色しき彩さいだ。

　しかし、水を踏む音がする事はなかった。

《異界の門》をくぐると同時、フィルの身体は溶とける様に、空間の波間に消えていた。



    

  
    
      第３章《ただ、そんな休日の一時を》
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　人々が行き交う、賑にぎやかな繁はん華か街がいがある。異世界から帰還した人々が、休日を謳おう歌かするその場所は、大小さまざまな店てん舗ぽが立ち並ぶ商業地区の巨きよ大だいショッピングモールだ。

　週末のこの日、美み兎うは暁あか月つきや千ち影かげ、葛くず葉はらと共にこのショッピングモールを訪れていた。

　普ふ段だんは近所のスーパーやコンビニにしか買い物に行かない美兎は、その規模の大きさと人の多さに圧倒される。衣料、食料、雑貨から娯ご楽らく品ひんまで、あらゆるジャンルの商品を揃えるこの場所は、まるで異国の城下町だ。一つ一つの店舗が、軒のきを連ねる事で集合体となり、街全体を百貨店へと昇しよ華うかしている。

「凄い……これ全部お店なの？」

　呆ぼう然ぜんとする美兎に、千影は笑いながら、

「これでも控えめな方さ。本土の繁華街なんか、もっと人も店も多い場所もあるんだよ」

「というか凰おう沢さわ君、もっと早く彼女を連れて来てあげたら良かったのに……」

　と、嘆息混じりに葛葉。

「この世界での記き憶おくを戻したいなら、色々な所へ連れて行って刺し激げきを与えてあげないと」

　事情を知らない葛葉が、暁月をジト眼で見つめる。

「いや、ボクは別に……」

　美兎は慌てて手を振った。葛葉の言葉は美兎を想おもってのものだが、暁月に対する指し摘てきは全くの誤解だからだ。暁月は別に、意地悪をしてこれまで美兎をこの場所へ連れて来なかった訳ではない。

　この世界では、美兎は異世界の存在だ。そんな美兎の秘密が周囲に知られないようにするため、暁月はいつも気き遣づかってくれている。そのため、余りに人の多い場所は、まだリスクが高いと判断していたのだ。かといって、暁月が美兎の外出を制限している訳ではない。暁月はよく、近所のコンビニやスーパー、本屋やファミレスなどへと積極的に美兎を連れて行く。それは、美兎が暁月の妹である事を、周囲に知らしめるためだ。

　本来であれば、それすらも危険な行こう為い。昔からの知り合いである近所の人に顔を見られれば、美兎が暁月の妹でない事は一目で気が付かれてしまうのだから。しかし、それでも暁月は美兎を連れて外出している。周囲に対しては、美兎は確かに暁月の妹であり、異世界に行った時に外見が変わってしまい、記憶も失くしてしまっているだけだと言って。

　美兎は知っている。暁月は、できうる限りの事を自分にしてくれていると。

　しかし暁月は苦笑しながら、

「ああ、そうだな……悪かったな美兎。これからは好きな所へ連れて行ってやるから、行きたい所があったら言ってくれ」

「そんな……良いよボクは」

　恐きよう縮しゆくする美兎を、千影は咎とがめるように、

「何を遠えん慮りよしているんだい？　二人は兄きよ妹うだいだろう。甘あまえたい時は甘えなくては駄だ目めだよ」

「五泉いずみの言う通りだ。こっちの世界の記憶がないから、色々と不慣れで怖いかも知れないが、お前も少しずつ慣れて行かないとな」

　と、暁月。美兎の頭をクシャと撫でながら、

「俺もこの世界を、もっとお前に見せてやりたいしな……」

「…………うん」

　美兎が頷くと、暁月はフッと笑えみを浮かべ、前を歩き出した。

　美兎は、その背中に向かってポツリと呟いた。

「………ずるいよ」

「どうかした、凰沢さん？」

「ううん……何でもない。ボク達も行こうよ」

　こちらを見上げてくる葛葉に、美兎は微笑を見せながら、そっと心の中で思う。

　反則だよ──と。そうやって穏やかに笑って、優やさしく頭を撫でられたら。

　……ボクが何も言えなくなる事、知っているくせに……。
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　今回、美兎達がショッピングモールを訪れたのには理由がある。

　それは美兎の私服の買い出しだ。美兎は、暁月によってアレイザードからこの世界へと連れて来られた。そんな美兎が着ている衣服は、全て行方ゆくえ不明になっている本物の暁月の妹の物である。

　同い年の少女としては、やや小さいながらも標準的なサイズ。

　とはいえ身体の大きさや体型などは千せん差さ万ばん別べつ。他人の衣服が、ぴったり身体に合う筈もなく。

　それでも、騙だまし騙し何とかやっていたのだが、とうとう限界が来てしまったのだ。

　靴くつなど緊きん急きゆ性うせいの高い物は、近所の大型スーパーで購こう入にゆうしたし、バベル指定のローファも美兎の足のサイズに合わせた物を揃えたため問題はない。

　ところが私服についても、大型スーパーの衣料品売り場で幾いくつか購入していたのだが、しかしそうした店舗で売られている衣服は、いずれも標準的なサイズの既き製せい品ひんばかりで。

　やはりどこか美兎には合わなかった──主に胸が。

「──こっちだよ。女性服はノースウエストエリアだ」

　案内板の前で立ち止まっていた美兎達を、千影は手招き。

　立体交差のエスカレーターに乗って、目的のエリアへ向かいながら、

「五泉は良く来るのか、ここ？」

　暁月の問いに、千影はこちらを振り返って、

「まあ、ほとんど付き添いだけどね。大体どこに何があるのかは解るつもりだよ」

「どうせ女の子とばかり来てるんでしょ……」

　やれやれと溜ため息いきを吐く葛葉に、

「構わないだろう。女の子同士での買い物だ。どこに問題があるんだい？」

　しれっと千影は笑う。

　……それって、きっとデートだよね。

　美兎は心の中で苦笑してから、エスカレーターから見えるショッピングモールの風景を眺ながめた。

　幸せそうに買い物をする人々の表情を。客層のほとんどが家族連れか恋こい人びと連れで。

　美兎は思う。こんな場所に好きな人と二人で来られたら、きっと楽しいのだろうと。

　それこそ、千影のように。

　……けど、それは贅沢だよね。

　自分は、こうして四人で来られるだけでも幸せなのだ。

　充じゆ分うぶんに楽しい。だから、これで満足しなければ。

「……………………」

　何気なく、美兎は二つ前のステップに立つ、暁月の背中を見た。

　そしてぼんやりと思う。暁月も今、自分と同じ様に楽しんでいるのだろうかと。



　ノースウエストエリアに、女性下着の専門店は幾つかあった。

　その多くが若者向けのブランドの中、千影が案内してくれたのは一番奥の方にある、落ち着いた雰囲気の高級そうな店だ。

　かといって、成人女性向けの大人びたデザインの物ばかりという訳ではなくて。

「あ……ここってもしかして」

　美兎は、壁かべに貼はられているポスターを見て理解する。この店は、大きめのサイズも作っている海外ブランドを扱あつかっている店舗なのだと。すると千影が「さて」と前置きして、

「美兎は、自分のサイズが解らないんだったよね……それなら、まずは店員を呼ぼうか」

「──その前に、凰沢君はどこまで付いてくる気なのかしら？」

　ジト眼で見る葛葉に、暁月は悪びれた様子もなく、

「何かまずかったか？　俺以外にも野や郎ろうはいるみたいだぜ」

　確かに暁月の言う通り、女性下着のショップとはいえ、男子禁制という訳ではない。

　美兎達以外のお客の中には、恋人同士と思われるカップルの姿が、ちらほらとではあるが見受けられた。とはいえ、暁月のようにここまで堂々としているのもどうかと思う。

「……どっちが良い？」

「えっ──…」

　突然の問とい掛けに、美兎は驚いて暁月を見た。暁月はさらりと、

「お前が嫌なら、俺は向こうの方で待ってるけどよ……どうする？」

「あ……えっと」

　そこでようやく、暁月がこちらに気を遣つかっているのだと気が付いた。

　暁月にしてみれば、どこで何があるか解らない以上、美兎に付いて来ているだけなのだ。

　……どうしよう。

　千影や葛葉が居てくれるのなら、暁月は居なくても大だい丈じよ夫うぶだろうか。そこで美兎はリスクを考えてみる。このまま自分の下着選びに、暁月が同行したらどうなるかと。ふと暁月を見ると、何故か爽さわやかな笑みを返された。不安だ。女好き、エッチ、スケベ、鬼き畜ちくな暁月が一緒だなんて。何かとてつもなく良からぬ展開になりそうな感じがプンプンする。

　……うん、あっちで待ってて貰おう。

　速そつ攻こうで出た脳内会議の結論を暁月に伝えようとして、しかしはたと美兎は思おもい留とどまる。

　──もし何か予期せぬ問題が起きた時、一体どうすれば良いだろうかと。

　暁月が起こすトラブルになら、美兎でも対応できるだろう。だが、こちらの世界に疎うとい美兎には対応できない問題が起きた時、それをフォローできるのは暁月しかいない。千影や葛葉に頼たよる事もできるだろうが、二人は全ての事情を知っている訳ではないのだから。

　究極の選せん択たくを迫せまられた美兎は、やがて、

「ううっ…………一緒にいて」

　断腸の思いでそうポツリと告げると、暁月は自信たっぷりに頷き、

「よっしゃ任せとけ。ちなみに、俺のセンスは中々のもんだぞ。これでもあっちの世界で、一時は娼館ギルドの護衛もやってたからな。その時に、仲良くなった店の娘達の下着選びとか良く付き合ってたからよ」

「そ、そんな裏話が……」

　まさかそんな真似までやっていたとは。聞きたくもない過去を聞かされて、美兎は早さつ速そく自分のした選択を後悔しそうになる。と、そこへ、

「いらっしゃいませー。お客様、何かお探しでしょうか？」

　若い女性店員が、こちらへ声を掛けてくる。

　四人連れが店の入り口で話し込んでいたのだ。目立って当然だった。

「えっと、あの……」

　美兎がしどろもどろになっていると、暁月は後ろから美兎の両りよ肩うかたを掴つかんで前へ押おし出し。

　告げる。

「こいつの下着を探してるんだ。良い感じのをよろしく頼たのむ」



「それでは、準備ができたら声を掛けて下さい」

　ごゆっくりどうぞ、と言って店員は試着室を出て行った。

　一人残された美兎は、所在なさげにキョロキョロと室内を見回す。

　四畳半程の、細長い小さな個室だった。とはいえ、試着室にしては広い方だ。

　室内は当然の如くシンプル。全身を映せる姿見と、その反対方向の壁かべ際ぎわに設置された木製のベンチ。その上には座すわれるだけでなく、脱だつ衣い籠かごも置かれていた。

　仕方なく、美兎はそろそろと着ている服を脱ぬぎ始めた。だが、試着用の下着は持ち込んでいない。

　取りあえず、バストのサイズを測る事になったからだ。

　上半身裸はだかになった美兎は、姿見に映った自分の身体を見る。

「ん…………」

　モジ……と自然に身体が縮こまった。家の脱だつ衣い所とは違ちがうため、どうにも気分が落ち着かない。

　そこへ、

『失礼します。ご準備の方、大丈夫ですかー？』

「あ、はいっ……大丈夫です！」

　扉とびらの向こうからの問い掛けに、美兎は慌てて返事。すると試着室の扉が開いて、中に女性店員が入って来た。

「それじゃ、胸のサイズ測っちゃいますね。はい背筋伸のばしてー。ちょーっと脇わきの下失礼します」

　手にはメジャー。女性店員は手て馴なれた手付きで、正面から美兎の背中に両手を回す。

　そしてふと、しみじみとした口調で、

「お客さんのおっぱい、大きくて綺き麗れいですね……羨うらやましいなぁ」

「そ、そうなんですか……ボク自分では良く解らないので……ん」

　メジャーの冷たさを肌が感じて、美兎は小さく身をよじる。

「全然そうですよー。あたしも商しよ売うば柄いがら、色んな人の見てますけど、ちょっと今感動してますもん。お客さんのは大きさも凄いんですけど、とにかく形が綺麗です。と、動かないで下さい……はい大丈夫です。じゃ、次にアンダー測っちゃいますね」

　そう言って、女性店員は手早くアンダーも計測。

「はい、お疲つかれ様さまです。じゃあ、今測った大きさに合ったサイズで、先程選んでいただいてたデザインの物をお持ちしますね」

「あ、はい……お願いします」

　美兎はペコリと頭を下げた。サイズを測ってから、もう一度服を着て商品を選んでは二度手間になるため、先に気に入ったデザインの物を選んでおいたのだ。

　程なくして女性店員は、先程美兎が選んだ幾つかの下着を手に戻ってきた。

「それじゃあ、ここに置いておきますね」

「ど、どうも……あの、でも」

　女性店員が持ってきた下着を見て、美兎が困こん惑わくしたように、

「ちょっとこれ、幾らなんでも大きすぎるような……。あと、何かボクが選んでない物まで混じってるんですけど」

「ウチに来たお客さん、みんなそう言うんですけど、大丈夫です。サイズはピッタリの筈はずですから。デザインが違う奴は、あたしのお薦すすめです」

　そう言って美兎の耳元に口を寄せて、

「それ着けたら、あの格好良い彼氏さん絶対に喜びますよ」

「────っ？」

　途と端たんに美兎の顔が真っ赤になった。慌てて首をブンブン振って、

「ち、違うよっ。あの人は別にそんなんじゃ……」

「あれ、ひょっとして片かた想おもいですか？　だったら尚なお更さら、こういうの一枚くらい持っておきましょうよ。スタイルの良いお客さんがこの下着を着ければ、どんな男性も悩のう殺さつできますよ」

「そ、そんな物ぶつ騒そうな真似……絶対に駄目だよっ」

　あの暁月を悩殺だなんて、一体どうなってしまうのか。想像するだに恐ろしい。

　恐ろしいのだが……美兎はチラと女性店員が持ってきた下着を見た。美兎が選んだ物と比べて幾いく分ぶん過激ではあるが、露ろ骨こつだったり下品だったりはしていない。レースの刺しし繍ゆう以外の生き地じが薄く、もう少しで肌が透けて見えそうなのが気になるものの、上品な部類に入るだろう。その辺りはこの女性店員もプロという事か。お客に合った物を選んでくれた訳だ。

　どうしよう。折せつ角かくの女性店員の厚こう意いを無下にするのも気が引ける。すると、

「あ、じゃあこうしましょう。お客さん、ブラのサイズが大きすぎて不安みたいですし、今日ここできちんとした着け方を覚えて帰りましょうよ。あたしが正しいやり方を教えますんで。で、試ためしにこの下着を合わせてみません？　絶対に似合いますから」

「正しい着け方……」

　確かに、それは覚えた方が良いだろうと美兎も思う。折角買った下着を、また駄目にするのも嫌だし。それに、試すだけなら問題はないだろうし……。

「じゃあ……合わせるだけなら」

　仕方なく美兎は頷いた。それから女性店員に言われるままに、身体を前に倒したり、左右に曲げたりして、試着を任せる事数分。ようやく美兎はブラジャーを着け終わった。

　その仕上がりを見て、美兎は驚きの声を上げる。

「凄い……こんな風になるんだ」

　これまでより胸の大きさも、そして高さも一回り上になった気がする。プロが手伝ってくれたお陰かげか、胸の形もずっと綺麗だ。しかし、女性店員はどこか恨うらめしそうに、

「いや、普ふ通つうはもっと劇的に変わるんですよ……身体を前に倒したり、左右に曲げると、形が崩くずれた胸のお肉が脇とか腰とかに流れるので。それをブラのカップの中に収めるんです。でも、お客さんの場合スタイルが抜ばつ群ぐんだから、身体を曲げても大きい胸がカップの縁ふちから零こぼれるだけで……それをきちんと収めてあげただけですよ」

　嘆息。そこで「まあでも」と女性店員はフッと表情を和やわらげ、美兎の隣となりに並んだ。

　二人で一緒に姿見を眺める。

「やっぱりあたしの見立てに間ま違ちがいはなかったです。どうですか、この下着を着けてみて。凄く似合ってるって、お客さんも思いません？」

「それは……まあ」

　美兎は思わず頷いた。すると女性店員は満足そうに、

「ありがとうございます。それじゃあ、良かったら下も合わせてみて下さい」

「下って……まさかショーツも？」

　驚く美兎に、女性店員は「ええ」と頷いて、

「本当に似合うかどうかって、上下で着てみないと解らないですよ。服の上から当てたり、ブラだけ着けて買ってみたものの、家に帰っていざ身に着けてみたらちょっと想像と違ったりとかして。それで後こう悔かいされるお客さんも結構居ますし。脱衣籠の中に、使い捨てのペーパーショーツが入ってますんで、それの上から穿はいてみて下さい」

　あたしは外に出てますんで、と言い残して女性店員は試着室を出て行った。

　それまで賑やかだった室内が、一気に静まり返る。

「………………えっと」

　困惑しながらも、取り敢えず言われた通り、美兎はショーツも試着してみる事にした。

　ホックを外し、ファスナーを下ろせばスカートが床ゆかに落ちて。そして美兎はゆっくりと手を滑すべらせるように穿いていたショーツを下ろして足を抜ぬくと、破けないようにそっとペーパーショーツを穿き、その上から試着しているブラとセットのショーツを穿いてみた。

　見る。鏡に映し出された自分の姿を。くるりと後ろを向き、背中の様子も確かく認にんした。

　少しだけ過激だが、それでも確かにその下着は美兎に似合っていて。

　女性店員の言葉を思い出した。この下着を着けたら、暁月が絶対に喜ぶと。

「………………まさかね」

　美兎はそれはないと思う。暁月は言っていた。かつてアレイザードにいた頃ころ、娼館ギルドの護衛をしていた事があり、店の娘達の下着を良く見ていたと。

　娼館の娘達が着るような下着は、それこそ信じられない位に扇せん情じよ的うてきな物ばかりだ。

　自分がこんな下着を着けたくらいで、暁月がどうこう思う事などないだろう。

　美兎は、両の指先でそっと胸の膨らみに触れながら思う。

　……それでも、もし見せてあげたら……喜ぶかな？

「──って、何考えるのさボクっ。駄目だよ、下着なんか見せたら！」

　美兎は慌てて、自分が今思い浮かべていた危険な思考を振り払はらう。

　やっぱりこの下着は止めよう。変な事を考えてしまう……それより、早く他の下着を試着して、買い物を済ませなくては。暁月だけじゃなく、千影や葛葉も待たせているのだし。

　美兎はいそいそと背中に手を回した。

「あ、あれ……？」

　しかしホックが外れない。ホックが変な噛かみ方かたでもしたのだろうか。美兎は姿見に自分の背中を映して見るが、特におかしな所は見受けられない。ならば、後は力の問題か。美兎は力任せに、ホックを緩ゆるめようとした。そして、上側半分だけホックが外れたのと同時、

　ブチブチッ

　激しく嫌な音がした。美兎は思わず息を呑のんで凍り付く。

「……………………」

　青い顔で、恐る恐る鏡に背中を向け──そして見る。

　ホックの下側辺りが破けていた。これまでに駄目にした、ブラジャーと同じように。



３



　女の子の下着姿は大好きだが、だからといって下着その物を見ても楽しくはない。

　それが凰沢暁月の考えだ。美兎が試着室に入ってもうかれこれ二十分。暁月はすっかり手て持もち無ぶ沙さ汰たになっていた。

　……五泉も委員長も、試着しに行っちまったしな。

　美兎が試着室に入ってしばらくすると、どうせならとばかりに千影と葛葉も気に入った下着を手に、それぞれ別の試着室へ行ってしまった。という訳で、現在暁月は一人きりだ。

　カップルなど恋こい人びと同どう伴はんならともかく、男が一人で女性下着専門店に居るというのは、流石さすがにちょっと無理があるだろうと暁月は思う。先程からそこはかとなく他の女性客から来る、不ふ審しん者しやを見るような視線も気になるし。ここは一つ、店員の誰かと会話をして誤解を解くべきか。そんな事をぼんやりと考えていると、

「……ねえ……ちょっと……ねえってば」

　ふと、ひそひそ声が暁月を呼んだ。何事かと、暁月が声のした方を振り返ると、何故か美兎が試着室から顔だけ出していて。そして視線が合うと、素す早ばやい動きで手招きされる。

「…………どうした？」

「────」

　仕方なく暁月がそちらへ向かうと、美兎は暁月の肩かた越ごしに店内の様子を油断なく確認。そして人目がない瞬しゆ間んかんを狙ねらって暁月を試着室の中へと引っ張り込んだ。

「おいおい何だよ……ん？」

　少しだけ驚きを得ながら暁月は言って、そして眼を丸くした。何故かショーツ一枚の美兎が、片手で胸を隠かくしながら、半泣きでこちらを見てくる。そして、

「どうしよう、売り物の下着壊こわしちゃった……」

　一枚のブラジャーを差し出した。仕方なく暁月はそれを受け取り、確認して──頷いた。

「ああ……確かに壊れちまってんな」

「ど、どうしよう……」

「どうしようも何も……謝あやまって弁べん償しようするしかねーだろ」

「……見てみてよ、その値札」

「値札？　何だよ高いのか？　幾ら高いって言っても──ああ、ちょっと高いなこりゃ」

　ブラジャーだけで、お値段一万五千円。先刻まで暇ひまだったので、ぼんやりと店内を見て回っていたのだが、大体どれも五千円前後の価格だった。

「まあ、お前が気に入ったのが偶たま々たまそうだっていうんなら仕方ねーだろ」

「違うよ、これは店員さんのお薦めなの……でもどうしよう、まさかこんなに高いなんて。ウマーイ棒なら千五百本、おっちゃんイカなら五百枚だよ？」

「そうだけど、何で駄だ菓が子し換かん算ざんよ？」

　暁月は思う。一度試ためしに食べさせてみた所とても気に入ったため、コンビニやスーパーへ行く度に買かい与あたえていたのだが。どうやら少しやりすぎたかもしれない。

　美兎は縋すがる様な瞳で、

「ねえ、何とか直して使えないかな？」

「いや難しいと思うぜ。ここって多分、一番負ふ荷かが掛かる場所だろ。素しろ人うとが繕つくろった所で、またすぐに壊れちまう──」

『お客さーん？　随ずい分ぶん時間が掛かってますけど、どうかしました？』

　突とつ然ぜんのノックと呼びかけに、美兎は顔色を変えて飛び上がった。

「ど、ど、どうしよう？　こんな所に二人で居るのを見られたら、破は滅めつだよっ！」

「いや、別に破滅はせんだろ」

　右往左往する美兎を見て、暁月が冷静に告げると、

「………………隠れて」

　据すわった眼で美兎がこちらを見た。暁月は困惑したように、

「おいおい、こんな狭せまくて何もない部屋の何ど処こにだよ？」

「いいから隠れて。早くして！」

『お客さん、入りますよー？　良いですか、良いですねー？　じゃあ、入りますよー』

　その直後、試着室の扉が開いて女性店員が中へと入って来た。



「あれ？　お客さん一人ですか？」

　女性店員が不思議そうな顔をしている。

　美兎は頬ほおに、たらーっと汗あせを流しながらコクコク頷いて、

「うん、そうだよ？　他ほかには誰だれも来てないよ？」

「そうですか……あれ、お客さんまだその下着を試してたんですか？　あれからもう随分と時間が経たってるのに」

　ふと気がついた様に指摘する女性店員に、美兎は必死に言い訳。

「えっと、これは──そう、色々試してみたんだけど、やっぱり店員さんが選んだのが一番良かったなって思って。それで、もう一度着てみようかなって……」

　美兎は思う。我ながら苦しい言い訳だと。すると、

「本当ですか？　嬉うれしいな、そう言って貰もらえると。あたしも選んだ甲か斐いがあります。ちょっとお値段は高いんですけど……実はこの下着って凄すごい秘密があるんですよ。今までに買ったお客さんからは、恋人が凄く喜んでたって好評なんです」

　女性店員は笑え顔がおで言って、

「では、商品をレジにお持ちして──」

「そ、それはちょっと待って……ほ、ほらボクまだショーツ穿いたままだもん。やっぱり店員さんの言った通り、この下着は上下セットで買おうと思って」

「そうですか？　うわー、ありがとうございます。それじゃ、レジでお待ちしてますね」

　店員は嬉しそうに言って、試着室を出て行った。美兎は大きく溜め息を吐く。すると、

「──おい、溜め息を吐きたいのはこっちだぞ」

　ふと、恨みがましい声がした。美兎は声のした方を見る。それは上──試着室の天てん井じようだ。

　天井付近の壁。そこに腕うで組ぐみした暁月が、垂直に立つようにして張り付いていた。あたかも、先日の浴室での時と同じ様に。暁月は音もなく床へ降り立ち、そして嘆息する。

「どうすんだお前。下まで買うとか言って……それが幾らか知ってるのか？」

「そ、そうだったっ……どうしようボク、思わず勢いで」

　キョロキョロと値札を探す。すると、暁月に、両手でがっしりと尻しりをホールドされた。

「ちょ、ちょっと！」

　そして慌てて思い出す。自分が今、先程まで見せるのも躊躇ためらっていた下着姿だという事に。思わず身をよじろうとすると、

「やかましい。動くと見えねーだろ」

　思わず上げたこちらの非難の声に、暁月は平然と、

「一万二千五百円……上と合わせると、合計で二万七千五百円だな」

　それを聞いた美兎が戦せん慄りつする。

「ゴリゴリ君だと四百六十本……っ」

「駄だ菓が子しはもう良いっつの。ほら、もう仕方ねーだろ。正直に謝ろうぜ」

「…………………………」

　暁月の言葉に、しかし美兎は沈ちん黙もくして項うな垂だれた。暁月はやれやれと肩を竦めて、

「まあ、お前もアレイザードじゃ魔族の王女だったんだから、これまでは何かやらかしても謝る必要もなければ、咎められる事もなかったかもしれないけどよ。こっちの世界では、お前は俺の妹なんだ。何かやらかしたら、謝らなきゃならないのは解るだろ？　それとも、謝るのが嫌なのか？」

　暁月の言葉に、美兎は黙だまって首を振った。そうじゃない。店員に謝るつもりはあるのだ。

　ただ、どうしても我が慢まんできない事があって。

　しかし、それを言葉にできずに俯うつむく事しかできない。

「……こら、黙ってたら解らねえだろ」

　と、暁月。小さく嘆息して、

「とはいえ、まあ今回はお前だけが悪いんじゃないだろうし。さて、どうするかな……」

　すると、試着室の扉の向こうからノックと声。

『美兎、あたしだ。良いかい？　入るよ？』

　そして、こちらが制止する間もなく千影が扉を開けて中へと入って来た。その後ろからは、葛葉も一いつ緒しよに。

「随分と試着に時間が掛かってるけど、一体どう──」

　そこまで言って、千影は言葉を失った。無表情な葛葉が、一いつし瞬ゆん眼めを丸くして。

　時が止まった気がした。

「……何してるの？　まさかとは思ったけど、何で凰沢君がここに居る訳？　しかも、どうして彼かの女じよがパンツ一枚で泣いているの？」

「ち、違うよ……これは別に何でもなくて」

　絶対零度の視線を向ける葛葉に、美兎は慌あわてて手で眼を擦こすった。しかし、

「ちょっとトラブルがあってよ。こいつに助けを求められたんだが……まさか俺の方がこいつを泣かせちまうとはな」

　暁月はやれやれと頭を掻かいて、そして言った。真っ直ぐな瞳で、

「だから俺が何とかするさ──この俺の美学に懸かけて」



　困惑している美兎の眼の前で、暁月は千影に女性店員を呼びに行かせた。

　程ほどなくして試着室の扉がノックされ、中に女性店員が入って来る。

　彼女はこちらと暁月を見るなり、何故か顔を赤くして、

「あの……お二人の事情は解りますけど、ウチの試着室で──というのは困るんですが」

「え……何の事？」

　何を言っているのか解らず、思わず問い返す美兎に、店員を呼んできた千影が耳打ち。

「暁月がここにいる事を説明しなきゃいけなかったから、二人は付き合ってるという事にしておいたよ。それも兄妹で恋人同士だとね。だから二人は、他人の目が気になり外では中々イチャイチャできないため、こういう人目に付かない場所で互たがいの想いを確かめ合ってると説明しておいた」

「ちょ、待っ～～～～～っ」

　デタラメも良い所だ。思わず、美兎は絶ぜつ叫きようしそうになる。

　辛うじて言葉を飲み込むと同時、

「実は、妹があんたの薦めてくれた下着を買いたいみたいなんだが……ちょっとサイズが合わないみたいなんだ」

　暁月は頭を掻きながら、困ったようにそう打ち明けた。

　しかし、これには女性店員も納なつ得とく行かないように、

「えっと……失礼ですが、先刻あたしも試着を手伝っててですね。その時は何の問題もなかったんですけど」

　とはいえ流石さすがは客商売。こちらを非難せずに、穏おだやかに事実を述べてくる。

　しかし、暁月は大おお仰ぎように首を振って、

「残念だが、それは見込み違いだったみたいだぜ」

「いや……普通にメジャーで測りましたし。ちゃんと身体付きも確認させて貰って、大き目の物をご用意しましたよ？」

　少し不満気に言う女性店員に、暁月はニッと不敵に笑って、

「なら、証明してやるよ。あんたが持ってきた物より、三サイズ上のを持ってきな」

「ちょ、ちょっと！」

　慌てて美兎は、暁月を制止した。幾らなんでも、無む茶ちやにも程がある。

　しかし、これには流石に店員も穏やかではいられなかったようで、

「あの、一応あたしもプロなんで、幾らなんでも三サイズは間違えませんよ。そりゃウチの店は、他の店の商品よりも細かいサイズで刻んでますけど……それでも三サイズはないです。そんな違い、それこそ素人でも解るレベルじゃないですか」

「良いから良いから、言われた通り持って来てみな。俺が面おも白しろい物を見せてやるからよ」

　暁月の言葉を挑ちよう戦せん状じようと受け取ったのか、女性店員は「良いですよ」と言って試着室を出て行った。暁月はそれを見届けて、

「さて、あの店員が戻ってくる前に準備を済ませておかないとな。おい美兎、ちょっとこっちに背中向けてみ」

「──嫌いやだよ」

　美兎は警けい戒かいしたように後あと退ずさる。

「ボク解ってるよ？　どうせ、こないだみたいな変なツボを押すつもりなんでしょ。今度は何、胸を大きくするツボ？　冗じよ談うだんじゃないよ、あんな真ま似ねは二度とさせないからね」

「何を勝手に思い込んでるんだ、お前は……大体肉体改造のツボなんざ、本人の了りよう承しようなしに押す訳ねえだろ」

　……よく言うよ、あんな鬼畜なツボを押しといて。

　美兎は心の中で毒づく。先日の体育倉庫の一件を、忘れたとは言わせない。

　というか、やっぱりあるのか肉体改造のツボ。そちらの方も聞き捨てならない。

　すると暁月は嘆息して、

「心配するな。お前の身体を、本来の正しい状態に戻すだけだ。何もおかしな事はしない」

　どうする時間がないぜ、と言われて美兎は仕方なしに了承した。

　くるりと背中を向け、意を決したようにギュッと眼を瞑つぶる。

「…………良いよ」

　告げると同時、

「だから、緊きん張ちようするなって……」

　苦笑混じりの声と共に、首の後ろの軽い衝しよ撃うげきが来た。

　途端に、ふっと身体が軽くなる。急に楽になったのだ。

「ねえ、今のは──？」

　訊たずねようと振り向むこうとして、しかしそれができない。暁月が、美兎の両肩に大きな手を置いていたからだ。そして、

「──そのまま動くなよ」

　そう告げられた直後、美兎の身体から有りえない音がした。
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　女性店員が持ってきた三サイズ上のブラジャーは、確かに美兎の素しろ人うと目めにも、一回り大きな物だった。暁月はそれを鷹おう揚ようと受け取り、

「さて、それじゃ行くぞ。覚かく悟ごは良いな？」

　覚悟などできていないが、それでも美兎は頷うなずくしかない。

　……一体、何でこんな事になったんだろ。

　どうして自分が、友人や他人の眼の前で、暁月にブラジャーを着けられなければならないのだろうか。思わず思考が、遠くへ逃とう避ひ行こうしそうになる。

　しかしすぐに美兎は思い直す。悪いのは自分なのだと。だからこの後、自分はまずこの店員に謝らなくてはならない。だが、その前に、

「……ねえ、本当に大丈夫なの？」

　美兎は小声で背後の暁月に囁ささやいた。

「先刻あの店員さんが測ったサイズの下着、ぴったりだったんだよ？」

　しかし、暁月は余よ裕ゆうの表情で、

「心配するな。先刻も言ったが、昔娼館ギルドの用心棒をやっていた時は、店の娘達の下着の見立てをやってたんだが……最後には着付けまで俺がやってたからな」

　何故ならば、

「あいつらは身体が資本だろ？　俺がやってやると胸は大きく見せられるし、身体のラインもメチャクチャ綺麗になって客が増えるって、それはもう評判が良くてよ。ただまあ、ちょっと無む駄だに気持ち良すぎるのが玉たまに瑕きずだったみたいだけどな」

「何それ……じょ、冗談だよね？」

　思わず怖こわくなった美兎に、暁月は笑いながら、

「まあ、早い話が──」

　結論。

「ブラジャーってのはな、要はおっぱいの詰つめ放題なんだよ」



　そして五分後。

　美兎は肩で息をしながら、試着室の床に尻餅をついていた。顔が赤くなっているのが自分でも解わかる。吐と息いきが熱いのも。美兎は唇くちびるを噛み締しめながら、暁月の言葉を思い出した。

　認めたくない。認めたくないが……確かに気持ち良かった──無駄に！

　女性店員にやって貰った時は、何も感じなかったのに。暁月に触れられると、躰からだがこちらの言う事を聞かない位に反応してしまって。

　しかし流石と言うべきか、それとも恐ろしいと言うべきか──美兎の胸は、あの三サイズ上のブラいっぱいにたっぷりと収められていた。

「ほれ。立ってきちんと見てみろよ……」

　暁月に腰を抱だかれて立たされる。そして鏡に映った自分は、当然の如く下着姿で。

　しかし、恥はずかしさよりも先に驚おどろきが来る。

　胸が大きくなっただけでなく、先さき程ほどまでとは根本的に躰の線が変わっていた。

　息を呑むようなまろみを帯びたラインの胸と尻は、明らかに位置が高くなっている。

　そしてキュッと細くなった腰周り。これは確かに、娼館の娘達が殺さつ到とうするのも頷ける。

　ここまでの物を見せられては、流石に女性店員も納得せざるを得なかったようで、

「よく解りました……お客さんの言った通りだったんですね」

「ま、そういう事だな。で、だ……申し訳ないんだが」

　と、面めん目ぼくなさそうに暁月。

「実は先刻選んで貰った物は、俺が無茶したらサイズが小さすぎて壊れちまってよ」

「ちょっ──～～～っ？」

　違うと叫さけぼうとしたら、躰に残っていた暁月に触れられた熱の残ざん滓しが反応して、美兎はぺたんと床に尻餅をついてしまう。すると店員は苦笑して、

「そんな事だと思ってました。良いですよ破損代は。プロとして、きちんとしたサイズをお持ちしなかったあたしが悪いんですから」

「いいや、あんたは悪くない」

　しかし暁月は首を振ふって、

「本当なら、あんたの見立てに間違いはなかったんだからな」

「でも、現にこうして……」

「正確には、下着屋のあんたにはどうしようもない話さ。実は先刻あんたがこの下着を取りに行ってる間に、おれはこいつの躰にちょっとした仕し掛かけをしてな」

　それは、

「妹はこっちの世界の記憶がなくてね、今日みたいに一人になって買い物をしようとすると、不安になるのかどうしても躰に力が入っちまうみたいでよ。そして人間の体は、力むと縮むものだろ。だから俺は、こいつの体に入っていた余計な力を抜いてやったのさ」

　それでまず一サイズ。次に、

「こいつは自分の胸がコンプレックスなのか、不自然な前まえ屈かがみの体勢でいる事が多くてよ。普通にしているだけでも人間の骨格は歪ゆがむのに、こいつにはちょっと猫ねこ背ぜグセが付いてたんだ。そんな奴やつがそのまま背筋を伸ばしても、正しい姿勢にはならないんだよ。だからその歪みを、ちょいと直してもう一サイズって訳だ」

「最後の一サイズは……？」

　問い掛ける女性店員に、暁月はニッと笑って、

「残念ながらそいつは企業秘密だ。とにかくそういう訳だから、自分のミスだなんて、あんたが気に病やむ必要はないぜ。破損代はきちんと払う。その代わり、今度はこいつ一人でこの店に来る事もあるだろう。その時は、あんたがまた面めん倒どうを見てやってくれ」

　色々と済まなかったな、と暁月が言った時だった。

「──違う、そうじゃないよっ！」

　美兎は声を張り上あげた。

「何で嘘うそを吐くの？　壊したのはボクなのに、謝らなきゃいけないのはボクだよっ」

「けどお前は──」

「謝りたくなかった訳じゃない……そんな事で黙ってた訳じゃないよ。ボクはただ──」

　言う。ずっと言い出せなかった事を。

「どうして解ってくれないの？　ボクはただ、君に迷めい惑わくを掛けたくないだけなのに……」

　ずっと思っていた……こちらの世界に連れて来られてからずっと。

　暁月が父ガリウスを倒たおしたからといって、彼かれが美兎の面倒を見る義務は本来ない。

　それなのに、暁月は父の遺ゆい言ごんに従ってくれて。それどころか、こちらの世界の事を何も解らない美兎を助けてくれている。だからどうして良いのか解らないのだ。何な故ぜなら、

　……そうやって君に守られてばかりいたら、ボクはどうやって君を憎にくめば良いの……？

　暁月が自分の面倒を見てくれるのと、彼を父の仇かたきとして許せないのとは、別の問題だという事は解っている。だが思うのだ。自分は彼がいなければ、とっくに死んでいてもおかしくない身の上なのだと。アレイザードでも──そしてこの世界でも。

　そして今、美兎はただ守られてばかりの存在で……そうやって暁月の情けに縋っている自分が、どうして彼を憎いと言えるだろう。暁月を心の奥おく底そこで憎いと思える──それすらも、暁月のお陰で生きていられるからだというのに。

　だからこそ、少しでもその恩に報むくいようと料理や家事をしているのだが、そんな物では全然足りないのだ。だけど他にできる事がなくて。強すぎる暁月の、助けになれるような事は何も。そうして面倒ばかり掛けているのに、この上迷惑など絶対に掛けられない。

　もしそうなれれば、ミュウの──父親を殺された魔ま王おうの娘むすめの悲しみは、もう何処にもなくなってしまうから。

　俯き肩を震ふるわせていると、ふと頭の上に心ここ地ちの良い重みを感じた。

　美兎はそっと顔を上げる。すると、眼めの前に暁月の穏やかな顔があって。

　彼の手が、そっとこちらの頬に触れてくる。

「悪かったな、気付いてやれなくて。だがな、たとえお前が俺をどう思おうと、この場所で、この世界で、俺おれ達たちは家族なんだ。家族はな、支え合って生きて行くものなんだよ」

　それに、

「お前は何もできないと言うが、それは違うぜ。お前にできる事はある。お前がこの世界で、俺の傍そばにいる事には理由があるんだ。今はまだ解らなくても良い。でも、きっといつか解る筈だ。たとえすぐには無理でも……いつかそれを見つけられるさ」

「っ────」

　肩を抱かれて、美兎は暁月の胸に顔を押し付ける。どうか自分の涙なみだを見られぬように。

　彼がまた自分の涙を、己おのれの責任と思わぬように。



　そして。

　当然ながら、そんな二人の様子を千影と葛葉、そして女性店員は間近で見ていて。

　思わず女性店員は貰い泣なきしながら、

「良い話ですね……」

「そうだね。馬ば鹿かなエロ話の筈が、いつの間にか少し泣ける良い話に……」

　頷く千影の隣で、葛葉は静かに、

「ええ、良い話ね──」

　ただし、

「ここが下着屋の試着室で──彼女が下着姿なのが、かなりシュールではあるけれど」

「………………………え？」

　葛葉の指摘が聞こえたのだろう。泣きじゃくっていた美兎はキョトンとこちらを向いて。

　そしてすぐに事態を理解し、

「う、うわぁ─────んっ！」

　今度は恥ずかしさの余り、泣きながら暁月を突つき飛とばした。
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　程なくして、美兎は落ち着きを取り戻した。

　軽く息を吐はいて呼吸を整えると、ブルっと小さな震えを得る。

　泣いた事で体温が下がったのだろう。早く服を着なければと、美兎は頬を赤らめながら自分の躰を見下ろして──そこで絶句。

「な……何これっ？」

　先刻透すけそうだと気になっていた、下着の生地──その部分がいつの間にか完全に透けていた。

　その結果あれ程上品だった下着が、とんでもなく扇情的な物へと変へん貌ぼうしている。

　思わず美兎が躰を屈かがめてその姿を隠すと、女性店員が思い出したとばかりに、

「あ、それはですね。着ている人の体温を吸収すると、生地が透ける下着なんです。ほら、人って興奮すると体温が上がるじゃないですか。なのでこの下着ってば、大事な日の勝負下着にはぴったりなんですよー」

　そんなん知るか。美兎は「う～」と、嬉しそうに解説する女性店員を見た。

　その眼に思わず涙が浮かぶ。

「じゃあ、私達は外に出てるよ」

「そうね」

　と、試着室を出て行こうとする千影と葛葉に、

「──何言ってんだ？　次はお前らの番だぞ？」

　暁月が信じられない事を言い出した。千影と葛葉が思わず振り返かえると、いつの間にか暁月の手に二組の下着が握にぎられていた。それを見た葛葉と千影がギョッとなる。

「凰沢君、それいつの間に……」

「信じられない……まるで気配を感じなかったのに」

　ブラジャーだけじゃなく、ショーツまで。戦慄する二人に、暁月は虚こ空くうを見つめて、

「俺の妹が恥ずかしくて泣いている──このままでは、こいつは恥ずかしさに耐たえ切れず、お前らを避さける様になるかもしれない。そうなれば、お前らも気まずさが先に来て、積極的にこいつと接点を持つ事はなくなるだろう。そして、自分達の存在が、こいつと疎そ遠えんになる原因になったとしたら、必然的にお前ら二人も、遠慮して互いに距きよ離りを置くようになるに違いない……」

　嘆なげかわしいとばかりに首を振りながら、まるで先日の体育倉庫での一件を髣ほう髴ふつとさせる様な事を言い出す。そして、

「お前らに、俺の妹のために協力する気はあるか？」

「ど、どうかな……」

「……私は遠慮したいわ」

　千影と葛葉が後退ろうとしたと同時。二人の着ていた衣服のありとあらゆるボタンとホックが外れ、ファスナーが全開になった。その下に──下着はない。

『～～～～～っ』

　慌ててしゃがみ込む二人の隣で、何故か女性店員まで真っ赤になりながら、

「な、何であたしまで脱がされるんですかっ？」

「そこに居たからついでだ」

　一言か。まるで呼吸をするのと同じ自然さで語る暁月に、女性店員は戦慄する。

　そして──暁月は三人の前に仁に王おう立ちになった。もう一度聞く。

「──お前らに、俺の妹のために協力する気はあるか？」

「ま、待ってよ暁月。この事は誰にも話さないから……」

「絶対に言わないわ、凰沢君」

「あたしも言いませんっ、マジで！」

「おいおい。口先だけなら誰でも言えるって、お前らはもう学んだだろ？　そんな簡単に口にできる絶対なんざ、空むなしいだけだぜ。同じ痛みを知っている奴だけが、他人に優やさしくなれるんだよ」

　大体。

「お前らとこいつは、三人仲良し聖水ガールズだろうが。今日はここでさらにその仲を深めるために、おっぱい同盟とか結んどこうぜ」

　うんうん頷く暁月に、千影・葛葉・女性店員の三人は必死になって許しを請こう。

　決して口外しないからと。しかし暁月が嘆たん息そくして、

「女の『誰にも言わないから』とか、そういうのが一番信じられねえんだよ──なあ？」

　ヘラヘラと笑いながらこちらを振り返った時には。

　美兎は既すでに、ＡＤによる聖錫の具現化を済ませていて。

　一いつ閃せんする。暁月のドタマ目め掛がけて。大声で叫びながら、

「──一番信じられないのは、君のそのおかしな頭の中だよっ！」
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　甘あまみを含ふくんだ、芳ほう香こうな匂においが鼻び腔こうをくすぐる。

　醤しよ油うゆ、みりん、砂糖の絶ぜつ妙みようなバランスで作られた『かえし』と、旨うま味みを生む鰹かつ節おぶしとコクと深みを出す鯖さば節ぶしの『出だ汁し』のハーモニーが織り成すのは、食欲をそそる蕎そ麦ばつゆだ。

　──あの後。美兎だけでなく、千影や葛葉までをも毒どく牙がに掛けようとしていた暁月をかっとばし、それでもきちんと店員に薦められたブラとショーツを購こう入にゆうして。

　そして今、四人はショッピングモールのフードコートにある蕎麦屋を訪れていた。

「お待たせしました。天ざる一つ、天ざる大盛り三枚一つ、なめこおろし蕎麦一つ、鴨かも南なん蛮ばん一つになります。ごゆっくりどうぞ～」

　威い勢せいの良い声と共に、店員が注文したメニューをテーブルの上に並べてゆく。

「えっと……」

　眼の前に置かれた紅の漆しつ器きも、敷しかれたすのこに盛られた『蕎麦』という麺めんも、そして衣が付いた天ぷらという揚あげ物ものも。アレイザードにはなく、またこちらの世界に来てからも食べた事がなかったため、美兎にとってはいずれも初見の食べ物だ。この世界に来て、初めての蕎麦屋。何を注文して良いのか解らず、取り敢えずは暁月と同じ物を注文したのだが。

　……う、食べ方が解らない……。

　見れば、千影や葛葉は麺とスープが一緒になったものを頼んだようだ。カップ麺なら知っている美兎は、心の中で失敗したと思う。自分もこんなセパレートタイプではなく、二人と同じ物を頼めば良かった。仕方なく美兎は、暁月の食べ方に倣ならおうと隣の様子を伺うかがっていると、ふと正面に座る葛葉と眼が合った。彼女は、箸はしを握った小さな手を止めて、

「……記き憶おくがないって、やっぱり色々と大変ね」

　この店に入る事を薦めた千影が、それを聞き「しまった」といった表情を浮かべて、

「そっか……こっちの世界の記憶がないんだったね」

　すまないと呟つぶやいて、

「私も気が利きかないな。蕎麦屋なんか止めて、洋食系の店にすれば良かったのに」

「あ、ううん平気。こっちこそごめんね、気を遣わせちゃって」

「謝る必要はねえよ……」

　優しく。しかし確かな口調に、その場にいた誰もが見る。

　声の主──暁月は、美兎に手本を見せるようにして蕎麦を啜すすりながら、

「解らない事は一つずつ覚えて──いや思い出していけば良いんだ。だからお前も五泉も、そんな事で互いに気を遣う事はねえ。それに先刻も言っただろ。困ったら家族を頼れ」

「………………うん」

　美兎は小さく頷くと、暁月と同じやり方で蕎麦を口へと運んだ。

　スッキリとしながら深いコクのあるつゆが、独特の風味のある麺と絡からんで。

　舌の上を踊おどり、するりと喉のどの奥おくへと通って行く。

「美お味いしい……」

　素す直なおな感想が口をついて出る。爽そう快かい感を伴ともなう美味。初めての味と感覚だった。

　そして、程なくして昼食は終しゆう了りよう。慣れれば蕎麦はツルツルと美兎の喉を通とおり抜け、気が付けば頼んだ一人前をペロリと平らげていた。驚きの食べやすさ。とはいえ隣の暁月がこちらの三倍以上の量を、美兎より先に食べ終えていた事にも驚いたけれど。

　蕎麦や天ぷら自体は、家庭でも作れる料理らしいが、このクラスの味となると、きちんとした店でなくては出せないのだという。

　……それなら……また来たいな。

　美兎は静かにそう思う。これからも、このメンバーとこの様な機会があれば良い。

　こうやって、小さな事を一つ一つ重ねて。少しずつ、この世界の事を知っていけば。

　いつかこの世界を『異世界』ではなく、『自分の世界』と思える日が来るのだろうか。



　店員がテーブルの上を片付け、湯のみにお茶を注ぎ直してくれる。

　そして暁月が、備え付けの爪つま楊よう枝じを銜くわえた時だった。

「──そういえば、暁月は来週のランキング戦はどうするんだい？」

　何気ない口調で千影に問われ、しかし暁月は眉まゆを顰ひそめる。

「……何だそれ？　来週にあるのは期末考査だろ？」

　バベルへの入学者は、基本的に全員が中ちゆ途うと編入だ。それは暁月や美兎も例外ではない。

　そしてカレンダーの上では、現在は年度末。間もなく定期試験のシーズンだった。

　国語や数学といった、基本的な座学についてはペーパーテストがある事は暁月も知っている。しかし、体育に当たる実技訓練には、特に試験はなかった筈。すると、

「やっぱり聞いてなかったんだね、先生の話……」

　美兎が呆あきれた様に小さく嘆息して、

「学科試験の後にやる、年度末の実技能力試験の事だよ。中等部や高等部といった教育課程ごとに、全クラスの生徒が参加する大規模な物なんだって。この試験の結果で、来年度の上半期のクラス分けが決まるんだよ？」

「ああ……そういや、そんな事を言ってた様な気もするな」

　言われてみれば、そんな話があった事だけ、ぼんやりと記憶の片かた隅すみに残っている。

　確か、Ａクラスから成績の良い順に校内ランキングが設定されており、試験の戦せん闘とう結果によって、その順位が変動する──という物だった筈だ。

「……で、『どうする』ってのは？　ランキング戦って事は、上位の奴から順に高いクラスへ振り分わけられるんだろ。他に何かあるのか？」

　暁月の言葉に、葛葉が「ええ」と肯こう定ていして、

「このランキング戦に関しては、チームを組む事が認められているのよ」

　実際の戦闘では、常に一対一という状じよう況きようという事は有り得ない。ましてや単純に能力が高い人間が勝つとも限らない。一対一では敵かなわないが、二対一なら当然勝敗が引っくり返る事もある。しかし、単に数の優位性だけでは語れない場合もあるのだ。連れん携けい力や、メンバーの相あいし性よう度が高ければ、たとえ二対十であろうとも、勝利できる事は有り得る。

　だが、逆に連携が上う手まく行かなければ、たとえ百人いようとも、たった一人にすら勝てない事もあるだろう。

「だから、各人の実力を最大限発揮できるように、チームを組む事が認められているって訳さ。とはいえ、余りに大人数だと不公平になるからね、上限は四人と定められてる」

　と、千影。

「ちなみに、どうして四人かと言えば、現ＪＰＮバベル最強のチームが四人だからだね。彼らを基準にしてルールが策定されているんだよ。そのチームっていうのが──」

「──生徒会の四人って訳だろ？」

　当たり前のように告げる暁月に、「ご名答」と千影は笑う。

　生徒会と同じか、それよりも少ない人数のチームでその実力を計れば──数の優位性という言いがかりを付けられる事なく、生徒会と実力を比ひ較かくする事ができるという訳だ。

　……成なる程、確かに理に適かなったルールかもな。

　暁月がぼんやりと思っていると、隣の美兎が首を傾かしげてこちらを見た。

「……で、どうするつもりなのさ？」

「どうするって言われてもな……」

　暁月は肩かたを竦すくめて見せた。

　ランキング戦などという物がある事自体、ほとんど覚えていなかったのだ。

　どうするとか、こうするとか以前の問題である。

「俺の事より、お前らはどうするんだよ」

「え？　ボク達はもうとっくに、三人一緒でチームを組むって決めてるよ」

　キョトンとしながら美兎に言われ、暁月は軽い驚きを得た。

　そしてフッと笑う。

 　……当たり前みたいに言うんだな。

　だが、それは良い傾けい向こうなのだろうと暁月は思う。アレイザードからこの世界へとやって来た美兎。そんな彼女が、暁月以外の人間との関係を、当たり前のように語れるというのは素す晴ばらしい進歩だ。それはこの世界に、彼女の居場所ができつつある事に他ならない。

　暁月は、正面の千影と葛葉を見る。

「良いのか、お前ら？」

「もちろん。あたしらの得意な魔ま法ほうは、それぞれ別の属性だから互いにフォローもしやすいし。それに普ふ段だんの実技訓練でも、良く一緒にやっているからね。チームを組むのは悪くない選せん択たくだよ」

　頷き、さらりと言う千影の隣で、葛葉は小さく嘆息しながら、

「私は別に良いって言ったんだけど……凰沢さんがどうしてもって言うから」

「うん。ありがとね、委員長」

「いやいや、礼なんて言う必要はないよ美兎」

　嬉しそうに笑う美兎に、千影は手を振りながら、

「こんな風に言ってるけど、どうせ委員長だって満まん更ざらでもないんだから」

「……どういう意味かしら、五泉？」

「顔が赤いって言ってるのさ。素直になりなよ委員長」

　千影は笑いながら、憮ぶ然ぜんとしている葛葉の頬をツンツンと突く。そんな仲の良さそうな眼の前の三人を見ながら、暁月は思う。美兎は編入したばかりで、少し前まで千影と葛葉は言葉を交かわす程度の仲だったのに。まるでそれが嘘の様だと。

　すると葛葉は、千影の手を払って「そんな事より」と美兎を促うながす。

「言うなら、きちんと伝えた方が良いと思うわ、凰沢さん。ここまで言っても多分、彼まだ気が付いていないわよ」

「う、うん……そうだね」

　美兎は少し頬を赤くして頷くと、「あ、あのね」と前置きしてこちらに向き直る。

「どうしてもって言うなら……ボク達と同じチームに入れてあげても良いよ？」

　素直になれない、遠回しな物言い。

　暁月は眉を顰めて、

「何だそりゃ……誘さそってんのか？」

「ち、違うよっ。ちゃんと聞きなよ、人の言った事！　どうせ組む人なんかいないだろうから、君がどうしてもって言うなら、入れてあげても良いかなってだけの話だよ！」

　慌てて大声でまくし立てる興奮気味の美兎に、暁月は人差し指で片耳を押さえながら、チラリと千影と葛葉を見る。すると二人は、苦くし笑ようしながらこちらに首を振った。

　……やっぱ誘ってるのか……さて、どうすっかな。

　コクーンである兄に辿たどり着つくには、氷ひ神かみ京きよ也うやが座すわっている生徒会長の椅い子すを奪うばう事が、最短距離の近道だ。そのためにはまず、ＪＰＮバベル内で頭角を現し、周囲が納得する形で京也への挑ちよ戦うせ権んけんを得なければならない。ならば今回のこのランキング戦というのは、そのための絶好の機会といえた。だが、もし最大の宣伝効果を得ようとするなら、暁月一人でランキング戦に挑いどんだ方が良いだろう。一人で他のチームを根こそぎ蹴け散ちらした方が、インパクトは大きい筈だ。

　しかし、暁月は思おもい留まる。

　……けどそうなると、成績が離はなれた場合は、クラスが別々になる可能性もあるのか。

　美兎が異世界の存在である事は、暁月だけが知っている事実であり、そして周囲には決して知られてはならない秘密だ。そのため入学検査の口頭試問では、美兎はこちらの世界の記憶を失くしていると伝え、日常生活のサポートのためにも同じクラスにして欲ほしいとバベル側に上じよ申うしんしている。

　今度もその事について教職員に相談すれば、多少は考こう慮りよして貰えるかもしれないが、もし本当に同じクラスになりたいのなら、一緒のチームに入れと言われるだろう。

　……という事は、むしろ同じチームじゃないとマズイのか。

　先日の訓練システム暴走や、テロリストの田た中なかみたいなイレギュラーなケースが、また起こらないとも限らないのだ。美兎が困っている時はフォローができ、何かあった時には守ってやれる位置に居なければ、いざという時に対応できない。だが、自分と一緒に居れば、必然的に美兎もまた注目される事になる。そうなれば結局は、美兎の事を知られてしまうリスクが増えてしまうだろう。

　ならば、どちらのリスクを取る方が良いのか。

「──────」

　考えるまでもない。そんな事は決まっている。

　……要は俺が、全部何とかすりゃ良い話だろ。

　氷神京也を倒す。そのためにＪＰＮバベルを駆かけ上げる──一刻も早く。

　そして美兎の事も守る。彼女の秘密も、周囲には隠し通して。それでもし、何か問題が起きた時は。

　凰沢暁月は笑い飛ばす。

　……ちょっと早いが、世界を敵に回すのも悪くねえさ。

　コクーンと朱あけの黄たそ昏がれの両方を、何とかしなくてはならない以上。

　それは──いつかは通らなくてはならない道なのだから。

「………………ん？」

　こちらが考え込んで、黙ってしまっていたのがいけなかったのだろう。

　ふと見れば、眼の前の美兎が心配そうにこちらを見ていた。

　……やれやれ、不安にさせちまってるな。

　だから暁月はフッと笑って、美兎の頭を軽くポンポンと叩たたいてやる。

　何も心配は要いらないと。

「そうだな……やるか、一緒に」

　すると、美兎は「わ」と嬉しそうに一いつし瞬ゆん顔を綻ほころばせ、しかし慌ててその表情を改めて、コホンと咳せき払ばらいを一つ。チラと片目でこちらを見ながら、

「し、仕方ないなぁ……そこまで言うなら、考えてあげても良いけど…………え？」

　ふと暁月だけでなく、千影や葛葉の生暖かい視線に気付いたようで、

「え、何……？」

　困こん惑わくした様に身を引く美兎を無視して、暁月は千影や葛葉と顔を寄せ、

「──どう思う？」

「多分、嬉しいって言ってるのよ」

「うん。別に暁月は『どうしても』なんて言ってないのに、簡単に了承する辺りが特にね」

「やっぱりか。頬も赤いしな」

「～～～～～～っ」

　眼の前で行われたバレバレのひそひそ話に、美兎はみるみる顔を真っ赤にすると、

「ち、違うよっ……ボク全然そんなつもりないんだからね！」

　怒ど涛とうの勢いで言い訳を開始した。
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　窓の外を、夕陽を浴びて橙だいだいに染まった街の景色が流れている。

　心地の良い揺ゆれを伴うその場所は、特別自治区内を走るバスの最さい後こう尾び席だ。

　食事を終え、蕎麦屋を出てからも、暁月達はショッピングモールに入っている雑貨店やブティックなどのテナントを眺ながめて回っては、必要な衣服や日用品を購入していった。

　今はその帰り道。横一列に長い座席に、四人で並んで座っている。暁月の左ひだ肩りかたは、つい先程から心地の良い重みを感じていた。それは隣に座っている美兎が、こちらに寄りかかっているからだ。

　買い物ではしゃいだりして、きっとくたびれたのだろう。

　眼を瞑った美兎は、可愛かわいらしい寝ね息いきを立てていた。

　それでも、今日買った下着や衣服が入った袋ふくろだけは、大事そうに胸に抱かかえている。

「…………ん」

　ふと、頭の位置が気に入らないのか、眠ねむったままもぞもぞと美兎が動いた。

「ほら、こっちだろ」

　暁月が後ろから腕うでを回して美兎の頭を抱き寄よせると、位置が定まったのだろう。

　美兎の寝ね顔がおが満足したように穏やかになり、再び小さな寝息を立て始める。

　そして、そのまま暁月が肩を抱いてやると、こちらを見ていた千影と葛葉が眼を細め、

「さすが兄きよ妹うだいだね。手て馴なれたもんだ」

「あちこち見て回ったもの……少し疲つかれてしまったのね」

「悪いなお前ら。今日は一日中付き合って貰っちまって」

　苦笑する暁月に、千影と葛葉は首を振る。

「構わないさ。こっちも色々と楽しかったしね」

「たまになら、こんな休日も良いわよ」

　美兎の寝顔を見る二人の表情は穏やかで。暁月は思う。自分も今、同じ顔をしているのだろうか。

　そして。それからしばらくの間は、誰もが黙ったままでいて。バスのエンジンの重低音だけが、車内に響ひびいていた。やがて、バスがとある交差点を曲がった所で、

「──それにしても、記き憶おく喪そう失しつというのは難なん儀ぎだね」

　ふと千影がそう口にした。

「昔の事が思い出せないとなると、不安に感じる事も多いだろうに」

「確か、こちらの世界に居た時の記憶がないって話だったわね……」

　そう呟いた葛葉の瞳ひとみが、スッと暗くなったのを暁月は見た。

「辛つらいわね……あるのが向こうの世界での記憶だけだと」

「──なあ、聞いてもいいか？」

　ずっと気になっていた。だからこそ問う。不自然に大人びた少女へと。

　そこに何かの理由があると確信して、それを知るために。

「俺らが行ってたのは、アレイザードって所なんだが……委員長はどんな世界に行ってたんだ？」

「そういえば、まだ話した事はなかったわね……」

「……確か委員長は、クリスティアだっけ？」

　千影の言葉に、葛葉は「ええ」と頷いて、

「私の場合は、たまたま拾われたのが、小国の反政府レジスタンスだったの。キツかったわよ……モンスターだけじゃなく、人間とも戦争をしていたから。私よりも小さな子まで戦場に借り出されていた位だもの……」

「…………そうか」

　暁月は短く呟き、そして納得する。異世界に行ったからといって、必ず戦場に立たなくてはならない訳ではない。だがやはり桐元葛葉は、この年で戦場に立っていたのだ。

　これこそが彼女の、不自然に大人びている原因──その一いつ端たんなのだろう。

　虚空を見つめる憂うれいを帯びたその瞳に、果たしてどれほどの死を映してきたのか。

　しかし、そんなこちらの考えを見み透すかしたかの様に、葛葉は小さく苦笑して、

「でも、五泉だって似たようなものだと思うわよ。確かバーンラクアよね、貴女あなた？」

　話を振られた千影は、「そうだね」と頷いて、

「まあ、あたしの方も大体は委員長と似たようなものさ。でも、異世界に行った人なら、みんな多かれ少なかれ、辛い思いはしてきてるんだ。あたしだけ泣き言を漏もらすつもりはないよ……暁月や美兎だってそうだろう？」

「ああ……そうだな」

　暁月は一度頷うなずいて、

「──けどな、お前ら。他の奴も辛いからなんて理由で、自分の苦しみを抑おさえ付つける必要はないんだぜ」

「え……？」

　困惑したようにこちらを見る二人に、暁月は「当たり前だろ」と言って、

「辛い時に辛いって言えないなんて、そんなのは絶対におかしいんだ。みんなが我慢してるから、みんなが正しいのか？　違ちがうだろ。我慢して、自分の本音に蓋ふたをしている方が間違ってるんだよ。もしもお前らや他の奴らが、自分の苦しみを抑え付ける事が正しいと感じたり、美徳だなんて思っているなら、それはこの世界の方が間違っているんだ」

　たとえ、どれだけ世界平和の確立という理想を謳うたおうとも。

　自分達だけの理想の国を作るためだろうとも。

　そのために誰かを戦争の道具にしたり、自分達の力を誇こ示じするために誰かを傷つけるような、そんな連中が支配するこの世界を、凰沢暁月は絶対に認めない。

　己の矜きよ持うじと、そしてたった一つの美学に懸けて。

　きっぱりと言い放つ。

「泣きたい時に女が泣けねえ──そんな世界を認めてたまるか」
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　美兎が眼を覚ますと、そこはバスの中ではなく、家のリビングのソファだった。

　一体いつの間に帰ってきたのか。聞けばすっかり寝ね入いってしまっていた自分を、買い込んだ日用品など沢たく山さんの荷物と一緒に、暁月が家まで背せ負おってくれたのだという。

　さらに鼻腔をくすぐる香かおりに慌ててキッチンへ行くと、暁月がフライパンを振っていて、今日の夕飯が炒飯チャーハンである事を伝えられた。今日一日付き合ってもらったお礼に、夕飯は張り切るつもりでいた美兎は、大おお慌あわてでフライパンを奪うと味付けから先を引き受けた。

　とはいえ、予定は中ちゆ華うかではなかったため、カニ缶かんを使ってちょっと豪ごう華かにあんかけ炒飯に変へん更こうしたのと、チンゲン菜の中華スープに水すい餃ぎよ子うざを浮かべる位しかできなかったが。

　それでも暁月は美お味いしそうに食べていた。

　そうしてちょっと遅おそめの夕飯を終えて、後片付けをして。

　それから準備をしたお風ふ呂ろに入った後、美兎はリビングでぼんやりとテレビを眺めていた。

　風呂上りの美兎が着ているのは、今日買ってきたばかりの新しいパジャマだ。

　胸の大きさに合わせて買おうとしたら、下のズボンがブカブカで。代わりに上着の裾すそが太ももまで届いたので、ワンピースみたいに上だけを着ている。ただ、油断するとすぐにショーツが見えてしまうため、暁月の前では取り扱あつかいに注意が必要だが。

　……すっごいスベスベだ。

　美兎は自分が着ているパジャマの生き地じに触ふれながら思う。まるでシルクの様だと。

　聞けばこの生地は、伸しん縮しゆ性くせいの高い合成繊せん維いでできているらしい。

　ツヤツヤしたその感かん触しよくは、素す肌はだに触れると心地が良かった。

「……ふわ……ぁ……」

　ふと欠伸あくびが零こぼれる。帰りのバスの中で昼ひる寝ねをしたようなものなのに、気だるい眠さが身体を包つつんでいた。眠い眼をこすりながら壁かべの時計を見ると、既に時刻は深夜の一時過ぎ。

　美兎は今、暁月が風呂から上がってくるのを待っている。買ってもらったパジャマを着た姿を見せて、お礼を言おうと思ったからだ。それに、もし可能なら訊きいてみたい事もあった。なので暁月が日課にしている夕食後の鍛たん錬れんの後に入れるよう準備していたのだが、暁月から汗あせを多くかいたから先に入るように言われ、一番風呂を貰ってしまった。

　湯船の中で膝ひざを抱えて考えて、よしそれならと思ってパジャマ姿を披ひ露ろうしようと決意したのだが。いざ風呂上がりにパジャマを着て庭に暁月を呼びに行くと、暁月はまだ鍛錬の最中で、「今良い所だから、後で入る」と言われてしまい。おまけにすっかり鍛錬に集中しているのか、暁月は美兎のパジャマ姿には目もくれず。こちらの呼びかけに対しても生返事ばかりだった。

　だから仕方がないのでリビングで待っていると、今度は暁月はこちらに顔を出さずに、そのまま風呂に入ってしまい──そして今に至るのである。

　……でも、今度こそ大だい丈じよ夫うぶ。お風呂上がりには、絶対にこっちに来るもんね。

　美兎は知っている。風呂上がりの暁月は、必ず牛乳をリビングで飲む事を。そこが最後のチャンスだ。そのタイミングを逃のがせば、暁月は寝しん室しつに行き眠ってしまう。

　美兎はぼんやりとテレビを見る。先程まではニュース番組が放送されていたのだが、気が付けば『やけに可愛らしく描えがかれた少女達が、女王になるために戦い合う』番組に変わっていた。登場する沢山の娘達は、顔、肌はだの色、種族まで様々なのに、その格好は不自然なまでに共通点があって。

　何故か、機能性を排はいした意味不明の装そう飾しよくがあって。

　何故か、防ぼう御ぎよ性を捨てたありえない露ろし出ゆつがあった。

　美兎はそんな番組を見ながら、もし自分がこんな服を着たら、恥ずかしくて悶もん死ししてしまうかもしれないとしみじみ思う。そんな益やく体たいのない事をあれこれと考えていると、ふと廊ろう下かの方から扉とびらが閉まる音が聞こえてきた。暁月が風呂から上がったのだ。

「わわっ……」

　油断していた美兎は、慌ててソファの上で跳はね起おきる。と、同時に暁月がリビングへと入ってきた。美兎とは逆に、パジャマの下だけを穿はき、首にバスタオルを掛かけた格好。

　一緒に暮らし始めた当初、風呂上がりは全ぜん裸らでウロつき回っていたのだが、最近は何度となく美兎が注意した事が功を奏したのか、ようやく服を着てくれるようになった。

「お、何だ……まだ起きてたのか？」

　こちらに気が付き、声を掛けてくる暁月に、美兎は曖あい昧まいな頷きを返す。

「うん、ちょっとね……」

　口くち篭ごもってしまう。パジャマ姿を見せよう見せようとは思っていたが、いざとなると何だか妙みように気き恥はずかしい。しかし、暁月はそんな美兎の懊おう悩のうには気付かずに、冷蔵庫から牛乳を取り出すと、ソファに座っていた美兎の隣にドカっと腰こしを下ろした。

　そのまま牛乳のパックに口を付けようしたので、慌てて横から容器を取り上げる。

「直飲みはダメだって言ってるでしょ。ボクだって飲むし、料理にも使うんだからね。ちゃんとコップを使って」

「へーへー」

「もう……」

　悪びれない暁月に、美兎は唇を尖とがらせると、食しよ器つき棚だなの方へ。

　そして、コップを片手に戻もどって牛乳を注いでいた時だった。

「着てみたんだな、それ……今日買ったパジャマだろ？」

　気付いてくれた。美兎は、もじと身体をくねらせて、

「う、うん……ど、どうかな？」

「どれ。立ってきちんと見せてみろよ」

　言われた通りに、美兎は立ち上がって自分の全身を暁月に見せた。

　……何か、緊張しちゃうよ。

　美兎は恥ずかしそうに内うち腿ももを擦すり付ける。

　すると暁月は頬ほお杖づえを付き、ジッとこちらに視線を向けながら、

「ふーん……そのままちょっと回ってみな」

「えっと……こう？」

　美兎がクルンと回ってみせると、暁月はふむと頷いた。笑えみを浮かべて、

「良いんじゃねえの？　良く似合ってるよ、お前に」

「本当……？　あ、ありがとう……」

「良いさ、必要な物なんだからな。けど週明けにでも、五泉と委員長にはきちんと礼を言っとけよ。今日一日中、お前に付き合ってくれたんだからな」

「うん、それは解ってるよ……でもね」

　聞いて、と美兎は両手でパジャマの裾を掴つかんで、

「買ってくれたのは君だから。だから今は、君にお礼が言いたかったの……」

「────────」

　すると暁月は面食らったかのように眼を丸くした。

　そして、それから頭をガリガリと掻くと、片手で来い来いと美兎を手招きする。

「…………？」

　美兎はキョトンとしながら暁月の下へ。すると暁月は、彼の隣となりのソファをポンポンと叩いた。

　美兎がそのまま、ちょこんと隣に座ると、ポフンと頭の上に手が載のせられた。

「お前な、あんまり可愛い事言うなよ……」

「え……？」

　どこか憮然とした表情で言うから、一いつし瞬ゆん怒おこってるのかと思った。

　でもすぐに、それが照てれ臭くささを隠かくしているのだと気が付いて。

　気が付いて──

「っ～～～～～～！」

　びっくりする位、美兎は真っ赤になる。

　そしてソファから転げ落ちると、尻しり餅もちをついた体勢のまま慌てて暁月から離れた。



    

  
    
      「おいおい……大丈夫か？」

「へ、平気っ。だから今、こっち来ないでっ」

　両りよ腕ううでを交差させて、美兎は必死に顔を隠す。

　今のこんな顔を見られたら、それこそ本当におかしくなってしまう。

「にしてもお前……それを言うために、わざわざ起きて待ってたのか？」

「そ……そんなつもりは」

　言いよどみ、しかしすぐに言い訳を思いつく。

「み、見たいテレビがあったの！　お礼はあくまで、そのついで──」

　美兎はテレビの方へ指差し、画面を見て──そして固まった。

　いつの間にか、画面の中の少女達の戦いが、異質な物に変化していた。

　言ってしまえば──ほぼ全裸で組くんず解ほぐれつしていた。なのに、それでもまだ彼かの女じよ達たちは戦っている。凄すさまじい執しゆ念うねんだった。一体彼女達は、何を懸けて戦っているというのか。

「見たいテレビって──それの事か？」

「う、うわあぁぁぁぁ────っ！」

　美兎はテレビに飛びつくようにして、電源を消った。

　すると暁月が「恥ずかしがるなよ」と笑って、

「まあお前は、俗ぞくに言う『お年とし頃ごろの女の子』なんだ。だから別に、ちょっと位は性に興味が出てきてもおかしくないんだぜ」

　違う！　と激しく絶ぜつ叫きようしそうになる美兎に「じゃあな、お休み」と言って暁月がリビングを出て行こうとした。美兎は、思わずハッとなる。

　……あ、待ってまだ……っ。

「ね、ねえ……っ！」

　反射的に、美兎は暁月を呼び止めていた。

　訊けるなら、どうしても訊いて置きたい事があったのを思い出したからだ。

「──ん？　どうした？」

　振り返る暁月に、

「えっ……と…………」

　しかし美兎は何も言えない。どう訊けば良いのかを、思い付いていなかったからだ。

　だから──美兎は小さく首を振って、

「……ううん、何でもない。お休み……」

「ああ。お前も早く寝ねろよ」

　そう言って、暁月はリビングを出て行った。

　そしてすぐに、階段を上る音が聞こえてくる。

　……訊けないよ、やっぱり……。

　美兎は力なく嘆息する。思うのは小さな後こう悔かいだ。空中庭園で千影の言っていた言葉が、ずっと忘れられなくて。今日も行き帰りの道や、何度か二人になった時に聞こうとしたけれど。だが何と訊いたら良いのか、想像もできなかったから。

　どうしても口にする事が憚はばかられて。

　そして今も。

「馬鹿だな、ボク……そんな事も解らないのに」

　美兎の呟きが、そっと虚空に解ける。

　暁月が一体何を抱えているのか──それを教えて欲しいだなんて。

　訊ける訳がないのに。

　自分も彼に対してまだ、言えない事があるのだから。



    

  
    
      第４章《運命の風車を回して》
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　賑にぎやかなざわめきに包まれた空間がある。ＪＰＮバベルの高等部に所属する、全すべての男子学生が集まるその場所は、古代ローマの神しん殿でんを模して作られた第二闘とう技ぎじ場ようだ。

　このコロシアムは現在、これから行われるランキング戦に参加する男子学生の更こう衣い室しつになっている。通常、バベルの授業は完全クラス別。そんな中、試験とはいえ全てのクラスの学生が一堂に会するのは、非常に特とく殊しゆなケースといえた。

　ランキング戦は、言ってしまえば年度末の実力試験だ。全クラスの学生が実戦形式のバトルロイヤルで戦い、その成績如何いかんで来年度上半期のクラス分けが決まる。極きよ端くたんな例を挙げれば、ＥクラスからいきなりＡクラスへと、一気にジャンプアップする事も可能。

　そのため、この試験に懸けている者も多くいて。第二闘技場は現在、間近に迫せまったランキング戦の開始に向けて、軽い興奮と緊きん張ちようが入り混じった空気になっている。

　そんな第二闘技場の一角で、凰おう沢さわ暁あか月つきは一人体操服に着き替かえていた。

　鍛きたえ抜かれた上半身を体操服で覆おおい、袖そでを通しながら暁月は思う。見られているな、と。

　……まあ、悪い事じゃないんだろうけどな。

　注目されるというのは、それだけ暁月がこのＪＰＮバベルにおいて、その実力と存在を認められているという事だ。

　入学検査のノルンチェックで『真の勇者』と診しん断だんされ、生徒会と渡わたり合あい、暴走した訓練システムも捻じ伏ふせた。そんな暁月に対する視線は、二種類に分けられる。

　純じゆ粋んすいな興味本位による『鑑かん賞しよう』と、暁月を倒すべき目標と定めた『観察』だ。

　強者は強者を知る。自然な状態での佇たたずまい、何気ない身のこなし、そういったものを見れば、相手の大体の実力は測れるものだ。着き替がえを終えた暁月は、ぐるりと周囲を見み渡わたして確信する。やはりこの中に、生徒会メンバーを超こえる実力を持つ者は存在しないと。

　……ここに居ないって事は、あいつらは参加しないのか。

　生徒会が参加しないとなると、少々戦い方を考えなくてはならない。

　暁月は決めている。今回のランキング戦で、自分は必ずＡクラスへ行くと。

　凰沢暁月の目的は、それぞれこの世界の頂点に立っている父と兄を止める事だ。

　その目的を果たすためには、まずはこのＪＰＮバベルのトップに立たなくてはならない。生徒会長の氷ひ神かみ京きよ也うやを倒し、コクーンと同等の力がある事を示す。そうなって初めて、暁月はこの世界の頂点に立つ父や兄と、真正面から相対できるのだ。

　しかし世界はまだ、暁月の事など見てはいないのが現実で。だから暁月は、己を示さなくてはならない。父や兄がこの世界そのものだと言うならば。

　……世界が俺を、無視できなくするまでだ。

　そのためにも、まずは上の連中を倒してＡクラスへ入らなくては。

　そして、暁月は第二闘技場の出口ヘ向かって歩き出す。すると、

「よう、アッキー。調子良さそうじゃんかよ」

　背後から掛けられた声に、暁月は振り返る。

　そこに、暁月と同じ体操服に身を包んだ、力の抜けた表情の青年がいた。

「何だ海かい堂どう……居たのかお前？」

「おいおい、ランキング戦は全員参加が必ひつ須すだぜ。居ない訳がないだろうよ」

　おどけたように言う海堂に、

「その割には、先刻までお前の気配を感じなかったけどな……」

　暁月はフッと笑いながら、

「大体こないだの放課後も、いきなり姿をくらましたよな、お前？」

　海堂の案内で、暁月が久く保ぼ田たの工こう房ぼうを訪おとずれたあの日も。気が付けば、いつの間にか海堂は姿を消していた。すると海堂は「ああ」と思い出したように、

「いや、あれは副会長がアッキーをしばきに来たから、巻まき添ぞえは御ご免めんだと思ってよ。ほら、俺って穏やかな学園生活を愛してるだろ？　アッキーみたいに、進んで生徒会に睨にらまれたりしたくなくてよ」

「良く言うぜ……で、今日は何の用だ？」

「いやいや、大した用事じゃないんだけどよ」

　忠告だよ、と笑いながら海堂。

「もうとっくに気が付いているだろうけど、今回のランキング戦、アッキーを倒して名を上げようとするヤツが多いだろうから、気を付けた方が良いと思うぜ。特に、下のクラスの奴らと違って、Ａクラスの奴らには上のクラスはないからよ。ランキング戦では、とにかくクラス落ちしないように、協力して下のクラスの連中を潰つぶしに来る奴が多い。注意しろよ。アッキーなんかは、その筆頭候補になってるからよ」

「何だ……そいつは好都合だぜ」

　暁月は笑う──心の底から。待っているだけで、Ａクラスの連中の方からやって来てくれるというのなら、それこそ手間が省けるという物である。

　……向かってくる連中片かたっ端ぱしから潰していけば、終わる頃にはＡクラス入りって訳だ。

　だから、凰沢暁月は静かに闘とう志しを燃やす。

　そうやって、立たち塞ふさがる者を倒し続けたその先に、氷神京也を見み据すえながら。

　そして、さらにその向こう側に──父と兄が居いる事を信じて。



　ランキング戦は、屋外で行われる。高等部の学生が、一いつ斉せいに参加する規模の戦闘が行えるようなスペースは、ＪＰＮバベルの本校舎がいかに巨きよ大だいとはいえ確保できないからだ。

　そのためこのランキング戦は、ＪＰＮバベルの広大な敷しき地ちが利用される。

　まず学生は第一総合グラウンドに集合し、そこで試験内容のガイダンスを受ける必要があった。

　暁月は、海堂と肩を並べて歩きながら、

「──で、その『俺を倒して名を上げようとするヤツ』の中に、お前は入ってるのか？」

　訊たずねる。笑みを含んだ声で、

「こないだの屋上のあれが、お前の全力じゃないんだろ？　試ためしてみたいとは思わないのか？」

「さてね。ただ生あい憎にくと、俺は結果が見えてる勝負はしない主義でよ」

　肩をすくめる海堂に、暁月は笑いながら、

「質問の答えになってないぜ」

　勝てないから暁月との対決を避けたようにも聞こえるが、しかし海堂は明言していない。

　どちらが勝ち、どちらが負けるのか。どんな結果が見えているのかについては。

「まあ、俺おれはアッキーと違って、あんまり目立つような真似はしたくないからよ。ボチボチな感じで、ゆるーくやるつもりだよ」

　笑いながら海堂は言って、この話題を終わらせる。

　……はぐらかされた、か……読ませない奴だな。

　それならば仕方ない。暁月はそれ以上の追求はする事なく、歩を進める。

　そして、暁月達は第一総合グラウンドへと足を踏ふみ入いれた。男女とも既に多くの高等部の学生が、この場所に集っていて。これから始まる試験を前に、昂たかぶる気持ちが興奮を生んでいるのだろう。

　辺りは異様な熱気に包まれていた。

「さて、あいつらは……っと、居た居た」

　人ごみの中から、暁月は美み兎う達たち三人を難なく見つけ出す。彼女達三人の氣は、既に完全に記憶済みだ。ある程度近くの距離にいれば、何ど処こにいるのかはすぐに把は握あくできる。人の波を縫ぬって近づくと、こちらに気が付いた美兎は「もう」と唇くちびるを少し尖らせて、

「やっと来た……遅いよ。だから、待ち合わせ場所を決めておこうって言ったのに……」

「まあまあ。時間には充じゆう分ぶん間に合ってるんだから、良いじゃないか」

　千ち影かげが美兎を宥なだめるのを見て、暁月は眼の前の葛くず葉はに小声で問とい掛ける。

「何か、ウチの奴ちょっと機き嫌げん悪いな……どうかしたのか？」

「先刻から、凰沢さんへの視線が凄すごいのよ」

　と、葛葉はいつもの無表情で、

「貴方あなたと一いつ緒しよで、いきなりＢクラス入りしたんだもの。元々注目されてたのに、その上このルックスでしょ？　聞いた話だと、一部の男子の間では物もの凄すごい人気らしいわよ、彼女」

「へえ……そうなのか？」

「普段は他ほかのクラスとほとんど交流はないけど、生徒玄関や移動教室、飲食棟なんかですれ違う機会はあるわ。当然、外見位は知られていたんでしょうけど、流石さすがに体育の実技訓練は別々だから。この体操服姿はさぞ新しん鮮せんだったでしょうね……」

　チラと、前のファスナーが閉まらず、谷間が露出してしまっている美兎の胸を見やる。

「成る程な……」

　気持ちは解る。初めて美兎の胸を見た時は、暁月も少々心を乱したものだ。

「──けど、その割に声は掛けて来ないんだな」

「それはそうだよ。何せ美兎には、怖～いお兄さんが居るからね」

　と、千影は悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべて、

「注目されているのは美兎だけじゃない。むしろ君の方が凄いんだよ。入学検査で抜ばつ群ぐんの成績を残し、登校してすぐ生徒会と互ご角かくに渡り合い、先日は暴走した訓練プログラムを一いつ蹴しゆうしたんだからね。暁月の実力は、間ま違ちがいなくＡクラス──それもトップレベルだ。そんなお兄さんがいつも傍に居るんだよ？　よっぽど自分の力に自信がない限り、美兎に声なんか掛けられないよ」

　ちなみに、

「実は委員長にも、一部の連中に熱ねつ狂きよ的うてきなファンが居るんだけどね。最近はナリを潜ひそめてる。多分、君と一緒に居る事が多くなったからだよ。皆みな、君が怖くて気き後おくれしてるのさ」

　試しに暁月が周囲を見回すと、こちらを見ていた連中は皆みな慌あわてて視線を逸そらした。

　暁月は嘆息しながら、

「で……お前はどうなんだよ五泉いずみ？」

「あはは、あたしは男子に人気はないよ」

　笑う千影に、「そうなの？」と美兎は千影を見て、

「千影さん、こんなに美人なのに……絶対に人気あると思うけど」

「五泉にも熱狂的なファンならいるわよ──ただし男子じゃないみたいだけど」

「確かに、仲の良い女子が多いのは事実だよ。けど、彼女達も奥ゆかしいからね。暁月が傍に居る間は、声を掛けては来ないんじゃないかな」

「虫むし除よけスプレーかよ、俺は……」

「けど現に、編入した翌日以降、君に対して因いん縁ねんを吹ふっ掛けてきた奴やつはいないだろう？」

「いや、居たぜ普ふ通つうに──なあ、海堂？」

「おいおい、いつ俺がアッキーに因縁ぶっかけたよ？」

　しれっと言う海堂に、美兎達三人は眼を丸くする。初対面の彼女達にしてみれば、突とつ然ぜん見知らぬ人間に声を掛けられたのと同じだ。なので美兎が遠えん慮りよがちに、

「……えっと、誰だれなのこの人？　しかもアッキーって……」

「そこは気にするな。こいつは、こないだ昼休みに知り合った海堂だ。Ａクラスで万年落ちぶれてるらしいぜ」

「人がした謙けん遜そん鵜う呑のみにして、そこまで悪あし様ざまに言うかよアッキー……」

　海堂は嫌そうな顔をして、それから美兎達に向き直り、

「Ａクラスの海堂元もと春はる、アッキーの親友だ。よろしく頼たのめるかよ、お嬢じようさん方」

　力の抜ぬけた表情で笑う。すると美兎が「嘘」と驚おどろいたように、

「親友って……友達居たの君？」

「いや親友ってのは俺も初耳だ。あと、後半のお前の疑問は、微びみ妙ように失礼だな」

「じゃあ、他に友達って呼べる人いるの？」

「鬼おに塚づか辺りに『俺たちは友達だよな？』って尋たずねたら、多分泣きながら頷くと思うぞ」

「泣かせてどうするのさ、そんなの友達なんて言わないよっ」

「なら、笑いながら頷けるように練習させないとな」

　みっちりと。

「流石にそれは惨むごいと思う……勘かん弁べんしてあげなよ」

　気の毒そうな表情で言う千影の隣で、葛葉もうんうんと頷く。

　すると海堂は美兎、千影、葛葉を順番に眺めてから、ふと思い出したように、

「……そうそう、今回のランキング戦な。生徒会の連中もアッキーを狙ねらってるって噂うわさがあるからな。注意しといたらどうよ？」

　それを聞いた暁月は、驚いたように眼を丸くして、

「戦やれるのか──生徒会と？　けど、第二闘技場にあいつらの姿はなかったぜ？」

「ああ。本来生徒会は教職員らと同じで、試験官としてこのランキング戦の管理・運営を行うんだけどな。けど、同時に学生として参加もするんだ。ただし、初日は色々と手間が掛かるから、参加するのは二日目からだけどよ。まあ、それでもその実力は圧あつ倒とう的てきだ。普通なら、向こう側から積極的に仕し掛かけてくるような事はないけどよ」

「普通なら、か……」

　思ってたよりも早く訪れたチャンスに、暁月は静かに笑う。入学してからこっち、コツコツと積み重ねていた「問題行動の草の根活動」の甲か斐いがあったというものだ。

　この学校のトップと戦える。それは即すなわち、この学校のトップになれるチャンスだという事だ。

　もし氷神京也と戦い勝利できれば。一気にその先の道が開けてくる。

　すると美兎がジト目で、

「どうするのさ、あんな凄い人達に眼を付けられて。ボク達、巻き添えとか嫌だよ？」

「なあに、その心配は要らねえさ……」

　暁月は低く笑いながら、呟く。

「誰にも邪じや魔まはさせねえからよ」

　……他の奴らにも……お前らにも。

　そして、

「──おっ。噂をすれば、おいでなすったかよ」

　ふと海堂が声を上げた。暁月が彼の視線の先を追うと、グラウンドに集まっていた生徒達の人波が、次々に割れてゆく所だった。そして、その向こうから四人の男女が現れる。

　現ＪＰＮバベル最強の、生徒会メンバーの四人が。
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　周囲の空気が急速に張はり詰つめていく。肌を刺さすような緊張感が漂ただよっているのは、誰もが理解しているからだ。生徒会メンバーが姿を現した目的を。京也、遥はるか、遼りよ平うへい、美み奈な巳みの四人は、想像通り暁月達の前へとやって来て。そして邂かい逅こうが始まる。

「──やあ、凰沢君。調子の方はどうかな？」

　穏おだやかな笑みと口調で話しかけてくる京也に、対する暁月も悠ゆう然ぜんと、

「絶好調だぜ、会長さん。ランキング戦だか何だか知らないが──負ける気がしねえな」

　不敵な笑え顔がおでそう言って、暁月は意志を含んだ気を放った。

　それは挑ちよ発うはつ。

「──────」

　張り詰めた空気が、さらに重みを増した。暁月の意図を理解し、周囲の誰もが息を呑のむ。

　正直すぎる──と。ここまで露ろ骨こつでは、無言の宣戦布告と同じだ。

　だがしかし、京也はそれに応じない。さらりと暁月の挑発を受け流し、

「それは良かった。初めてのランキング戦で、解わからない事も多いだろうけど、君ならきっと良い成績を残せるだろうね。どうやら、チームメイトにも恵めぐまれている様だし……」

　暁月の傍かたわらに立つ美兎、千影、葛葉の三人を見て、京也は冷静に評した。

「ボク達は問題児抱えたせいで、頭を抱えたいんですけど……」

　美兎の言葉に、隣の千影と葛葉が大きく首しゆ肯こうする。京也は「成る程」と苦笑して、しかしふと姿をくらまそうとしていた背中に気が付いたように、

「──おや、海堂君じゃないか。ひょっとして君達は知り合いなのかい？」

　一気にその場の注目が、逃にげようとしていた海堂に集まった。

　暁月は意外そうに、

「何だお前……会長に顔を覚えられてたのか？」

「そうみたいだな。どうよアッキー、ちっとは俺を見直したかよ？」

「授業をサボってばかりのＡクラスの問題児くらい、誰だって知ってますわよ……」

　肩にかかった髪かみを掻かき上あげながら、淡たん々たんと遥。それを聞いた暁月は呆れた様に、

「お前……生徒会に睨まれたくないとか言って、もう眼ェ付けられてるんじゃねーかよ」

　すると京也も苦笑して、

「そうだね。僕ぼくとしては構わないんだけど、でもあんまり奔ほん放ぽうすぎると眼を付けられてしまうかもしれないね。それは君としても本意じゃないと思うんだけど──どうだい？」

「あらら、アッキーが入学してからは目立ってないと思ってたんだけどな……」

　気を付けるとするかよ、と海堂。

　すると暁月は、京也達四人に向き直り、改めて彼らを見た。

「今日はまだ制服なんだな。初日は、このランキング戦の実行委員みたいなもんだって聞いてるけど、二日目からはアンタらも参加するんだろ？」

　笑みを含んだ低い声で、

「やっとだ。やっとアンタと戦える……試験が始まれば、全ての戦いが正当化される以上、余計な邪魔は入らねえ。こないだみたいに遠慮せずに、大手を振ってやり合えるぜ」

　闘志を剥むき出しにする暁月に、しかし京也は「ああ……」と苦笑して、

「期待させてしまったみたいで申し訳ないけれど……生憎と僕はこのランキング戦には参加しない予定なんだ」

　何な故ぜならば。

「僕はこれから、日本の首しゆ相しようと共に旧皇居跡あとサミットに出席しなくてはならないんだよ。コクーンの一人としてね。だから今回、生徒会は僕を抜いた三人が参加する」

　さらりと告げる京也に、しかし暁月は納なつ得とくいかないように、

「おいおい、サミットは今夜からだろ？　車でだって、ここから皇居跡までどんなにゆっくり走っても２～３時間もありゃ着く。特殊結界がある以上、肉体にダメージは残らねえんだ。この後、一戦くらい交えてからだって……」

「やはり大馬鹿ですのね、貴方は……」

　と、呆れた様に遥が嘆息した。後を継つぐ形で遼平が、その理由を説明する。

「あのなぁ……サミットは友人同士の待ち合わせや同窓会じゃないんだぜ。それぞれの国とバベルのトップが集結する、言わばこの世界のトップ会談なんだ。時間ギリギリに着くなんてことが許されるわけがないだろ……」

　さらに、美奈巳が頷うなずきながら、

「ましてや今回、日本はホスト国。必要な準備が山ほどある」

「だろうな。だが、それがどうしたよ？　たかだか２～３時間入るのが遅おくれた位で、開けなくなるようなサミットなんざお粗そ末まつすぎるぜ。そんな会合は、それこそ後回しで構わないだろ」

　と、暁月。自分でも言っているのが、無む茶ちやな理り屈くつだという事は解っている。

　しかし駄だ目めなのだ。先さき程ほどまでは、このランキング戦に生徒会が出ないと思っていたから、平気だったのだが。海堂から生徒会がランキング戦に参加すると聞き、彼らも自分の事を狙っていると教わって。そして今──眼の前にいるのだ。手を伸のばせば届く距きよ離りに、コクーンの一人である氷神京也が。父と兄に繋つながる道筋を作れる、唯ゆい一いつの足がかりが。

　……今ここで仕掛けても、すぐに邪魔が入って最後までは戦えねえよな……。

　そして、今後ますます京也と戦いづらくなるだろう。そういう事態を避けたかったからこそ、こないだの田た中なかの件の時は、大人しく引き下がったのだ。

　凰沢暁月は確信している。恐おそらく、氷神京也ときちんと戦えるチャンスは、一回しか来ないだろうと。コクーンは、この世界における表側の頂点だ。彼らの敗北は、この世界の秩ちつ序じよを大きく揺るがす。そのため、もし敗北する可能性があると判断されれば、二度と戦えないように引ひき離されるだろう。

　だが、それでも構わないと暁月は思っている。何度も挑ちよ戦うせんしていつかは勝てれば良いという物ではない。凰沢暁月がコクーンに勝利した時に、それが「運が良かったから」では駄目なのだ。だから最初で最後の一回目で、絶対に勝利する。しかも、誰からも文句を付けられないような形で。そのためにも、誰が誰と戦おうとも許されるバトルロイヤル形式のこのランキング戦は、絶好のチャンスなのだ。

　小さく「クソっ」と呟く暁月に、

「──けど、方法がない訳でもないよ」

　静かな声で京也。

「今回のサミットで、僕らが絶対に参加しなくてはならないのは、明日の夜までなんだ。各国バベルの運営について協議し、世界の足並みを揃そろえるのは最重要事じ項こうだからね。だから一番最初の議題として挙げられるんだけど、いつも基本的には各国の状じよう況きよ確うか認くにんで終わるんだよ。もし何事もなく予定通りに終了したら、ランキング戦の終了時刻前には間に合う計算になるけれど……それでどうかな？」

　異論などある訳がない。暁月はニッと笑って、

「決まりだ。場所はどうする？　聞けば戦せん闘とうフィールドはかなり広いって話だよな？」

「場所を指定する必要はないと思うよ。最終日の、それも最後まで残るメンバーは限られているからね。互たがいに戦おうと思っていれば、自然とぶつかるさ」

「──それに、貴方が会長との戦いを心配する必要はありませんわ、凰沢暁月」

　と、遥。二人の会話に割って入り、

「翌朝からは、私達三人が参加できるようになりますもの。そうなったら、私は真っ先に貴方を潰しに行きますから」

「へえ、そいつは良いや。そこの会長さんが戻ってくる前に、アンタら残りの生徒会メンバーをまとめて叩いておけば、いよいよ俺らの戦いを邪魔する奴はいなくなるもんな。来るんなら、なるべく早めに頼むぜ」

「なっ──っ！」

　暁月の言葉に、思わずカッとなった遥を京也は手で制し、

「それじゃ、明日また会えると良いね……」

　そう言って、遥達を伴って立ち去ろうとした時だった。京也は「ああ」と振ふり返って、

「そうだ凰沢君──また何か伝言はあるかい？」

「──────」

　今度こそ。完全にその場の空気が変わった。

　誰もが気が付いていた。呼吸すら許さないこの緊張感の原因が、暁月だという事に。

　しかし、京也が発した言葉の意味が解らず、困惑する事しかできずにいて。ただ一人、何かを感じ取ったのか、美兎だけが不安そうな顔をこちらへ向けていた。そして暁月は、

「…………会ったのか、アイツに」

　底冷えする声で問い掛ける。対する京也は笑いながら、

「通信で話しただけだよ。まあ、君の伝言に対する返答は貰もらえなかったけどね。でも、今回は直接話す機会もあるだろうから、何か伝える事があるなら承うけたまわるよ？」

「…………いや、必要ねえよ」

　暁月は静かに首を振った。

　返答はなかった。それはつまり、何も言うべき事はないという事だ。

　……そうか。やっぱりまだお前に、俺の声は届かないんだな……。

　ならば、届くようにしてやるまでだ。無視のできない距離まで近づいて。

　だから凰沢暁月は宣言する。

「このランキング戦が終わる頃ころ、俺はアイツと同じ高みに立っている。言いたい事は、その後でゆっくり伝えるさ──氷神京也、アンタを倒したその後でな」
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　そして、嵐あらしのような邂逅は終わりを告げた。まだ暁月に対して文句が言い足りない様子の七なな瀬せ遥を連れ、生徒会の面々がその場を離れて行く。彼らの姿が見えなくなると、ようやく暁月は張り詰めた空気を緩かん和わさせた。その途と端たん、周囲の空気が弛し緩かんする。

「もう、ハラハラしたよ……」

　隣でずっと不安そうにしていた美兎が、大きく息を吐はいたのを見て、暁月は笑う。

「悪いな。ちょっと昂ぶっちまってよ」

「そいつは結構。だがあんまり入れ込みすぎると、つまらん所で躓つまずくぜ」

　注意しろよアッキー、と海堂は言って、

「さてと、俺もそろそろ行くとするかよ。じゃあな、アッキー。ないとは思うが、もし試験が始まってからバッタリ出くわしても、俺の事はスルーしてくれよ」

「悪いが、そいつは保障できねえな。何せ握あく手しゆとか言って、いきなり殴なぐり掛かって来る奴がいるんだぜ？」

　不敵に笑う暁月に、海堂もまた軽い笑みを返して去っていく。

　ふと、美兎が暁月以外の誰もが思っていた疑問を口にする。

「…………で、結局何だったのさ、あの人？」

　だから暁月は「そうだな」と言って、フッと笑った。

　告げる。海堂元春を表すのに、最も適したその言葉を。

「──クセ者だよ、アイツは。多分な」

　人ごみの中に消えていく、その背中を見送りながら。

　そして。第一総合グラウンドにチャイムが鳴なり響いた。集まっていた高等部の誰もが、同じ方向に視線を向ける。グラウンドの中央──その空中にホログラムが映し出されて。

　試験内容のガイダンスが始まる。



『それでは、本年度末ランキング戦の概がい要ようを説明します』

　美兎はホログラムが切きり替かわったのを見る。

　アナウンスと同時に映し出されたのは、この試験の戦闘フィールドだ。

　フィールドは、バベルの敷しき地ち内ないに含まれる東の山さん岳がく部ぶ、及および島の東とう端たんにある訓練用市街地。とはいえ全員同じポイントで試験を開始すると、一気に乱戦となってしまうため、最初の一時間でそれぞれがフィールド内を移動。それぞれのチームが分散した後、試験開始となる。戦闘は各チーム対たい抗こうのバトルロイヤルで、同じクラスのチームと戦うのもＯＫ。その際、あらゆる武器と魔法を駆く使しした戦闘が許されている。

　試験期間は四八時間で、評価基準は、

　最後まで戦闘可能状態で過ごせるかどうか。この間、休息のための睡すい眠みんは可能。ただし睡眠中の相手に奇きし襲ゆうを掛けてもＯＫのため、睡眠は自己責任で

　戦闘の結果、ランキング下位の者が上位の者を倒せれば、ランキングが上がる

　というもの。直接肉体にダメージが生じない特殊結界があるため、戦闘可能状態かどうかは、精神ダメージの許容オーバーによって、意識を失っていないかどうかで判断される。戦闘不能と判断された者は、その時点で失格となり試験終しゆう了りよう。ただし、失格となるのは意識を失った者だけで、人数は減ってもチーム自体は試験を続行できる。また、敗者に対する不正な辱はずかしめを行った場合も、失格となる。フィールド内の状況は本部のホログラムモニターで完全にチェックしているため、不正は不可能だ。

　試験期間の食事は、最低限の栄養食を配布されるが、必要なら山さん岳がく地域内に存在する動植物を調理しても良い。これらの説明を聞いて、美兎は理解する。

　……つまりこれから四八時間、ここは仮想の戦場になるって事だね……。

　ゴク、と喉のどが自然と鳴った。ふと隣を見ると、暁月が真しん剣けんな表情で説明を聞いていて。

　……本気なんだね。

　美兎は確信する。暁月は本気で、このランキング戦に懸かけているのだ。

「……………………」

　思う。彼のために、一体自分に何ができるだろうかと。

　……そんなの……決まっているよね。

　自分と暁月はチームなのだから。共に戦う──それが自分にできる最大の協力だろう。

　頑がん張ばろうね、と美兎は心の中で静かに呟いた。

　そして、試験概要の説明が終わると、再びホログラムが切り替わる。

『──続きまして、試験期間内におけるＡＤの限定能力解除について説明します』

「限定能力の解除……？　そんなのあったんだ……」

「そうか。美兎や暁月は今回が初めての実戦試験だから、知らないのも無理ないね」

　と、千影。背の低い葛葉が、美兎を見上げながら、

「限定解除と言っても、別に具現化した武器の力が向上する訳じゃないわ。普ふ段だんは武器の具現化のために使っているけれど、ＡＤにはこの体操服と同期する機能があるのよ」

「ＡＤというのは本来『Arms Device』だけじゃなく、『Armor Device』の性質も兼かねているんだ。ＡＤの精神感応石オリハルコンの結けつし晶よう石に、あたしらの体操服に使用されているオリハルコンの繊維が反応して、戦せん闘とう衣服へと変化させるのさ──と、ほら始まった」

　千影がそう言うのと同時、ふと辺りの大気が揺らめいた。それは輝かがやく粒りゆ子うしの奔ほん流りゆうだ。

　そして、その場に居た全員の体操服が一瞬で変化した──全く異質なものへと。

「成なる程ほど……武器と同じで、個々人のパーソナリティに合わせた戦闘衣服になる訳か」

　呟いた暁月を、美兎は見た。彼が現在身に纏まとっているのは、異世界の黒い戦闘衣服だ。

　その格好は、アレイザードで父ガリウスと戦っていた時に着ていた物に近い。巨剣を武器にしながら、同時に操体術である錬環勁氣功を駆使する暁月に合わせられた、動きやすさを主眼に置かれた黒の軽装。見れば、千影や葛葉もそれぞれ二人に合った、異なる戦闘衣服に身を包んでいた。

　暁月の推測は、正せい鵠こくを射ていたのだろう。千影は頷いて、

「そういう事だよ。何せ精神感応石だからね。後は、個々人の深層意識にも左右される。されるんだけど……」

「……え？　どうしたの千影さん？」

　気まずそうにこちらを見ている千影に、美兎はキョトンと首を傾げた。

　すると、暁月も葛葉もこちらを見ていて。美兎はふと気づく。見ているのは同じチームの仲間だけじゃない。周囲の他のチームの人間まで、何事かこちらを見ている事に。

「え──」

　その視線の先が自分である事に気が付いた美兎は、そこでようやく自分の姿を見下ろした。そこに、不思議な既視感があった。当然だ。だって、同じ様な物を昨日の深夜に見たばかりなのだから。美兎が身を包んでいる戦闘衣服には、機能性を排した意味不明の装飾と、防御性を無視したありえない露出があって。裸はだかよりも扇せん情じよ的うてきなその格好に、美兎の思考が音を立てて静止する。



    

  
    
      　すると、暁月がスッと美兎の前へと躍おどり出でた。縮こまった美兎を庇かばうように、

「おいお前ら、あんまりジロジロと見てるんじゃねえよ」

　どこか怒おこった口調で。

　……あ……。

　自分を守ってくれるその背中に、思わず美兎が感動していると。

　暁月はキッパリと言い放った。

「俺の妹はな……ちょっくら性に敏びん感かんなお年頃なんだよ」

　まさかのカミングアウト。

　芽生えた感動をすっ飛ばし、美兎は怒いかりの鉄てつ拳けんを暁月の後頭部にブチ込んだ。



４



　そしてガイダンスが終了するのと同時、全てのチームが移動を開始した。

　乱戦を避さけるため、各チームが戦闘フィールド内を移動し、分散するために用意された時間は一時間だ。暁月達四人も、既に森の中へと足を踏み入れている。

　まだ日中だというのに、鬱うつ蒼そうと生おい茂しげる木々に阻はばまれ、陽ひの光はやや閉ざされていて。

　そんな薄うす暗ぐらい森の中で、暁月は配布された戦闘フィールドの地図を見ながら、

「──さて、俺おれ達たちの現在位置はここだ。で、委員長の話だと、こっちの渓けい谷こく付近がベースキャンプにするには最適って話だったよな？」

「ええ。前回のランキング戦で、マッピングしておいたから間違いないわ……」

　葛葉は頷き、北東の渓谷を指差して、

「この辺りには水場もあるし……他のチームからも気付かれ難い。穴場ポイントよ」

　試験期間が丸二日に渡る以上、まず重要になって来るのが野営を行うポイントだ。

　いかに戦闘フィールドが広大とはいえ、きちんと身体を休められ、かつ他チームからの襲しゆ撃うげきに備えられる場所は限られている。そんな中、何気に重要なのが『水』だ。無論、魔ま法ほうを使えば飲み水などの心配はない。このチームには水系の魔法を得意としている千影がいるし、ともすれば問題がない様にも思える。

　しかし、魔法を使えば当然だが魔まり力よくが生じるのだ。そうなれば、その反応を他のチームに悟さとられてしまうかもしれない。早い話が、居場所を知られてしまう可能性が出てきてしまうのだ。そのため、水場が近くにあるというのは重要な選せん択たく基準となる。しかし、当然そういったポイントは高倍率であり、多くの場合は鉢はち合あわせとなって衝しよ突うとつしてしまう。

　……俺一人なら、四八時間位なら眠らなくても良いんだがな。

　だが美兎達とチームで戦う以上は、休むべき時に休まなくては厳しいだろう。また暁月の性格上、他のチームとは堂々と正面からやり合いたいが、そのリスクを美兎達にも負わせる訳にはいかない。

　今回のランキング戦の目的は二つある。何が何でも氷神京也がサミットから戻って来るまで勝ち残る事と、そして美兎と同じクラスになる事だ。もし、万が一にも美兎が戦闘不能になりでもしたら、その時点でもう同じクラスになれる可能性はほとんどなくなる。

　可能な限りではあるが、避けられるリスクは避けるべきだろう。

「──となると、そのポイントへは、南側からこの滝たき壺つぼを迂う回かいして進むルートが良いだろうね」

　千影の言葉に、全員が頷く。風の魔法を得意とする美兎なら、当然の如く飛行魔法は使える。だが、周囲の森のどこに他のチームが潜んでいるともしれないのだ。下手をすれば、良い的になって狙い撃うちにされてしまう可能性だってある。面めん倒どうだが、移動は徒歩が一番良い。

　美兎は地図の等高線を見ながら、

「すごい川かわ幅はば……それにこの高低差、百ｍ以上あるよね？」

「ああ。少なくとも、水系魔法の奴らが集まってるチームなんかと戦う時は、なるべくこの付近は避けるべきだろうな。わざわざ魔法で生み出さなくても、自由にできる水がこんなにあるんだ。そういう奴らからしてみれば、さぞかし戦いやすいだろうぜ」

　暁月が言ったと同時、辺り一帯にサイレンが鳴り響いた。ランキング戦が始まったのだ。

「よし──行くぞ」

　短く告げる暁月に、全員が頷いた。



　息を潜めるような静せい寂じやくがあった。

　普段、人が存在しない森は、人が足を踏み入れると静かになる。

　動物達が警けい戒かいするからだ。ましてや、今回はこの山岳部の森全てが戦闘フィールド。

　そのため、動物達は自分から近づいてくるような真ま似ねはしない。

　とはいえ、現在この森の中には百人以上の人間がいる筈はずなのに、

「静かだね、もの凄く……」

　周囲の様子を伺うかがいながら呟く美兎に、暁月は笑いながら、

「何だ。静寂が怖こわいのか？　だったら、みんなで歌でも歌うか？」

「あのね、自分から周囲に居場所を知らせてどうするのさ……」

　呆あきれたように美兎が言うと、千影は「まあまあ」と言って、

「大声で歌うのは流石にマズイけれど、こうやって会話している位なら問題ないよ、何だったらしりとりでもやるかい？」

「そのしりとりが、命取りになるわよ。気負う必要はないけれど、それで気を抜きすぎたら元も子もないわ」

　と、葛葉。

「これは実戦試験で、遠足じゃないんだから」

「──なら、ちょっと気分を引き締しめるか」

　と、先頭を歩く暁月が急に声を低くした。後ろを歩く美兎達を、手で制止する。

　森の奥おくを見据えて。

「この先に、他のチームの奴らがいる。近づいて──仕掛けるぞ」

「………………っ」

　一いつ瞬しゆんで緊張感が高まったのを美兎は感じた。気配と足音を消して歩を進める。すると程なくして、暁月の言ったように他のチームの姿を、茂みの向こうに確かく認にんする事ができた。

「解ってるなお前ら……タイミングを合わせて、一気に行くぞ」

　互いに頷きあい、呼吸を一つ、二つ──三つ目で駆かけ出した。

　背後からの奇襲。完全に相手の虚きよを突ついた形。

　しかし、暁月達はあと一歩の所で足を止めた。相手に反応がない。というよりも、

「──────」

　そのチームは、土系の魔法が作り出したダミー人形だった。

　罠わなだ。

　そして反対に、後方上空から人ひと影かげが降ふってくる。完全に奇襲を返された形。しかし、

「生憎と──」

「──見え見えだね！」

　葛葉と千影は即そく座ざに武器を具現化、急速反転。葛葉はその小さい身体には不ふ釣つり合あいな程ほど巨きよ大だいなハンマーを振り回まわし、千影は流線型の意いし匠ようが凝こらされた弓で水の矢を放つ。そして、

「えっと……ご免めんね！」

　最後に。美兎が生み出した空気の圧縮弾が、まとめて相手を吹っ飛ばした。

　そして森に静寂が戻る。ふと、

「…………俺の出番がねえ」

　先頭を歩いていた暁月が、不ふ機き嫌げんそうにポツリと呟いた。今の一連の動きは、とっさに行った物ではない。土人形を利用した罠と背後からの奇襲──そんな相手の作戦を、暁月達は完全に読んでいた。千影は頭の後ろで両手を組んで、

「これで一チーム撃げき破は、と。全部で何チーム参加してるんだっけ？」

「ＡからＥクラスまで、合計で三九チームよ」

「なら、少なくともこれで残っているのは三八チーム以下だね」

　一度交戦した事で、少し緊張が取れた笑顔の美兎に、

「いいや、だったら──」

　そう言って、やおら暁月が魔ま剣けんを具現化する。そして、ダミーの土人形へ向かってその巨大な刀身を振り下おろした。轟ごう音おんと共に、地面が爆ばく発はつしたかのように吹き飛んで。

　その土ど砂しやの中に、人の姿が混じっている。美兎は驚きに眼を見開いた、

　……地面の下に隠れてたの？　他のチームの土人形を二重の囮おとりに使って？

　暁月は黒の魔剣を肩に担かついで、

「これでもう一チーム脱だつ落らくだ。それとな」

　一息。

「言っとくが──そこに居るのは解ってるぞ、お前ら！」

「────っ？」

　突とつ然ぜん暁月が発した大声に、美兎達はギョッとして身を硬かたくする。

　しかし、暁月はそんな美兎達には構わずに、

「今のを見てただろうが！　俺達に小細工は通用しねえ。コソコソこっちの隙すきなんぞ窺うかがってたら、俺らが先手取ってぶっ飛ばすぞ！」

　周囲へ向かって叫さけぶ。不敵な笑みで、

「腑ふ抜ぬけた戦略や戦法で、どうにかなると思ってんのか。全力で来いよ、正面から。心配すんな、逃げやしねえさ。掛かってくるヤツは全員、きちんと潰してやるからよ」

「な、何を……」

　言ってるのさ、と美兎が言おうとした時だった。周囲の木々や茂みの向こうから、一斉に他チームが姿を現したのは。その数、およそ五十人。

　……嘘うそ……本当に居た？　それもこんなに……？

　美兎は驚きに眼を見開く。その数の多さもだが、本来は敵同士の彼かれらが、互いに牽けん制せいし合う事なく、真まっ直すぐこちらを見据えていた。彼らの視線が物語っている。目的は──暁月や美兎らを倒たおす事なのだと。バトルロイヤルの鉄則。それは、強い者から協力して先に倒すというものだ。しかもそれが、現在ＪＰＮバベルで最も勢いのある人間がいるチームなら尚なお更さらだった。ガイダンス前に生徒会と火花を散らしていたのは、誰もが目もく撃げきしている。そこで単なる噂ではなく、明確な脅きよ威ういとして暁月を認にん識しきしたのだろう。

　とはいえ、ここまで形なり振ふり構かまわずに来るとは思ってもみなかったが。

「ど……どうするのさ、これっ」

「さすがに、この人数相手は……しんどいかな」

「ちょっと多すぎね……」

　中には、Ａクラスらしきチームまで居て。

　思わず気け圧おされる美兎、千影、葛葉とは対照的に、さらりと暁月が言い放つ。

「悪いな。やっぱりチマチマやるのは俺の性には合わねえや。けど別にビビる事はねえよ、こんな群れなきゃ何もできないような情けねえ奴ら。俺とお前らなら何とでもなるぜ」

　すると、こちらを取り囲んでいる連中は互いに顔を見合わせ、そして失しつ笑しようした。

「聞いたか……この馬ば鹿か、この人数相手に勝つつもりだとよ」

「ははっ、やれるものなら──」

　しかし、言えたのはそこまでだった。

　轟音。

　暁月がこちらを笑っていた連中に対して、黒の魔剣を振るったのだ。

　その斬撃によって生み出された巨大な衝しよ撃うげ波きはは、顔を見合わせて笑っていたおよそ半数を飲み込んだ。そして後には、ごっそりと削けずられた山やま肌はだだけが残される。

　俄にわかには信じられない光景。しかし美兎は、暁月が黒の魔剣を振り切っているのを見て理解する。今のは、錬環勁氣功によって繰くり出された、暁月の剣撃の衝撃波なのだと。



    

  
    
      　一方、思考が追いつかないのだろう。突然の事態に、残った相手連中は棒立ち状態で。

　暁月は振り切った魔剣をひょいと肩に担ぎ直すと、スタスタと歩き出した。

　敵チームの前を悠然と通り過ぎ、

「──やっ？」

「わっ──？」

　同じ様に呆ぼう然ぜんとしている、葛葉、千影の尻しりを勢いよく叩いてゆく。

　……え、ちょっと……まさかボクも？

　慌あわてて両手で尻を隠して、

「さ、させないからね……絶対！」

　キッと睨んで後あと退ずさろうとしたら、美兎だけ胸を鷲わし掴づかみにされた。

「ぎゃ──っ！」

　反射的に聖せい錫しやくを具現化し、振り回したこちらの攻こう撃げきを暁月はひょいと避けて、

「どうだ──ちっとは何とかなりそうだろ？」

　笑う。明るく、そして無む邪じや気きに。

「──────」

　その笑顔に、美兎達はそれ以上何も言えなくなって。そして身体からスッと硬さが取れたのを感じた。必要以上の不安と緊張から解き放たれたのだ。

　暁月の言葉は、弱気になっていた美兎達の心に力を与あたえてくれた。

　まるで魔法みたいに。

「よーし、良い顔になったな」

　暁月は満足そうに頷いて、背後を振り返かえった。

　そして美兎も見る。残る相手はおよそ二五人。普通に考えれば、それはまだ絶望的な人数差。

　しかし、先程まで感じていた不安や悲ひ壮そう感かんはもうなくて。後はただ、静かに沸わき上あがる感情がある。身体が微かすかに震ふるえ、心がそっと熱を持つその感情は。

　きっと勇気。

「さあ──始めるとしようぜ」

　そして、暁月がそう告げたのと同時、

「か、かかれえぇぇ────っ！」

　残った連中が、束になって一斉に襲おそい掛かってきた。
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　ランキング戦のガイダンスを終えた第一総合グラウンドに、浮うかび上がっているホログラムがある。バベルの敷地内の一部を表示したそれは、ガイダンスで範はん囲いを説明するために表示されたランキング戦のフィールドＭＡＰだ。

　ホログラムのＭＡＰ上には、参加者の精神状態を表すＡＤの反応が、赤と青の光点となって散らばっていた。赤は戦闘可能であり、そして青は戦闘不能を意味する。

　よってこのモニターを見れば、ランキング戦の現在の状況を一目で把握する事が可能。

　そんな戦せん況きようを見守っているのは、屋外テントの仮設本部でランキング戦の管理・運営を行っている試験官の職員スタッフ達である。そしてたった今、大きく動いた戦況を目まの当あたりにし、オペレーター担当のスタッフが呆然としながら告げる。

「ポイントδの混戦が終了……一チームを除き、一四チーム・五一名全て戦闘不能です」

「馬鹿な、開始してまだ一時間足らずだぞ……」

　この短い時間で四割近くが脱落したという事実に、オペレーターの隣に立っていた試験官が唸うなる様な口調で、

「モニター上の動きから見るに、複数のチームが協力して特定のチームを倒そうとして、返り討うちに遭あっていたな……どのクラスのチームだ？」

「待って下さい……今、モニターに出します」

　コンソールを操作し、ＡＤの反応から混戦を勝ち残ったチームの情報が引き出された。

「──Ｂクラスの〇八チームです。構成はクラス委員の桐どう元もと葛葉を始めとする四人」

　別の試験官が、ホログラムモニターに表示された四名のプロフィールを見て、

「桐元、それに五泉いずみか。彼女達なら知っている。あの二人は、Ｂクラスの中でも特に優ゆうし秀ゆうだったからな……それこそＡクラス入りできるだけの実力は充分に秘ひめていた。この成績ならもう、Ａクラスへの昇しよう級きゆうは確定だろう。しかし……」

「ええ。混戦の相手には、そのＡクラスのチームも含ふくまれていました。何よりこの混戦を制し、相手の八割近くをたった一人で戦闘不能にしたのは──この生徒です」

　オペレーターの言葉に合わせて、四人の中の一人がクローズアップされた。

　それは不敵な笑みを浮かべた青年だ。そして、その名と顔を知らぬ者はいない。

「凰沢暁月……ノルンチェックで《真の勇者》と診断された例の生徒か」

「召しよ喚うかんされていたのはアレイザード……ここ数年は出ていなかった世界だな」

「しかし確か、彼は魔法を使う事ができなかった筈だが……」

「──関係ありませんよ、凰沢には」

　ふと。少し離はなれた場所で宙のモニターを見上げていた試験官が口を開いた。

　するとオペレーターが思い出したように、

「そう言えば、彼の入学検査に立ち会ったのは貴方でしたね──山やま岡おか先生」

「ええ。それに戦技訓練も私が監かん督とくしているんですが……桁けた外はずれですよ彼の実力は」

　山岡と呼ばれた試験官は苦笑して、

「先日の訓練プログラムの暴走も、彼一人で事態を収しゆう拾しゆうさせましたからね。戦闘能力だけなら間違いなくＡクラスか、下手をすればそれ以上。それこそ生徒会とすら互角に──」

「──それは聞き捨てなりませんわね」

　不意に。冷たさを含んだ透すき通った声が、山岡の言葉を遮さえぎった。

　誰もが、その声のした方を見る。そこには高等部の制服に身を包んだ生徒の姿があった。

　本来ならば全員参加のランキング戦を特例で免めん除じよされ、職員スタッフと一緒にランキング戦の管理と運営を行っている学生。

　生徒会だ。

　そして副会長の七瀬遥が不機嫌そうに、

「確かに相当の実力の持ち主である事は認めますわ。ですが私達と同等というのは、少しばかり過大評価だと思いますわよ？」

　しかし、書記の上崎遼平はあっさりと、

「そうか？　俺は案外良い勝負になるんじゃねーかって思うけどなあ」

「上崎……貴方がそんな弱気でどうするんですの？」

　と、遥は呆れ顔がおで、

「大体、こないだは『あれ位ならＡクラスにも居る』と言っていたじゃありませんの」

「いや。それはあくまで、こないだの訓練プログラムの暴走を収めた様子だけを見ての判断だからなあ……」

　遼平は頬ほおをポリポリと掻いて、

「そりゃ俺も、あの時のあれがアイツの本気だとは思ってなかったさ。それなりに実力を隠しているとも思ったし……もちろんそれも見み越こして言ったつもりだったけどよ」

「あの人……底が見えない」

　ポツリと、それまで黙だまっていた美奈巳が口を開いた。

「普段の振る舞まいから、豪ごう快かいな性格ばかりが目立つけど……多分、本当の彼は凄く強したたか」

「ま、そういう事だな。どっちが強いかなんてのは、実際に戦ってみないと解らねえよ」

「……そうですの。そこまで言うのであれば、早く行かなくてはなりませんわね」

　と、遥。久保田の工房で垣かい間ま見みた暁月の実力は、確かに相当の物だったとは思うが。

　だがそんな簡単に、彼を認める訳にはいかない。自分達は、ただの学生の代表とは違う。

　このＪＰＮバベルの秩序を守る、生徒会なのだから。

　だから七瀬遥は、仲間の二人に向き直る。

「上崎、美奈巳。さっさと仕事を終わらせますわよ。今から急げば、私達も夜にはランキング戦に参加できます。どちらが本当に強いのかは、そこではっきりさせましょう」
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　そして。暁月達が待まち伏ぶせしたチームを殲せん滅めつし、生徒会も動き出そうとした頃。

　ＪＰＮバベルの警備システムが、敷地内へと入ってくる一人の侵しん入にゆ者うしやを確認した。

　とはいえ、侵入者は極ごく秘ひ裏りに敷地内へ入った訳ではない。まるで当たり前の様に、正門を通り過ぎて来たのだ。そのため警報が鳴る事はないままで。

　しかし異世界からの帰き還かん者しやは、バベルの重要な財産だ。当然ながら、敷地内の警備システムは厳重。あっという間に駆けつけた警備員によって、その侵入者は捕ほ捉そくされる。

「──そこの青年、動くな！」

　二名の警備員の呼よび掛けに、侵入者が足を止めた。警備員らは見る。眼めの前に居たのは、栗くり色いろの髪の青年だ。明らかに日本人とは異なる外見の彼は、それでも流りゆう暢ちような日本語で、

「ああ、ちょうど良かった……道に迷っていた所なんです」

　朗ほがらかに笑う。

「照会して下さい。昨日異世界から戻って来まして、こちらへ入学検査に来ました」

　両手を広げ、屈くつ託たくのない笑みを浮かべて、青年は歩み寄ってくる。

　日本で暮らしている外国人が、日本国内で異世界へ召喚されて戻ってきたら、ＪＰＮバベルへ来る事はおかしくない。

　とはいえ現場の末まつ端たんの警備員に、異世界から戻って来た際に発生する次元移動の反応が、いつあったかなどは解らない。その情報を知る権限がないのだ。

「解った。今、本部に照会する」

　そう言って、警備員の一人が青年に背を向けた。そしてもう一人が、

「タイミングが悪いな……今日は高等部のランキング戦だから、ほとんどの検査官は向こうの試験官をやっている。もしかしたら、しばらく待つ事になるかもしれないぞ」

　気の毒そうに青年を見た。しかし青年は静かに笑う。

　穏やかに、

「いいえ構いませんよ、むしろ──好都合です」



　そして。昨日、異世界からの帰き還かんした者が居たかどうかについて、警備員から本部のデータベースに照会が依い頼らいされる事はなかった。

　代わりに本部に対して「侵入者についてはシステムの誤作動」との報告だけが行われて。

　そのため本部もまた、それ以上の確認を行う事はしなかった。

　何故ならば、奇くしくも今日はランキング戦。しかも今回は、《真の勇者》と告げられた、台風の目が活かつ躍やくしていて。目まぐるしく変化する状況から眼が離せなかったのだ。

　だから、誰も気が付かない。



　警備員の待機所が破は壊かいされ、そこに詰めていた総勢十余名の警備員が行方ゆくえ不明になっていた事が確認されたのは──それから九時間後の事である。
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　陽が完全に沈しずんだ山に、降りる闇やみは漆しつ黒こくだ。

　山岳に満ちた静寂が、夜の闇をさらに深く、暗い物へと染め上げている。

　そんな中、ランキング戦に参加している学生の頭を悩なやませるのが夜の越こし方かただ。

　試験は四八時間ぶっ通しで行われ、そこに休きゆう憩けい時間などという物はない。

　戦場と同じなのだ。休息もまた、襲撃を覚かく悟ごしながら行わなければならないのである。

　春とはいえ、夜ともなれば山の気温は一気に低下する。そこで普通ならば火を焚たくのだが、そんな真似をすれば他のチームに居場所を報しらせるような物だ。そのため各チームは、それぞれの特とく徴ちように合わせた創そう意い工く夫ふうを行う。火を焚かずに大気魔法で周囲の温度を調整する、進行ルート上に幾いくつか火を焚いて囮にする、土系魔法で洞どう窟くつを作ってその中で過ごす、灯あかりが目立つ夜間は行動して夕方や早朝に休むなど、その方法は様々だ。

　そんな中、美兎達はベースキャンプを張った北東の渓谷で、堂々と火を焚いていた。無論、美兎の魔法で風の結界は張ってある。しかし、それでも周囲に居場所を知られるのは避けられない。

　しかし、

「ふー、食った食った」

　暁月が満足そうに腹をさすった。彼が食べ終えたのは、本日の夕食だ。ランキング戦の舞ぶ台たいとなったこの山岳部は豊かな自然の宝庫で、人が食べられる動植物が多数存在していた。

　そこで美兎達は、ニジマスやイワナなどの川魚を獲とって、焼き魚にして食べたのだ。

「良いのかな、本当に……」

　心配そうに美兎は言う。

「こんなに堂々と火を焚いて……ボクら今、周囲からは丸見えだよ？」

「心配いらねえよ。昼間、あれだけ派手にやっておいたんだ。これ以上、俺達にちょっかい出そうとする奴はいないだろうぜ」

　リスクを恐れぬ無む謀ぼうな行こう為い──常識的に考えれば、そう思うのが普通。しかし、暁月には自分達の位置を知られてもなお、攻撃を受けない自信がある様だった。

　昼間に行われた乱戦の結果……それが他のチームへの牽制になっていたからだ。

　十九チーム、六四名撃破──それが今日、美兎達が残した戦績だ。暁月の驚きよ異うい的てきな活躍もあり、既すでに参加者のおよそ半数近くを美兎達は倒していた。その結果は、圧巻の一語に尽つきる。例年ならば、初日の日中で半数に、夜間でその半数に、そして翌日の日中でさらにその半数へと絞しぼられる。そしてそれ以降、勝ち残ったチームはどこも、戦闘で勝利する事よりも、チームの存続を優先する。そのため試験終了まで戦いを避け、互いに睨み合う膠こうち着やく状態に陥おちいる展開が通例だ。

　しかしそれは、あくまで全てのチームが争あらそった結果の統計。

　だが、今年は美兎達だけで、例年の初日の棄き権けん者しや数に迫る撃破数なのである。

「当然だけど、あたし達以外のチーム同士の戦いも行われているからね」

　と、少しのんびりとした口調で千影。

「残存しているチームは、スタート時の四分の一以下じゃないかな」

「そうなると、間違いなく例年よりも早いタイミングで膠着状態が始まるわ」

　葛葉は冷静に状況を判断。

「恐らく今回は、ランキング戦の風物詩『夜襲戦線』は行われないでしょうね」

　そう。本来ならば初日の夜は、毎回相手の隙を突いて突かれての激戦になる。しかし、ここまで残存チームが減っては、これ以上積極的に争おうとするチームは少ない筈だ。特に、今回の台風の目となった美兎達と戦おうというチームは、それこそほとんど存在しないだろう。

「まあ、もし来ても返り討ちにしてやれば良いさ。先刻みたいにな」

　と、暁月。実は火を焚いて少しした頃、こちらのキャンプ目め掛がけて、火系統の遠えん距きよ離り魔ま法ほうで攻撃を仕掛けて来たチームがいたのだ。当然その攻撃は美兎の風の結界に阻まれた上、カウンターの雷らい撃げき魔ま法ほうで一蹴される結果になったのだが。だが、そのお陰かげでそれ以上暁月達にちょっかいを出してくるチームはいなくなって。警戒を怠おこたりさえしなければ、取り立てて不安になる必要もないだろう。となれば、

「さて飯も食ったし──次は風ふ呂ろだな」

「…………………………」

「…………………………」

「…………………………」

　来た──暁月の言葉に、美兎・千影・葛葉の三人は沈ちん黙もくする。食事や睡眠と同じで、このランキング戦では汗を流す事も許可されていた。ただし試験期間中は全て戦闘状態であり、入浴中に襲われる可能性は否定できないため、あくまで自己責任である。要は夜間に火を焚くのと同じで、周囲に気が付かれなければ問題ない訳だ。暁月の提案に、美兎達は異論を唱えるつもりはない。今日の昼間は激戦だったのだ。当然、汗あせも沢たく山さんかいている。

　疲ひ労ろうの回復にもなるし、汗を流してすっきりしたいのが本音だった。それこそ葛葉の土魔法で湯船を作り、千影の水魔法で水を張って、焚いた火で焼いた石を放ほうり込めば、立派な露ろ天てん風ぶ呂ろは完成する。美兎達は互いに目配せ。真剣な視線が交こう錯さくすれば、誰もが同じ事を考えているのが解った。即ち──誰がババを引くのかだ。

　幾ら他のチームから狙われる可能性が減ったとはいえ、全員同時に入浴して隙を作る訳にはいかない。ここはやはり睡眠と同じで、交代制で入るべきだろう。暁月一人と女子組三人の二班編成という手もあるが、そうなると全員が暁月に覗のぞかれてしまう可能性があるため却きや下つか。つまり暁月の監かん視し役やくが必要なのだ。そして、その監視役が暁月と同時に入らなくてはならない。無論暁月一人、女子二人、女子一人の三交代制にすれば覗きに関しては問題ないが、そうなると今度は入浴時間が長くなる。このチームが襲われる危険性が減っているとはいえ、そこまで悠ゆう長ちような真似をするのは、流石にリスクが高すぎるだろう。ここはやはり誰か一人が、他の二人を守るために哀あわれな羊となり、文字通り身体を張って暁月を何とかするしかないのだ。お背中お流し致します──と。

　そして美兎達は弾はじかれたように、

『──ジャーンケーンっ！』

　子羊を決める勝負を始める。暁月はそんな三人の考えを見み透すかしたように、

「ほお。何だよ……お前らそんなに俺と入りたいのか？　だったら別に勝った奴だけじゃなくて、みんなで一緒に入っても良いんだぜ」

「そ、それは危険だよ。しかも一番！」

　主に対暁月的な意味合いで。美兎達は、慌てて暁月を制止する。全員が同時に入浴して、隙だらけの所を襲われたら目も当てられないと必死になって、

「ほら、幾ら襲われる可能性が減ったとは言え、ゼロって訳じゃないんだし」

「そりゃそうだな。でも、別に問題ねえだろ」

　暁月はキッパリと、

「襲われたら、みんな裸で戦えば良い」

『なんでやねんっ！』

　美兎達全員が、思わず関西弁で突っ込んだ──その時だった。

「────────」

　暁月がピクっと何かに反応し、そして背後を振り返った。

　数瞬遅れて、美兎も事態を察知する。

「風の結界が……破られた？」

　その言葉に、千影や葛葉も表情を改め、身を硬かたくする。そして、

「──随ずい分ぶんと好調なようですわね」

　正面の闇の向こうから、相手が姿を現した。白いコートの様な戦闘衣服をその身に纏っていたのは、ＪＰＮバベルの生徒会メンバー達。即ち七瀬遥、上崎遼平、哀原美奈巳の三人だ。戦闘衣服が同じデザインを踏とう襲しゆうしているのは、生徒会のユニフォームの様な物なのだろうか。世間話などしに来た訳ではない事が明白な雰ふん囲い気き。その緊きんち張よう感に、美兎達は思わず息を呑む。

　ただ一人、暁月だけが不敵に笑って、

「何だ。生徒会は初日の戦闘には参加しないって聞いてたから、てっきり日付が変わった深夜に来るかと思ってたんだがな」

「いやいや、それでも早えよ……」

　と、遼平が迷めい惑わくそうに、

「俺は明日の昼前にでも、ゆっくり行こうぜって言ったんだよ。けど、遥がさあ……」

「…………もう我が慢まんできないって」

　うんうんと美奈巳も頷くと、遥はフンと鼻を鳴らして、

「良いんですのよ。あくまで免除されているだけで、参加を禁止されている訳じゃないのですもの」

　だから、

「凰沢暁月、少し顔を貸して貰えますわね？　理由は──言わずとも解りますでしょう」

「もちろん。美人のお誘さそいだ……断わる理由は何もないな」

　頷く暁月に、美兎は慌てたように、

「ちょ、ちょっと待ってよ。一人でなんて……」

　その言葉に同意するように、千影と葛葉が一歩前へ出る。遥は、美兎達を一いち瞥べつして、

「私は構いませんわよ、別にどちらでも」

　しかし。

「──いや、俺一人で行く」

「そんな……」

　暁月の決断に、美兎は思わず食い下がろうとする。しかし暁月は首を振って、

「試験は明日もあるんだ。余計な戦闘で、お前らまでダメージを受ける必要はねえよ」

「それは、暁月も同じだよ。そんな物は理由にならない」

「私達はチームよ、凰沢君。その事実が、相手によって揺ゆらいだりする事はないわ」

　だが千影や葛葉も譲ゆずらない。そして美兎は、納得が行かないとばかりに見据える。

　暁月ではなく、生徒会の面々を。

「……どうしてなの？」

　暁月が生徒会と戦いたい理由は何となく解る。暁月とコクーンには何らかの強い因いん縁ねんがあって、そのために暁月はコクーンの一人である生徒会長の氷神京也と戦いたいのだ。

　ガイダンス前、氷神京也が言っていた言葉からも、それは間違いないだろう。

　しかし、生徒会が暁月を積極的に狙う理由は解らない。いくら暁月が好戦的だとはいえ、ここまで目の敵にされる必要はない筈だ。

「どうして貴方あなた達たち生徒会が、ここまでこの人を狙うの？　その理由って何なのさ？」

　真剣さを含んだ美兎の問い掛け。生半可な理由では、自分は納得しないと。すると、

「何故って……そ、それは」

　すると遥は何故か表情を引きつらせ、美奈巳は頬を赤く染める。

　美兎は思う。あれ、何だろうこの妙みような空気。何だか、激しく身に覚えがあるのだが。

　そうして場の空気が微びみ妙ような物に変化した中、遼平が苦くし笑ようしながら、

「いや、お前の兄ちゃんな、ウチのお姫ひめ様さま達たちの下着を──」

「──うっ、上崎っ！」

　慌てて遥が、顔を真っ赤にして叫んだ。

　そんな遥の様子を、変に爽さわやかな笑顔で暁月が見つめていて。

「────────」

　美兎は理解する。暁月のいやに慈じ愛あいに満ちた表情の意味を。下着という単語が、タイムリー過ぎた。何故なら先日、美兎もたっぷりと体感させられたばかりなのだから。

　庇ってあげる気が消失した。地面から手て頃ごろなサイズの石を拾って、思い切り投げつけた──暁月へ向かって。

　叫ぶ。

「この変態っ。さっさと行って、やられちゃえ馬鹿──っ！」



８



　暗い夜の森を覆う闇に、優やさしく差す光がある。

　天上から木々の隙すき間まを取って降り注ぐそれは、夜空の月が発する蒼あおい燐りん光こうだ。

　美兎に石を投げられながらベースキャンプを後にした暁月は、生徒会の三人と共に北東の渓谷から離れていた。これを提案したのは暁月だ。美兎達が戦闘の巻まき添ぞえにならぬ様に、また途とち中ゆうで参戦してくるような事はないようにと考えての判断だった。

　生徒会の三人も異論を唱える事はなく、彼らは大人しく暁月の提案を受け入れて。

　そして、ベースキャンプからおよそ三の距離を空けた所で、暁月達は対たい峙じした。

　最初に口を開いたのは、副会長の七瀬遥だ。彼かの女じよはこちらに向かって、

「凰沢暁月。今日一日戦ってみて、初めてのランキング戦はどうでしたの？」

「どうって──まあ、こんなもんかって感じだな」

　暁月は肩かたを竦すくめて、

「今日当たった連中の中には、生あい憎にくとそこまで楽しめるような相手はいなかったぜ。明日コクーンのサミットが終わってくれれば、結構楽しめるんじゃないかと思うけどよ──」

　そう嘯うそぶくと、鼻先を掠かすめる物があった。それは空気の刃。遥の放った風系の魔法だ。

　そして──正面から冷れい笑しようが来る。

「会長の帰りを待たずとも、たった今から面おも白しろくしてさしあげますわよ……」

　そして遥は、ＡＤとは異なるリストバンドを操作した。と同時、周囲の空間に目に見えぬ変化が発生した事を暁月は理解する。周囲から、完全に音が消えたのだ。

　暁月はスっと眼を細めて、

「空間魔法か……」

「バベルのシステム結界だ。肉体にダメージを与えないのがあるだろ。あれの応用さ」

　と、遼平。

「周囲二に特とく殊しゆな空間結界を張った。これでもう結界の内と外では、それぞれの音と振しん動どうが伝わる事はなくなった」

「好きなだけ暴れられる……誰にも邪魔されない」

　抑よく揚ようのない口調で言ってくる美奈巳に、暁月は納得したように、

「成る程な……思う存分やれるって訳だ。で、ちょっと聞きたい事があるんだが、ここでの戦闘結果は──ランキング戦の成績に反映されるのか？」

「ああ、反映される。だが、お前さんがそれを気にする必要はもうないぜ」

　遼平は苦笑して、

「昼間の戦闘で、お前さんのチームは抜群の成績を残している。そのため、四人とも試験終了を待たずにＡクラスへの昇級が決定しているんだ。たとえここで俺達に負けてもな」

　その事実を聞かされた暁月は、フッと笑った。予定通りだ。これで少なくとも、美兎と別々のクラスになる危険はなくなった。ならば、後はもう一つの目的を達成すれば良い。

　だから暁月は、右手を真横へと水平にかざして、

「聞きたかったのは勝った場合なんだが……それでも結果は同じだろうな。まあいいや、取り敢えず氷神京也と戦やる前に、アンタらを倒して舞台を整えておくとするか」

　黒の魔剣を一瞬で具現化し、そして不敵に笑った。

「──結界を張ったのは失敗だったな」

　恐らくは、余計な邪魔が入らないように考えての事なのだろう。横よこ槍やりさえ入らなければ、自分達は間違いなく暁月に勝てると。だがそれは、とんだ勘かん違ちがいだ。

「余計な邪魔さえ入らなければ、間違いなく勝つのは俺だ」

「戯言を……上崎、美奈巳、手出しは無用です」

　対する遥も、自信たっぷりに自分の胸に手を当てて。

「ＪＰＮバベル高等部、生徒会副会長、七瀬遥──参りますわ」

　告げると同時、遥の姿が暁月の眼の前から掻かき消えた。



　遥は風の高速魔法を展開していた。魔法を使用した際に生じる魔ま法ほう陣じん。詠えいし唱よう者を守る防護障しよ壁うへきとなるものの、発動のタイミングを相手に悟られやすいため、遥はそれをキャンセル。一瞬で暁月の背後に回りこみ、具現化した特殊な形状の半月刀で横薙なぎに斬きり付つけた。

「────っ？」

　しかし、遥の半月刀が暁月の身体をすり抜けた。と同時に、暁月の姿が掻き消える。

「まさか──残像っ？」

「──正解だ」

　真上からしたその声に、遥は宙を仰あおぎ見みた。そこに暁月が居る。

　既に黒の魔剣をこちらへ向かって振りかぶっている暁月に、遥は風の刃を無数に生み出して対抗。全方位から暁月を攻撃する。しかし、

「そんな小手先魔法が通じると思ってんのか！」

　暁月はそう一いつ喝かつすると、遥の生み出した風の刃に対応。黒の魔剣の連続斬ぎりで、全てを弾き散らす。単純な魔法とはいえ、術者によってその威いり力よくは変動する。決して軽い威力ではなかった筈だ。だが、暁月は大して意に介した様子もなく、そのまま遥へと肉にく薄はくする。

「──くっ！」

　とっさに遥は、小型の竜たつ巻まきを右手に生み出して地面へ叩たたきつけた。それは衝しよ撃うげきとなり、地面の土砂を巻き上げる。視界を遮る土の波。しかしこれは、あっさりと暁月の魔剣によって両断される。だがその時には、遥は後方へ飛び暁月の間合いから大きく離れていた。

　さらに、巻き上げられた土砂によって周囲が土つち煙けむりに包まれていて。遥はそれを好機と判断。たとえ視界がゼロでも、風の魔法を得意とする遥には、周囲の大気の動きで相手の位置を察知できる。

「そこですわ！」

　手の平を前に突き出だして、空気の圧縮弾──疾しつ風ぷう砲ほうを連続で放つ。

　放たれた疾風砲が砂すな煙けむりに丸い穴を穿うがった。遥は見る。その先にある暁月の姿を──

「──いないっ？」

　そんな──と思ったのと同時、右の土煙を突き破やぶって暁月が飛び出して来た。

　既に斬撃の体勢。だが、ギリギリの所で遥の対応が間に合った。展開した飛空魔法で上空へと離り脱だつし、遥は何とか体勢を立て直そうとする。

　……やはり強い……それも想像以上にっ。

　遥は焦しよ燥うそうを露あらわにする。間違いなく、暁月は自分達生徒会の脅威だと。

　久保田の工こう房ぼうで感じた不安が的中したのは、最も早はや疑いようがない。

　だが、まだだと遥は思う。暁月は魔法を使えない。宙にいる限りは、こちらに対して有効な攻撃は行えない筈。ところが、

「安心するのはまだ早いぜ！」

　地面の暁月が魔剣を振るった。それは斬撃の衝撃波を生んで、宙の遥を襲う。

「────っ！」

　慌てて遥は、自分の正面に風の防護障壁を展開して対応。と同時に轟音が鳴り響ひびいた。

　遥の防護障壁は、暁月の斬撃による衝撃波を防ぎ──しかし霧む散さんしてしまう。

　さらに激げき突とつによって生じた衝撃までは殺せず、弾はじき飛ばされた遥は地面へと急速落下。

「くっ……」

　辛かろうじて風を操あやつり、遥は宙で体勢を整えて着地する。

　しかし、こちらの落下軌き道どうを読んでいた暁月は、既に距離を詰めていて。

　そこはもう既に、黒の魔剣の間合い。

「これで終わりだ副会長！」

　暁月がこちらへ魔剣を振り下ろそうとして、その彼を覆い包む様に周囲の土が呑み込んだ。

　相手の動きを封ふうじる、土系の束そく縛ばく魔ま法ほうだ。

「これは──美奈巳っ？」

　遥がハッとなったと同時、暁月を呑みこんでできた土のかまくらが、火柱に包まれた。

　見れば遼平が前に向かって手を突き出していた。その正面には、魔法陣が展開している。

　土で覆われているとはいえ、中は間違いなく灼しや熱くね地つじ獄ごく。対魔ま法ほう防ぼう御ぎよが不可能な暁月に、それに耐たえる力はないだろう。もっとも、結界が働いている以上肉体にダメージはない。

　精神への負ふ荷かが勝まされば、気を失う事になるだろうが。

「余計な真似を……手出しは無用と言った筈ですわ」

　不満げに立ち上がる遥に、

「確かにな。けど、俺らはそれを了りよう承しようした覚えはないぞ」

　遼平は肩を竦めて見せた。美奈巳も頷き、小さく呟つぶやく。

「個人的な感情で熱くなっては駄目……私達は、単なる生徒の代表じゃないから」

　バベルの生徒会──その本質は強さの象しよう徴ちようだ。特殊な能力を得て戻もどってきた、異世界からの帰き還かん者しや達たち。そんな彼らを取りまとめる、秩ちつ序じよの守護者──それが生徒会なのである。

　そんな彼らに、決して敗北は許されない。秩序を失った強大な力は、すぐに暴走する。

「認めろよ遥。アイツは強い……ひょっとしたら俺達以上かもな。それは、久保田さんの工房から戻ったお前が、俺達に報告した時から解っていた筈だろ。そして、お前はウチの副会長なんだ。万一お前が負けたら、これまで歴代の生徒会によってずっと保たれてきたＪＰＮバベルの秩序が一気に崩くずれちまうんだぜ」

「ですが、たとえ三対一で勝った所で……」

　渋しぶい顔で言う遥に、遼平は苦笑して、

「凰沢暁月は問題児だぞ。いつか粛しゆ清くせいするってお前だって言ってたじゃないか。だから俺達生徒会がそうした……それで話は通じるさ。何の問題もないだろ」



　──ああ、問題ねえよ。俺も始めから三対一でやるつもりだったしな。



　その声に、遥達はハッとなって見る。と同時、未いまだ激しく燃え盛っていた火柱が吹き飛んだ。

　そして暁月が姿を現す。その表情には不敵な笑えみが浮かんでいて。

　まるで、一いつ切さいのダメージを受けていないかの様だった。

「おいおいマジかよ……魔法が使えないで、どうやって耐えられたんだアイツは？」

　驚おどろきを口にする遼平に、暁月は悠ゆう然ぜんと、

「お前達が魔法によって火や水、そして土や風を操るように、俺の操体術の錬環勁氣功は氣を操る事ができてな。そして何もそれは俺の体内の氣だけでなく、この世界に存在するありとあらゆる氣も操れる。自分を知り、世界を知って一つとなる──それが錬環勁氣功の極ごく意いでね。その気になれば、対魔法の障壁くらい張れるって訳だ」

　苦笑して、

「大体、幾ら魔法が使えないからって、対魔法防御位やれないと勝負にならねーだろ？　まあ本当なら田中の時みたいに、この技わざを使わずに済むならそれに越した事はなかったんだが……流石にお前らはそこまで簡単な相手じゃなかったな」

「……そういう事でしたのね」

　遥は思い出す。かつて暁月が、第二闘とう技ぎじ場ようで鬼塚と訓練で戦った時。暁月は鬼塚の魔法を受けても、平然としていた。遥達はそれを、暁月の強きよ靭うじんな精神が鬼塚の魔法を上回った物とばかり思っていたのだが。しかし、どうやらそう単純な話ではなかったらしい。

「まあ、完全に魔法が通じないって訳じゃないんだろうが……」

　と、遼平。

「とはいえ武器を使った直接攻撃の方が有効みたいだな、どうやら」

　そう言って右手を一ひと振ふり。すると、反り返った巨大な青せい竜りゆ刀うとうがその手の中に現れる。

　そして美奈巳もまた、自身の武器を具現化した。幾つもの突とつ起きが付いた巨きよ大だいな鉄球を鎖くさりで繋いだそれは、モーニングスターだ。

　そして遥も、その手に握にぎった半月刀を持ち上げ身構える。

　もう一対一にこだわるつもりはない。何としても、今この場で眼の前の男を倒す。

　そんなこちらを見て、暁月は嬉うれしそうに笑って黒の魔剣を肩に担ぎ、

「良いね……やっと本気になってくれた訳だ」

　だがそれは望む所と言わんばかりに、

「そうじゃないと、こっちもアンタらを倒す意味がないからな」

　そのままスッと腰こしを下ろして──第二ラウンドが始まった。



　最初に動いたのは、暁月でも遥でもなく、遼平だった。

「──美奈巳！」

　長い時間を掛けて磨みがかれたチームワーク。その呼びかけだけで、美奈巳はこちらの意図を一瞬で悟ってくれる。有あり難いと思う遼平の隣となりで、美奈巳が地面に手を突いた。

　と同時に魔法陣が展開。すると、周囲の地面が次々に起き上がる。それは長ちよ剣うけんを携たずさえた、無数のゴーレムだ。その数何と百体以上。色まで変化した精せい巧こうな外見は、ほとんど人間と見分けが付かない。魔ま法ほう攻こう撃げきは効かなくとも、これならば行ける筈だと遼平は判断。

　……ゴーレムの身体から繰り出される攻撃は、直接攻撃だからな。

「みんな……敵はあの人」

　美奈巳がそう言って正面を見み据すえたと同時、ゴーレムは彼女の意思に従い暁月へと殺さつ到とうした。

　その速度は、訓練された人間の動きと変わらぬ速さだ。

「とはいえ、所しよ詮せんは土人形だろ！」

　暁月はそう言って、無造作に黒の魔剣を振るった。

　それが正面に迫せまっていたゴーレムに吸い込まれ──しかし甲かん高だかい金属音が鳴る。

「何──おっと、っと！」

　自分の剣撃を防がれた暁月が、同時に襲い掛かかったゴーレム達の剣を避けた。

　驚いたように、

「何だこりゃ。土にしちゃ硬すぎだろ、おい」

「──当然だ。そいつは美奈巳特製のゴーレムだからな」

「──魔力で硬こう度どを上げてますのよ。武器による攻撃では、まず壊こわせませんわ」

　さらにゴーレム達を盾たてにし、その隙間を縫ぬって遼平と遥がそれぞれの武器で攻撃を仕し掛かけてゆく。攻撃と移動を絶えず、素す早ばやく繰り返す事で、暁月の反はん撃げきを封じる形で。

　そこへゴーレム達の攻撃も加わり、攻撃は一気に苛か烈れつさを増した。

　しかし、それでも押おし切れない。暁月は攻撃を避け、或あるいは魔剣で切り返し、また時には硬氣功で受け止めてゆく。遼平は、感かん嘆たんしたようにヒュウと口笛を吹いた。

　……すげえ、想像以上だ。

　暁月の戦いぶりは、実に見事な物だった。こうして戦っている遼平ですら、思わず見み惚とれてしまう程に。木々が生い茂る森、さらには無数のゴーレムに囲まれ自由に動ける空間が狭せばめられたこの乱戦の状じよう況きよう下で、暁月はあの馬鹿デカイ剣を片手で振り回しながら、縦じゆう横おう無む尽じんに踊る踊る。

　見れば暁月の動きは、防ぼう御ぎよと攻撃が一体とって連なる円運動を取っていた。全ての動きが攻撃となり、それがそのまま防御にもなる。そして、

「ふーん。武器じゃ壊せない、ね……」

　面白そうに暁月は「だったら」と笑って、

「これなら──どうだ！」

　そう言って魔剣を一いつ閃せんした。その巨大な刃を、これまでと同様に胴どうで受け止めたゴーレムは、しかし一いち撃げきで両断される。そして美奈巳の制せい御ぎよを離れ、ただの土へと帰した。

　驚いたように眼を丸くする美奈巳に、暁月は魔剣を振るって次々とゴーレムを切り裂さいてゆく。

　剣を振る度に、ヴゥゥンと独特の風切音を響かせながら、

「生憎だが、俺の氣は武器にも通せてね。そっちが硬度を上げられるように、俺の方も斬れ味なら上げられるんだな」

　さらに、

「──その気になれば、こんな真似もできるぜ」

　そう言って、暁月は身体を捻ひねって回し蹴げりを繰り出した。その踵かかとが近くに居たゴーレムに命中し、その頭部を吹っ飛ばす。それを見た遼平は「嘘だろ」と驚きよ愕うがくして、

「美奈巳のゴーレムはチタンより固いんだぜ……サイボーグかお前は」

「氣を通しちまえば、これ位は造作もねえさ」

　こちらの疑問に暁月が答えた。どれだけ硬かろうが、土を固めて作る以上微び細さいな隙間が生じる事は避けられない。それは分子構造を取る物質の全てに言える事だと。

「そして魔法ってのは、本来の物質の性質を歪ゆがめる不自然なものだ。そこへ氣を通せば、物質は通常の状態へと還かん元げんされる。ゴーレムなら、ただの土に戻って崩れるって訳だ」

「まさか──分子構造の隙間を狙ねらって攻撃などできる筈が……」

　信じられないと言った感じの遥に、暁月はゴーレムを倒す手を止めないまま、

「そりゃ攻撃その物でどうにかしようとするなら不可能さ。だが、それが氣なら話は変わってくる。氣ってのは波動だ。少しでも隙間があれば、そこから中へと入り込む」

「何つーふざけた能力だよ……」

　遼平は思わず舌を巻いた。この世界に、完全に隙間のない物質など存在しない。つまり、暁月の錬環勁氣功はありとあらゆる物に対して使えるという訳だ。無論、その威力や効果に差はあるのだろうが、それでも脅威である事は間違いない。だが、

「体力その物は、無限って訳じゃないだろ──美奈巳！」

「……解った」

　自らもまたモーニングスターを振るって、暁月を攻撃していた美奈巳は、遼平の合図で大地に手を付いた。と同時、大地が再び隆りゆ起うきを始める。

　また多数のゴーレムが出現すると思ったのか、暁月は面めん倒どう臭くさそうに、

「あー、やっぱり消しよ耗うも戦うせんで来るか。それも無む駄だなんだがな…………ん？」

　しかし途中で言葉を止めた。視線をみるみる見上げる物にして。

　美奈巳が新たに生み出したゴーレム。それは、十ｍはあろうかという巨きよ人じんだった。

　流石にこれまでと同じ様な作りとはいかず、その形状はのっぺりとしている。

　しかし、硬度はこれまでと同じまま。それを見た暁月が思わず頬をポリポリと掻いて、

「おいおい──随分と雑なウルト●マンだな」

　そう呟くと同時、巨人が振り下ろした豪ごう腕わんの下した敷じきになった。



　その衝撃に大地が震しん撼かんした。

　思わずバランスを崩しそうになりながら、それでも遥は揺れに耐えて視線の先を見据える。

　そこには、まるで鉄てつ槌ついを下したかの様に、大地に拳こぶしを突き立たてた美奈巳の巨大ゴーレムがいて。

　遥は思う。これならば、いかに暁月といえど無事では済まないだろうと。

　とはいえ、いつまでもこのままにしておく訳にはいかない。

　しばしの後、完全に動きがない事を確認した遥は、

「美奈巳……ゴーレムの手を退けさせて下さいな」

「……了りよ解うかい」

　美奈巳が頷き、巨大ゴーレムを動かそうと命令を下した。しかし、

「…………どうしたの？」

　反応しない巨大ゴーレムに、美奈巳は呼びかける。

　すると、ようやくゴーレムが反応を返す。その巨大な身体を、ビクンと小さく震わせて。

　ゴーレムが地面に突き立てていた拳を持ち上げ──そこから一気に崩れ去さった。

「────────」

　遥は眼を見張った。

　まさかという思いがある。だが、それでも眼の前に起きている事が現実で。

　見る。崩れ行ゆくゴーレムの下、暁月がゆっくりとこちらへ向かって歩いて来るのを。



９



　暁月は、三人から少し離れた位置で立ち止まった。そして告げる。

「な？　無駄だって言ったろ？」

　──あの時、巨大ゴーレムの拳が激突する瞬しゆ間んかん。暁月はゴーレムの拳に、自分がすっぽり入れるサイズの穴を穿っていた。そして、そこから錬環勁氣功で一気に氣を増ぞう幅ふく。たっぷりと練り上げた氣を、そのまま直接巨大ゴーレムにブチ込んだのである。

　とはいってもあのサイズだ。流石に全身を破壊するのに少々手間取ったが。

　問う。

「今のが切り札だって言うなら、そろそろ終わりにしちまうけど──良いよな？」

　すると、

「──いや、切り札ならまだあるぜ」

　ニッと笑った遼平が、一足飛びで暁月へと青竜刀を振り下ろして来た。

　暁月はそれを硬氣功で防ごうと左ひだ腕りうでを持ち上げて、

「────っ？」

　受け止めたと同時、慌てたように腕うでを引く。そして遼平と距きよ離りを取って、彼を睨にらんだ。

「テメエ……」

「気付いたか……ちょっと真似させて貰ったぞ。お前が自分の剣に氣を通せるように、俺おれらにもできるんだよ──自分の武器に、魔法を付加させる事はさ」

　遼平は青竜刀を持ち上げて見せる。その刀身が赤く燃え上がっていた。

「今の反応から見て、どうやら対魔法防御と硬氣功を同時に使う事はできないみたいだな。ならば武器に魔法を付加させて、通常攻撃と魔法攻撃を同時に行えば、どちらかは防げても、もう一方を防ぐ事はできないだろ。無論、お前さんの氣を通した魔剣でならば受け止められるだろうが、生憎こっちは三人だ」

　悪く思うなよ、と言って。

「遥、美奈巳、武器自体に魔法を付加させろ。同時に仕掛ければ、絶対に防ぎ切れない」

　その言葉を聞いた遥と美奈巳が、それぞれ半月刀とモーニングスターに、風と土の魔法を付加させた。それを見た暁月は、どうした物かと思案する。遼平の推理は間ま違ちがっているが、それでも彼の作戦は正しいと。硬氣功と対魔法防御は、やろうと思えば同時に行える。だが遥、遼平、美奈巳が得意とする魔法はそれぞれ属性が異なっている。風、火、土の三属性を同時に防ぎながら、さらに三方向へ硬氣功を行うのは至難の業わざだ。

　……ま、できないとは言わないけどな。

　とはいえ、そうなれば完全に防御に徹てつしなくてはならなくなる。そうなったが最後、反撃のチャンスは、ほぼなくなってしまうだろう。

「仕方ないか……」

　やれやれと暁月は呟いた。余り自分の実力を見せたくはないのだが、どうやらそうも言っていられない様だ。なるべくなら警戒されない様、ギリギリまで隠かくしておきたかったが。

　まあいいか、と暁月は判断。この戦せん闘とうに勝てば、氷神京也との戦闘はほぼ決定となる。

　ならば、ここで本気を見せておいても問題はないだろう。

　だから──凰沢暁月は自分の力を解放した。



　七瀬遥は最初、何が起きたのか理解できなかった。

　遼平の作戦通り半月刀に風の魔法を付加させ、攻撃の機会を窺っていた──そこまでは良い。

　だが、そこから先が理解の範はん疇ちゆうを超こえていた。

　ふっと暁月が腰を落とし、黒の魔剣を構えたのを見て、遥は思い出していた。

　先さき程ほど暁月が放った剣の衝撃波──あれならあの場所からでも自分達を攻撃する事が可能だと。

　だが避ける事もできるし、きちんとした防護障壁を張れば問題はない。

　そう思い、落ち着けと深呼吸を一つ入れようとして──しかし、それができなかった。

　そこでようやく気が付く。自分が今、普ふ通つうの呼吸すら行えていない事に。

　身体が言う事を聞かないのだ。身動き一つままならない状態で。

　そしてようやく遥は理解する。自分の身体を縛しばっている物の正体に。

　それは──暁月から発せられたプレッシャーだった。それも、先刻までとは比ひ較かくにならないレベルの。完全に相手に呑まれた……自分でもそれが痛いほど良く解って。

　……まさか、こんな……っ。

　遥は驚愕を露にする。よもや、凰沢暁月の力がここまで凄すさまじい物だったとは。

「く…………」

「…………っ」

　どうやら遼平や美奈巳も、同じく身動きができなくなっているらしい。

　そして遥は見た。暁月の黒の魔剣が、ぼんやりと青白く光っていて。

　急速に理解する。自分達が感じているプレッシャーの理由を。

　凰沢暁月が氣を操れる事は知っていた。先さき程ほどまでの戦闘でもそうやって闘たたかっていたのだろう。

　だが今、彼の氣の波動は目に見える程の凄まじさに膨ふくれ上がっている。

　遥は思わず戦せん慄りつした。今、身動きができない自分達にあの攻撃を防ぐ手立てはない。

　しかもその威力は、これまでとは比べ物にならない程に桁外れの筈。

　それこそ一撃で終わりにされてしまう程に。

「っ…………」

　だが、それでも遥は必死に歯を食くい縛り、何とかしてこの状況を打開できないか思考を巡めぐらせる。やはり凰沢暁月は危険だった。彼は遥達を倒した後、サミットから帰ってきた京也と戦うだろう。それでも京也が負けるとは思えないが……しかし、それでも二人が戦うような事態は、何としても避けさせなければ。

　……──え？

　せめて声だけでもどうにかと思っていた遥は、ふと気が付いた。

　それは、決してあってはならない事態。

　……まさか……一体いつから……？

　遥は思わず呆然となった。それは最早、勝負などしている場合ではなくて。

　それどころか、これではランキング戦その物を中止する必要がある。

　遥はとっさに暁月を止めようとして、

「────、───っ？」

　しかし声が出ない。未だに自分の心と身体が、暁月が発する圧力に負けてしまっているのだ。

　そして、こちらの思おも惑わくを知らない暁月は、これ以上待ってくれなくて。

「──あばよ、生徒会」

　短い別れの言葉と同時に、黒の魔剣の斬撃が繰り出された。



　衝撃が駆け抜けた。

　振り切られた黒の魔剣は、正面の空気を斬撃に変える。

　それは、全すべてを切断する高速の衝撃波だ。

　その斬撃は射線上の土を抉えぐり、進行方向の木々を両断する。

　これで決着──そう思っていた暁月は、しかし驚きの事態を目の当たりにした。

「何──？」

　自分の繰り出した斬撃が、突とつ如じよ遥達たちを守るようにして生まれた透とう明めいの壁かべにぶつかり、跳はね返ってきたのだ。暁月はとっさに黒の魔剣を下から斬り上げ、戻ってきた衝撃波に剣身をぶつけて対応。

　衝撃波は縦に断たち切られ、暁月の背後──その左右の地面に激突する。

　その衝撃で大地が捲まくれ上がり、深いクレーターが穿たれた。

　そして、

「おいおい、勝負の途中だぜ。一体何の真似だよ……」

　暁月は黒の魔剣をひょいと肩に担ぎ、上を見上げた。

　問とい掛ける。

「──なあ、海堂？」

「いやいや──本当は邪じや魔まするつもりはなかったんだけどよ」

　こちらの呼びかけに応こたえる声があった。それは高い木の枝に立ち、太い幹に背凭もたれた青年だ。

　そんな彼──海堂元春は苦笑を浮かべ、こちらに片手を上げてくる。

　こちらの圧力から解放されたのだろう、遥達も何事かとそちら見上げて。

　全員の視線を浴びながら、海堂は「よっと」と木の上から地面へと降り立った。

　暁月は不敵に笑って、

「やっぱり力を隠してたな……会ってもスルーってな話だったが、ヤる気になったか？」

「うわ、ギラついてんなぁアッキー。生憎、俺はお前さんと戦うつもりはないからよ」

　海堂は苦笑。

「副会長は気が付いたみたいだが、今ちょっと緊きんき急ゆう事態でよ。気付いているかアッキー、お前の頬──少し切れて血が出てるだろ」

「こんなかすり傷位で、何を……」

　頬の血を手で乱暴に拭ぬぐい、そこで暁月も気が付いた。

　海堂が言っている「緊急事態」の意味に。海堂は頷きを一つ、

「そう──このバベルの敷しき地ち内ないでは、あらゆる肉体ダメージは精神ダメージへと転化される結界が張られている筈なんだよ。なのにアッキーの身体が怪け我がをしたって事は、その結界が消えちまってるって訳だ。バベルにとって、俺おれ達たちが決して潰つぶし合わないようにと作り出したあの結界は、ギリギリの所で秩序を保つための命いの綱ちづな──それが、よりにもよってランキング戦の真っ最中に消えてるんだぜ？　そんな非常事態にもかかわらず、警報どころか緊急アナウンスすら入らない」

　この状況は明らかに異常なんだよ、と言って。

　海堂は力の抜けた表情を、堅い物へと引ひき締めた。真しん剣けんな声こわ音ねで、

「──何かが起きてるぞ。それもかなりヤバイ事態がよ」

「何だよ、そりゃ──」

　と、暁月が呟いた瞬間だった。遠くでした爆ばく音おんと共に、地面が揺れた。

　凰沢暁月は理解する。今のは魔法を使用した事で生じる、巨大な戦闘音だと。

「あの方角は、確か……」

　困こん惑わくした声を遥が上げた時には、暁月はもう駆け出していた。

　全速力で、夜の森を駆けてゆく。

　背後からこちらを制止する声が掛かるが、暁月の耳には届いていなかった。

　だが、無理もなかったのかもしれない。



　向こうには──美兎達がいるベースキャンプがあるのだ。
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　──時は少し遡さかのぼる。

　暁あか月つきが生徒会の三人と行ってしまった後。事情を聞いた美み兎うは、しばらく不機嫌そうにしていたが、時間が経たつに連れて徐じよ々じよに落ち着かない気持ちになっていた。

　やはり、一人で行かせるべきではなかったのではないか──と。

　暁月が強い事は、美兎も良く解わかっている。かつて父との戦いで見せた実力や、先日暴走したコカトリスを圧倒したのを目撃している以上、そこには何の疑いようもない。

　だが、相手はこのＪＰＮバベル最強の生徒会メンバー。一対一ならばともかく、一対三では不利になる可能性は充じゆ分うぶんにある。いくらバベルの結界があろうと、精神ダメージが肉体に作用する事はあるのだ。下手をすれば、大おお怪け我がに繋つながってもおかしくはない。そう思ったら、どんどん気持ちが落ち着かなくなって。後はただ、不安と心配だけが募つのってゆく。

　そして、

「────っ」

　ついに居ても立ってもいられなくなった美兎は、すっくと立ち上がった。

　葛くず葉はと千ち影かげを巻き込む訳には行かない。だけど、どうしても暁月が心配だったから、

「あ、あのね二人共──ボク……」

　申し訳なさそうにそう言って、美兎は顔を上げた。すると、いつの間にか葛葉と千影も立ち上がっていて。二人はこちらに向かって微ほほ笑えんでいた。

「凰おう沢さわ君の所へ行くんでしょ……なら、一人より三人の方が良いわ」

「急ごう。今なら、まだきっと間に合う筈だよ」

「二人共、どうして……？」

　呆然となる美兎に、葛葉と千影は顔を見合わせて苦笑。

「あれだけ思おもい詰つめた顔をしていて、気が付かない訳がないわ」

「水みず臭くさいな、一人で行こうとするなんて。美兎が行くなら、当然あたし達も行くに決まってるだろう？」

「駄目だよ、大事な試験なのに……二人まで巻き込めないよ」

　慌てる美兎に、葛葉は微びし笑ようして。

「凰沢さんは、試験よりも大事な物のために行くんでしょう？　私達も同じよ」

「……チームだから？」

　問い掛けるこちらに、「違ちがうよ」と千影は首を振って。

　笑う。

「友達だから──だよ」

「……………………」

　その言葉を聞いて、美兎は思う。

　……どうしよう、泣きそうだボク……。

　嬉しくて、嬉しくて、胸が詰まって切ない。

　……見てる、父さん？

　今ならば胸を張って、父ガリウスに報告できる。

　自分には──こんなに素す敵てきな友達ができたんだよ、と。

　すると葛葉が小さく肩を竦めて、

「それにしても、凰沢君は幸せ者ね。こんなに沢山の女の子に心配して貰えて」

「放っておけないというよりは、眼が離せないって感じだけどね」

　と、千影は苦笑。

「でも確かに、他ほかの女子が騒さわぐ気持ちも解るかな……」

「……えっ、そうなの？」

　美兎は眼を丸くする。あの暁月が、女子から人気があったなんて話は初耳だ。

　しかし、逆に葛葉は意外とばかりに、

「もしかして気が付いてなかった？　入学検査のノルンチェックで『真の勇者』と診しん断だんされたのはバベル史上初。それだけでも充分に注目されていたのに、凰沢君はあの生徒会と互ご角かくに渡わたり合あい、さらには暴走した訓練システムも捻じ伏ふせた。凰沢さんが男子から人気があるのと同じように、多くの女子が彼の事を素敵だと思っているわよ」

「素敵って……あの人が？」

「おかしいかい？　女の子はいつだって、強い男には惹ひかれるものだろう。特に、あたしらみたいに自分自身も力を持っていれば尚更ね」

　千影は笑みを見せながら、

「顔も精せい悍かんで格好良いし、身体つきだって逞たくましい。確かに、ちょっとスケベではあるけれど……でも何だか憎にくめないし。まあ、あれは暁月の人徳だね」

　というか、そもそも、

「美兎も暁月の事が好きだから、こうして彼の事を心配しているんじゃないのかい？」

「え……？」

　余りに当然のように言われてしまい、美兎は思わず呆然となる。

　……好き？　ボクが……彼の事を？

　すぐに反論しようとして、しかしできない。だって、そんな風に考えた事は今まで一度もなかったから。何な故ぜなら暁月は父の仇かたきで。だから憎みこそすれ、惹かれるような事など絶対に有り得ない相手なのだ。

　……まさか、そんな事……ないよね。

　確かに暁月は、自分をこの世界へ連れて来て、こうして匿かくまってくれていて。

　その事には感謝している。心の底から。だがそれは、恋れん愛あい感情とは全く別の筈だ。

　だから、美兎は慌てて首を振ふって、

「や、やだな……千影さん。違うよボク、そんなの──」

　そう言い掛けた時だった。夜の森の向こうから、一つの足音が近づいてきたのは。

　……戻ってきた？　無事だったんだ……。

　ホッと胸を撫なで下ろしかけ、しかし美兎は慌てたように、

　……これは、違うよね？

　少しだけ怖くなりながら、心の中の自分に問い掛ける。

　暁月がいなければ、この世界でどうして良いか解らなくなってしまうから。

　だから不安だっただけで、自分は暁月の事を──

　……好きになってなんて……いないよね？

　そして美兎は視線を上げる。だが、奥おくの暗くら闇やみから姿を現したのは暁月ではなかった。

　穏おだやかな笑みを湛たたえた青年だ。

　そんな栗色の髪の青年は、こちらを見るなり笑みを深くして、

「良かった……やっと見つけましたよ」

　恐おそらくは他のチームの学生なのだろう。接せつ触しよくして来た目的が戦闘か、それとも何らかの取引なのかは解らないが、今は彼に関かかわっている時間はない。

「あの、悪いんですけど……ボク達ちょっと急ぐんです。そこを退いてくれませんか？」

「すみませんが、こちらも急ぎなんですよ」

　美兎の言葉に、青年は苦笑して首を振った。そして、

「──こうすれば、貴女あなたにはその意味が解ると思いますよ」

　そう言ったと同時、青年の戦闘衣服が輝いた。

　そして覆おおわれていた光の粒りゆ子うしが消え去ると、その下から眩まばゆく光る鎧よろいが姿を現す。

「──────」

　それを見た美兎は、驚きに眼を見開いた。

　知っていたからだ。青年が身に纏まとっている鎧──そこに描えがかれた紋もん章しようを。

「ディスディアの聖せい騎き士し……」

　呆然と呟く美兎に、何事かと葛葉と千影がこちらを見た。

　だが、美兎はそれには気が付かない。気が付けない。

　何故ならば、眼の前の青年から意識を外す事ができなくて。

　そして青年が笑う。楽しそうな声で。

「フィル・バーネット。アレイザード三国同盟の決議に従い、行方不明になっていた魔ま王おうガリウスの娘むすめを捕とらえにきました」

　告げる。

「探しましたよ──ミュウさん」





　そしてこの瞬間、この世界へとやって来た一人の少女の、残ざん酷こくな運命が動き始めた。

　それはかつて、入学検査でノルンに予言された内容と同じで。

　凰沢美兎は呆然と、その言葉を思い出していた。



　貴女の背中の方角からは、いつも孤独がやって来る──と。



    

  
    
      あとがき





　初めましての方も、お久しぶりの方も、本書を手に取っていただきましてありがとうございます。上うえ栖す綴てつ人とです。一巻あとがきの最後の祈いのりが通じまして、こうして二巻をお届とどけできる事になりました。この巻をたまたま手に取ったから、何のこっちゃ解らんわいという方は、これを機きに本書を持ちつつＨＪ文庫コーナーで是ぜ非ひ一巻も手に取って、二冊一緒にレジでお会計をどうぞ。もちろん、既すでに一巻をご購入されている方も本書をヨロシク！

さて、本シリーズのテーマは『ＲＰＧのエンディング後の物語』な訳わけですが、そもそもこんな話を考えたのも、私はＲＰＧがＴＶゲームのジャンルの中では一番好きでして。

　そんな私がＲＰＧにハマるきっかけになったのが、スーパーファミコンで発売された『ファイナルファンタジー』でした。忘わすれもしません。その出会いは正に運命的。父親に「『ファイナルファイト（カプコンの不ふき朽ゆうの名作アクションゲーム）』を買って来て」と頼たのんだ所、間ま違ちがって『ＦＦ』を買って帰って来まして。ところが、そんな勘かん違ちがいのおかげでＲＰＧに大ハマりした私は、その後多くのソフトに熱ねつ中ちゅうし、一時期はゲームのシナリオライターを目指す程ほどになり、ついにはラノベを書くようになったという。本当です。

　人生、何がきっかけになるのか解らないですね、本当に……。

　では、ここらで本書の見所について少し。この巻の内容をＲＰＧ風に言うならば『ストーリーイベント』と『中ボス戦』です。『ストーリーイベント』としては、凰おう沢さわ兄妹達の日常を描えがいています。ヒロインの一人、美み兎うの気苦労（笑）が忍ばれる内容です。詳しよ細うさいは是非、読んで確かめて下さい。そして、もう一方の『中ボス戦』としては、主人公の暁あか月つき対生徒会が初めて激げき突とつ。前回以上に大暴れの、爽そう快かい感かんたっぷりのバトルになっています。

　それでは、本書にご協力いただいた皆様に謝しや辞じを。イラストの卵たまごの黄き身みさん。前巻に引き続き、素す敵てきなイラストをありがとうございます。今回も新しいデザインが届く度に、興こう奮ふんしっぱなしでした。そして担たん当とう様、今回も色々とご尽じん力りよくありがとうございます。おかげで、こんなに早く二巻を出す事ができました。そして、その他の関係者の方々と、何より本書を応おう援えんして下さる読者の皆みな様さまに最上級の感謝を込めて。ありがとうございます。

　皆さんの応援とご協力のおかげで、もう少しこの物語を続けられそうです。引き続き、お付き合いよろしくお願いします。

　それでは、なるべく早くに、次巻でまたお会いしましょう！

上栖綴人



    

  
    
      ◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆

〒151-0053　東京都渋谷区代々木2-15-8

ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部

上栖綴人 先生／卵の黄身 先生
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